
国
際
交
流

★
留
学
生
紹
介

◆
9
カ
国
語

　Ϛ
レ
ー
シ
ア
か
ら
2
0
1
�
年
1
݄
に

来
日
。
ਆ
ށ
の
国
際
語
学
学
Ӄ
で
日
本
語

を
学
び
、
2
0
1
�
年
4
݄
に
本
学
に
入

学
。
来
日
લ
に
は
「
ク
レ
Ϥ
ン
し
ん
ち
Ỵ

ん
」
の
Ϛ
レ
ー
シ
ア
語
൛
が
お
ؾ
に
入
り

の
൪
組
で
、
他
に
も
「

ル
ト
ラ
Ϛ
ン
」

や
「
Ծ
面
ラ
イ
μ
ー
」
で
日
本
へ
の
興
味

を
ਂ
め
た
൴
は
、
日
本
語
上
ୡ
法
を
Ϛ

レ
ー
シ
ア
の
日
本
大
使
館
に
尋
ね
に
行

き
、
ཹ
学
が
い
い
の
で
は
、
と
い
う
ア
υ

バ
イ
ス
を
受
け

日
を
決
断
。

　̍
年
ち
Ỷ
っ
と
の

期
間
で
日
本
語
の

ج
ૅ
を

に

け
た
事
は
ڻ
き
で
す
が
、

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
語
学
ڭ
ࢣ
の
お

༷

の
影
ڹ
か
、
現
在

国
語
を
含
め
�
カ
国

語
を
ૢ
れ
る
の
で
す
！
日
本
語
の
勉
強
法

を
尋
ね
る
と
、
読
み
書
き
は
࠷
初
ϩ
ー
Ϛ

ࣈ
ද
記
か
ら
学
習
し
た
と
の
こ
と
。
な
る

΄
ど
ア
ル
ϑ
Ỹ
ϕ
ッ
ト
か
ら
入
れ
ば
ཧ
解

は
ス
Ϝ
ー
ζ
で
す
よ
ね
。

◆
学
生
生
活

　ຽ
ଏ
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、「
地

ݩ
の
祭
り
」
と
い
う
テ
ー
Ϛ
で
イ
ス
ラ
Ϝ

ڭ
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
感

を
受
け

た
学
生
も
お
り
、話
し
て
み
て
良
か
っ
た
、

と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
ࢠ
ど
も

き
で
༮

ஓ
Ԃ
の
先
生
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
日
本
で
ڭ
員
໔
許
の
ࢿ
格
を

取
り
、
国
語
の
先
生
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　ク
ラ
ϒ
活
動
に
加
わ
っ
て
い
る
ཹ
学
生

は
少
数

で
す
が
、
൴
は
՚
道
෦
、
ٷ
道

෦
、

道
෦
、
能
ָ
ݚ
ڀ
会
サ
ー
ク
ル
、

ਫ
ӭ
サ
ー
ク
ル
と
�
つ
の
団
体
に
参
加
、

し
か
も
՚
道
෦
で
は
෦
長
、
ٷ
道
෦
で
は

ओ
務
と
い
っ
た
役
職
に
も
就
い
て
い
ま

す
。　ී

ஈ
は
コ
ン
Ϗ
χ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
す
が
、
長
期
ٳ
Ջ
の
間
は
大
ࡕ
ۙ

ล
だ
け
で
は
な
く
東
ژ
、
海
道
ま
で「
出

張
」
し
て
ཱྀ
行
Ψ
イ
υ
や
通
༁
を
務
め
て

い
ま
す
。

◆
帝
塚
山
大
学
に
入
学
し
て

　食
事
に
行
く
と
き
に
は
൴
が
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
ྉ
ཧ
に
合
わ
せ
て
く
れ
た

り
、
෦
活
動
に
お
い
て
も
৴
ڼ
の
自
༝
を

ଚ
重
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
。「
Թ
か

い
ఇ
Ṃ
ࢁ
大
学
が

き
で
、
入
学
し
て
良

か
っ
た
と
思
う
し
毎
日
が
ָ
し
い
」
と

語
っ
て
く
れ
た
ア
ϒ
υ
ル
܅
。
そ
れ
は
൴

が
何
事
に
も
い
つ
も
ア
ク
テ
ィ
ϒ
に
一
生

ݒ
໋
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
仲
間
ୡ
が

よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

文学部̎
年ੜの

アブυϧ
�コΠϢ

ム܅Λ
հし·͢
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■ 前期スケジュール
ग़ئ期間 2�19年9月17日（Ր）ʙ1�月7日（月）（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�19年1�月12日（）
合֨ൃද 2�19年1�月1�日（ۚ）
खଓక日（ೖ学ۚೲ）࣍1 2�19年11月 5 日（Ր）

■ 後期スケジュール
ग़ئ期間 2�19年11月1�日（月）ʙ12月11日（ਫ）˞（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�19年12月14日（）
合֨ൃද 2�19年12月1�日（ਫ）
खଓక日（ೖ学ۚೲ）࣍1 2�2�年 1 月1�日（ۚ）

■ 3月スケジュール　　　　　　　　　　  　　　　　 ˞12月12日のみئॻ窓口受Մ

ग़ئ期間 2�2�年2月25日（Ր）ʙ3月�日（ۚ）˞（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�2�年3月11日（ਫ）
合֨ൃද 2�2�年3月12日（）
ೖ学खଓక日（ೖ学 ・ۚલ期授業料等ೲ） 2�2�年3月23日（月）

˞3月7日のみئॻ窓口受Մ

■ 募集学部学科
学 部 学 科 募集人数
文学部 日本文Խ学科

एׯ名

Ӧ学部ܦࡁܦ Ӧ学科ܦࡁܦ
法学部 法学科
心理学部 心理学科

現代生׆学部
৯ӫཆ学科
間σβイン学科ۭॅډ

教育学部 こͲも教育学科

ఇṂࢁେֶͰɺଔۀੜɺ
͠ ֶ͘ࡏதͷํͷ͝ՈΛରͱ͢ Δ
ೖ੍ࢼʮϑΝϛϦʔೖࢼʯΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍·͢ ɻ

ɹϑΝミϦーೖࢼͱはɺఇṂֶࢁԂのֶݐのਫ਼ਆɾֶ ෩Λਂ͘͝ཧղ͍͖ͨͩɺ
共ʹఇṂࢁ大ֶのϑΝミϦーͱ͓ͯ͠ྗఴ͑Λ͍͚ͨͩΔํの͝ೖֶΛܴ
͢Δೖ੍ࢼ度Ͱ͢ɻ
ɹग़֨ࢿئはɺֶߍ๏ਓఇṂֶࢁԂ͕ઃஔ͢Δ͍ͣΕ͔のֶߍ（༮ஓԂɺখֶ
ੜɾߍࡏੜ͘͠はۀ大ֶ）のଔظɺ大ֶɺ大ֶӃɺߍֶߴɺߍɺதֶߍ
��Λ��1ߍֶߴ४Λຬͨ͠ɺجੜの�ҎのͰɺຊֶ͕ఆΊΔֶࡏ
年4݄1͔Β����年�݄�1·Ͱʹଔ͞ۀΕͨํ·ͨはଔࠐݟۀΈのํͰ͢ɻ
ɹˎग़ئのࡍʹはʮఇṂࢁϑΝミϦーʯͰ͋Δ͜ͱのূ໌ॻ（ଔূۀॻのࣸ͠ɾ
ଔ໌ূۀॻΛఴ）͕ ඞཁͰ͢ɻ
બํߟ๏ɿᶃ໘ ᶄॻྨ৹ （ࠪௐࠪॻɾࢤཧ༝ॻ）
ৄ͍͠ग़֨ࢿئཁ݅ʹؔͯ͠ɺඞͣࣄલʹೖࢼ՝·Ͱ͓͍߹Θͤͩ͘
͍͞ɻΦʔϓϯΩϟϯύεʹ͝ࢀՃͷ͏͑Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͨͩ͘͜ͱՄ
Ͱ͢ɻ

■ 入学金について
ϑΝϛϦʔೖࢼͰ͝ೖֶ͞ΕΔํɺೖֶ͕ۚ � ສԁʹͳΓ·͢ɻ

ʢ௨ৗ �� ສԁʣ

ʲ͓͍߹ͤઌʳ
ఇṂࢁେֶ�ೖࢼ՝

Tel  0742 �48 �8821ʢ௨ʣ� Fax �0742 �48 �9021
�nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

�����ఇṂࢁେֶ
ϑΝϛϦʔೖࢼの͝Ҋ

 ɻདྷय़ɺडݧΛͨ͑߇ ͝子ଉ͝ଉঁΛ͓ͪ࣋ͷอऀޢͷօ༷ ɻ

OPEN CAMPUS 2019 入試対策講座
（奈良・学園前キャンパス）

学Պମݧ授ۀࢪઃݟ学ɺೖࢼઆ໌ɺࡏ学ੜͱͷަྲྀͳͲɺ͞ ·͟·ͳΠϕンτΛ༻ҙ͍ͯ͠·͢ɻ̡༧ෆཁʳ
ͷϓϩάϥϜมߋͱͳΔՄੑ͕͍͟͝·͢ɻ

奈ྑ・౦ੜۨΩϟϯύε

8/4ʢʣ・25ʢʣ・9/8ʢʣ
����� ʙ �����　　　　����� ʙ �����

���ʢʣΫϥϒ・αʔΫϧհ　���ʢʣ・��ʢʣ�・�ੜ͚
ಛผߨԋ　���ʢʣΠϯλʔωοτग़࠲ߨئ

 

奈ྑ・ֶԂલΩϟϯύε

8/17ʢʣ・18ʢʣ  ����� ʙ �����

����ʢʣ�・�ੜ͚ಛผߨԋɺ໘ର࠲ߨࡦ
����ʢʣอ͚ऀޢಛผߨԋ

10/6
ʢʣ

ެื੍ਪનೖࢼର
9:30ʙ13:00

12/22
ʢʣ

Ұൠೖࢼର
10:00ʙ12:30

ʲ༧ෆཁʳ

ʮେֶ௨৴ఇṂࢁʯاը・編集ҕһձ�

˟��������　奈ྑࢢఇ௩山�ô�ô�　　　 ����ô��ô���� 　　 ����ô��ô����　　Tel Fax

�LPIP!KJNV�UF[VLBZBNB�V�BD�KQ　63-ɿIUUQT���XXX�UF[VLBZBNB�V�BD�KQ�
ଔۀੜͷ͓͍߹ͤઌɿఇṂ山େֶಉ૭ձΘ͔ΈͲΓձ 　　 ����ô��ô����ʢฏ࣌��ʙ࣌��ʣ　Tel

શֶ෦・ֶՊର શֶ෦・ֶՊର
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ब৬ࢧԉͷऔΓΈ
ԉձ（在校生保護者）ͷօ༷ޙ
ଔۀ生հ
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ଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞʹΑΔ߹ಉतۀʹͯ（ৄࡉ1��ʹࡌܝ）

ଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞ߹ಉतࢀʹۀՃֶͨ͠生ͱڭһଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞ߹ಉतࢀʹۀՃֶͨ͠生ͱڭһ

総合学園としての強みを生かした帝塚山ステップアップ式サポート
2019年４月、帝塚山大学に教育学部こども教育学科が開設！

大学通信帝塚山



帝塚山大学 教育学部 学びの 特徴

教職支援センター
教員採用試験は、ズバリ！！

『即戦力としてのスキルが備わっているかどうか』です。
コミュニケーション能力、専門性、社会性、見識、人間性…、
今のあなたに備わっているものは…
教員採用試験合格に向け、必要なスキルを手に入れませんか。
そして、“即戦力”として現場で動ける「ジブン」になりませんか。　

即戦 力

教員・保育士採用試験対策

ピアノ練習

読み聞かせ練習

エプロンシアター練習面接練習

養成講座

教職支援センターでは、個人･集団面接、集団討議、場面指導、ロールプレイングの指導
や模擬授業、ピアノ練習、読み聞かせなどの実技指導等を通して、志望者全員の合格を
目指すとともに、一人一人に応じたきめ細かな支援を行います。

ピアノ練習

読み聞かせ練習

エプロンシアター練習面接練習

2年次 3年次 4年次

幼保コース
小学校コース

幼保コース
小学校コース

保育士関連科目

保育・教育の基礎を幅広く学び、進路を決定

1年次

2年次 3年次 4年次1年次

● 小学校   ● 幼稚園
● 保育所   ● 認定こども園
● 大学院   ● 児童福祉施設
● 教育・保育関連企業

目指す進路

どちらのコースからも３資格取得を目指す
|保育士資格|幼稚園教諭一種免許状|小学校教諭一種免許状|

教員・保育士の仕事を知る

大学での学びに慣れ、幼小の現場を体感する

コース別採用試験対策のスタート

幼保コース

小学校コース

主体的な採用試験対策

学
部
・
学
科 

４
年
間
の
道
の
り

大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
授
業
）

チームによる採用試験対策

〉〉 e-learningによる
基礎学力の向上と応用力アップ

〉〉 保育士試験や教員採用試験の
概要を知る

〉〉 幼保、小学校、施設における
仕事内容を知る

〉〉リフレクション実習
子育て支援センターでの自分と子ども
の関わりを録画したDVDを分析･省察

〉〉トライアル実習Ⅰ
帝塚山幼稚園・小学校で教員の仕事を
観察・省察

〉〉保育士一次試験対策：SPI等の筆記試験の演習と自主学習
〉〉ピアノ：音楽実技、弾き歌い
〉〉トライアル実習Ⅱ：帝塚山幼稚園の教員の補助として業務に参画

〉〉教員採用一次試験対策：教科専門、教職教養等の演習と自主学習
〉〉模擬授業の基礎、板書の基礎
〉〉トライアル実習Ⅱ：帝塚山小学校の教員の補助として業務に参画

幼保コース

小学校コース

〉〉保育士一次試験対策：SPI等の筆記試験の演習と自主学習
〉〉保育士二次以降試験対策：ピアノ（音楽実技、弾き歌い）、保育実技

〉〉教員採用一次試験対策：教職教養等の演習と自主学習
〉〉小学校二次以降試験対策：模擬授業、板書演習、時事問画

幼保コース

小学校コース

〉〉 希望進路（公立、私立）に合わせた試験対策
〉〉 受験希望自治体に合わせた一次試験、二次以降試験対策
〉〉 職場でやりぬくためのメンタルサポートプログラム

〉〉 受験希望自治体に合わせた一次試験、二次以降試験対策
〉〉 職場でやりぬくためのメンタルサポートプログラム

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 応用演習Ⅰ 応用演習Ⅱ ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ ゼミナールⅣ

・オリエンテーション
・自己PR

・志望動機など
・模擬保育の基礎

・オリエンテーション
・自己PR

・志望動機など

・理想とする教師像
・教育課題
・スピーチ

・自治体別実践練習
・場面指導

・保護者対応の実践

・場面指導（主に生徒指導）
・ロールプレイング
・保護者対応の実際

・理想とする保育者像
・教育課題

・保育場面での指導
・模擬保育の応用

・教育課題
・保護者対応

・ロールプレイング
・模擬保育の実践

・ピアノ、紙芝居、絵本読み聞かせ
・エプロンシアター

・教育課題・ロールプレイング
・場面指導・保育場面での実際

個人面接

集団討議練習

・ピアノ、絵本読み聞かせ ・ピアノ、絵本読み聞かせ

・ディスカッション力の強化

受験先に合わせた
面接力・総合力の強化

直前対策

受験先に
合わせた
面接力·総合力
の強化

直前対策

策
対
前
直
別
体
治
自

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

幼稚園教諭関連連科目 小学校教諭関連科目

保育所実習
(8～9月 4週間)

教育実習
幼稚園・小学校

(9月4週間)
施設実習

(2～3月 2週間)

自治体別直前対策

※学習支援室の教師塾やキャリアセンターの対策講座も活用できます。

【第１期】10月～１１月 【第2期】12月～１月 【第3期】2月～3月 【第4期】4月～6月 【第5期】7月～9月以降3年次 4年次

【第１期】10月～１１月 【第2期】12月～１月 【第3期】2月～3月 【第4期】4月～6月 【第5期】7月～9月3年次 4年次

実技 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

集団面接 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉〈基礎編〉

〈基礎編〉

集団面接 〈基礎編〉 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

集団討議練習〈基礎編〉 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

板書基礎など 〈基礎編〉 〈実践編〉模擬授業

「基礎演習」で大学での学びに慣れ、帝塚山幼稚園・小学校見学で現場に
ふれます。授業では一般教養や基礎科目と共に、保育士や教員免許取得に
必要な科目の履修も始まります。

•基礎演習　•日本国憲法　•日本語表現法
•こども教育学概論　•こども教育研究法
•情報処理　•幼児と表現　•音楽科研究
•発達心理学　•乳児保育 ほか

より専門的で実践的な学びがスタート
専門科目がより実践的な内容に。小学校教諭を目指す学生は小学校教育の
基礎を、幼稚園教諭・保育士を目指す学生は、保育所実習に向けての学び
も本格化します。

•国語科研究　•社会科研究　•算数科研究
•保育実習事前事後指導　•理科研究
•教育行政学　•保育所実習　•こどもの保健
•音楽科教育法　•応用演習 ほか

「先生」を実感する学びで即戦力のスキルを養う
「教育」という視点から子ども理解をさらに深め、高度な専門知識や実践
的な指導力を身に付けます。教育実習（幼稚園・小学校）や、福祉施設な
どでの実習も行います。

•教職論　•教育課程論　•教育方法論　
•道徳教育論　•障害児保育·特別支援教育論
•英語科教育法　•教育実習事前事後指導
•外国人児童の指導　•教育実習　•施設実習
•ゼミナールⅠ・Ⅱ ほか

学び続ける「先生」への準備期間
幼稚園教諭・保育士、小学校教諭を目指す学生は、自主的な学びや、チー
ムによる学びにより、専門性を高めます。そして、それぞれの採用試験に
臨みます。

•国語科研究Ⅱ　•社会科研究Ⅱ　•体育科研究Ⅱ
•道徳教育論　•こども食育論　•子育て支援論
•保育·教職実践演習（幼・小）　•教育相談
•ゼミナールⅢ・Ⅳ　•生徒、進路指導論 ほか
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（教育学部こども教育学科の新入生）

２̌ ̍̕ 年݄̐、帝塚山大学に
教ҭ学部͜ど教ҭ学科が։ઃʂಛू
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帝塚山大学 教育学部 学びの 特徴

教職支援センター
教員採用試験は、ズバリ！！

『即戦力としてのスキルが備わっているかどうか』です。
コミュニケーション能力、専門性、社会性、見識、人間性…、
今のあなたに備わっているものは…
教員採用試験合格に向け、必要なスキルを手に入れませんか。
そして、“即戦力”として現場で動ける「ジブン」になりませんか。　

即戦 力

教員・保育士採用試験対策

ピアノ練習

読み聞かせ練習

エプロンシアター練習面接練習

養成講座

教職支援センターでは、個人･集団面接、集団討議、場面指導、ロールプレイングの指導
や模擬授業、ピアノ練習、読み聞かせなどの実技指導等を通して、志望者全員の合格を
目指すとともに、一人一人に応じたきめ細かな支援を行います。

ピアノ練習

読み聞かせ練習

エプロンシアター練習面接練習

2年次 3年次 4年次

幼保コース
小学校コース

幼保コース
小学校コース

保育士関連科目

保育・教育の基礎を幅広く学び、進路を決定

1年次

2年次 3年次 4年次1年次

● 小学校   ● 幼稚園
● 保育所   ● 認定こども園
● 大学院   ● 児童福祉施設
● 教育・保育関連企業

目指す進路

どちらのコースからも３資格取得を目指す
|保育士資格|幼稚園教諭一種免許状|小学校教諭一種免許状|

教員・保育士の仕事を知る

大学での学びに慣れ、幼小の現場を体感する

コース別採用試験対策のスタート

幼保コース

小学校コース

主体的な採用試験対策

学
部
・
学
科 

４
年
間
の
道
の
り

大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
授
業
）

チームによる採用試験対策

〉〉 e-learningによる
基礎学力の向上と応用力アップ

〉〉 保育士試験や教員採用試験の
概要を知る

〉〉 幼保、小学校、施設における
仕事内容を知る

〉〉リフレクション実習
子育て支援センターでの自分と子ども
の関わりを録画したDVDを分析･省察

〉〉トライアル実習Ⅰ
帝塚山幼稚園・小学校で教員の仕事を
観察・省察

〉〉保育士一次試験対策：SPI等の筆記試験の演習と自主学習
〉〉ピアノ：音楽実技、弾き歌い
〉〉トライアル実習Ⅱ：帝塚山幼稚園の教員の補助として業務に参画

〉〉教員採用一次試験対策：教科専門、教職教養等の演習と自主学習
〉〉模擬授業の基礎、板書の基礎
〉〉トライアル実習Ⅱ：帝塚山小学校の教員の補助として業務に参画

幼保コース

小学校コース

〉〉保育士一次試験対策：SPI等の筆記試験の演習と自主学習
〉〉保育士二次以降試験対策：ピアノ（音楽実技、弾き歌い）、保育実技

〉〉教員採用一次試験対策：教職教養等の演習と自主学習
〉〉小学校二次以降試験対策：模擬授業、板書演習、時事問画

幼保コース

小学校コース

〉〉 希望進路（公立、私立）に合わせた試験対策
〉〉 受験希望自治体に合わせた一次試験、二次以降試験対策
〉〉 職場でやりぬくためのメンタルサポートプログラム

〉〉 受験希望自治体に合わせた一次試験、二次以降試験対策
〉〉 職場でやりぬくためのメンタルサポートプログラム

基礎演習Ⅰ 基礎演習Ⅱ 応用演習Ⅰ 応用演習Ⅱ ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ ゼミナールⅢ ゼミナールⅣ

・オリエンテーション
・自己PR

・志望動機など
・模擬保育の基礎

・オリエンテーション
・自己PR

・志望動機など

・理想とする教師像
・教育課題
・スピーチ

・自治体別実践練習
・場面指導

・保護者対応の実践

・場面指導（主に生徒指導）
・ロールプレイング
・保護者対応の実際

・理想とする保育者像
・教育課題

・保育場面での指導
・模擬保育の応用

・教育課題
・保護者対応

・ロールプレイング
・模擬保育の実践

・ピアノ、紙芝居、絵本読み聞かせ
・エプロンシアター

・教育課題・ロールプレイング
・場面指導・保育場面での実際

個人面接

集団討議練習

・ピアノ、絵本読み聞かせ ・ピアノ、絵本読み聞かせ

・ディスカッション力の強化

受験先に合わせた
面接力・総合力の強化

直前対策

受験先に
合わせた
面接力·総合力
の強化

直前対策

策
対
前
直
別
体
治
自

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

幼稚園教諭関連連科目 小学校教諭関連科目

保育所実習
(8～9月 4週間)

教育実習
幼稚園・小学校

(9月4週間)
施設実習

(2～3月 2週間)

自治体別直前対策

※学習支援室の教師塾やキャリアセンターの対策講座も活用できます。

【第１期】10月～１１月 【第2期】12月～１月 【第3期】2月～3月 【第4期】4月～6月 【第5期】7月～9月以降3年次 4年次

【第１期】10月～１１月 【第2期】12月～１月 【第3期】2月～3月 【第4期】4月～6月 【第5期】7月～9月3年次 4年次

実技 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

集団面接 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉〈基礎編〉

〈基礎編〉

集団面接 〈基礎編〉 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

集団討議練習〈基礎編〉 〈応用編〉 〈実践編〉 〈即戦力の養成編〉

板書基礎など 〈基礎編〉 〈実践編〉模擬授業

「基礎演習」で大学での学びに慣れ、帝塚山幼稚園・小学校見学で現場に
ふれます。授業では一般教養や基礎科目と共に、保育士や教員免許取得に
必要な科目の履修も始まります。

•基礎演習　•日本国憲法　•日本語表現法
•こども教育学概論　•こども教育研究法
•情報処理　•幼児と表現　•音楽科研究
•発達心理学　•乳児保育 ほか

より専門的で実践的な学びがスタート
専門科目がより実践的な内容に。小学校教諭を目指す学生は小学校教育の
基礎を、幼稚園教諭・保育士を目指す学生は、保育所実習に向けての学び
も本格化します。

•国語科研究　•社会科研究　•算数科研究
•保育実習事前事後指導　•理科研究
•教育行政学　•保育所実習　•こどもの保健
•音楽科教育法　•応用演習 ほか

「先生」を実感する学びで即戦力のスキルを養う
「教育」という視点から子ども理解をさらに深め、高度な専門知識や実践
的な指導力を身に付けます。教育実習（幼稚園・小学校）や、福祉施設な
どでの実習も行います。

•教職論　•教育課程論　•教育方法論　
•道徳教育論　•障害児保育·特別支援教育論
•英語科教育法　•教育実習事前事後指導
•外国人児童の指導　•教育実習　•施設実習
•ゼミナールⅠ・Ⅱ ほか

学び続ける「先生」への準備期間
幼稚園教諭・保育士、小学校教諭を目指す学生は、自主的な学びや、チー
ムによる学びにより、専門性を高めます。そして、それぞれの採用試験に
臨みます。

•国語科研究Ⅱ　•社会科研究Ⅱ　•体育科研究Ⅱ
•道徳教育論　•こども食育論　•子育て支援論
•保育·教職実践演習（幼・小）　•教育相談
•ゼミナールⅢ・Ⅳ　•生徒、進路指導論 ほか

ɹఇṂࢁதֶߍɾߴֶߍͱڠಇͯ͠ ɺখֶੜʹϩϘο
τのΈཱ͔ͯΒϓϩグϥミング·ͰΛ͑ڭΔʮఇṂࢁ
ϩϘοτࣨڭʯΛ࣮ࢪɻϓϩグϥミングڭҭೖのతはɺ
͕ࣗॳาのϓϩグϥム͕ΊΔΑ͏ʹͳΔのͰはͳ͘ɺ
ҬのখֶੜΛରʹϓϩグϥミングڭҭ͕Ͱ͖ΔΑ͏
ʹͳΔ͜ͱɻখֶߍɾ༮ڭࣇҭʹ͔ܽͤͳ͍ϓϩグϥ
ミングڭҭʹՃ͑ɺࣨڭӡӦֶͼ·͢ɻ

ɹ͜ͲڭҭֶՊͰはɺখֶڭߍ་
໔ڐঢ়ɺ༮ஓԂڭ་໔ڐঢ়ɺอҭ࢜
の̏ͭΛऔಘ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

ԻָڭҭʹରԠ͠ɺܭ��
の͞·͟·ͳϐΞϊΛ
උɻݸਓϨοεンࣨ1�
ࣨ༻ҙͯ͠ ͍·͢ɻ̍ 年࣍
͔ΒのݸผࢦಋΛؚΊɺ
͖Ί細͔ͳࢦಋΛड͚Δ
͜ͱͰɺϐΞϊະऀݧܦ
Ͱ̎年࣍のอҭ࣮श·
Ͱʹ Δ͚Α͏ ʹͳΓ·͢ɻ

૯߹ֶԂͱͯ͠ͷڧΈΛ生͔ͨ͠

ఇṂࢁεςοϓΞοϓࣜαϙʔτ
ʬڭҭՌʭ
˙ อҭ࢜、༮ஓԂڭ་、খ学ڭߍ་の֨ࢿ�औಘऀは、ଔۀ生96໊த8� （໊��1�年࣮）
˙ ଔۀ生のब৬ɾਐ学は、学Պ開ઃҎདྷ7年連ଓ100ˋ

ɹࢠどたͪのň らࣗߟ る͑ྗŉΛҾ͖ग़͢たΊにɺࢠどの成Λཧղしɺ らࣗ学ͼଓ͚らΕる教һ
がඞཁで ɻ͢͜Ε͔らの教ҭऀにٻΊらΕるࣝɾεΩϧɾݧܦΛ༗した教һΛཆ成͢るたΊにɺ2��9
年݄̐ɺ教ҭ学部 ど͜教ҭ学科が։ઃ͞Ε·したɻ本学科ɺ૯߹学Ԃͳらでのݱにີணした授業ɾ
ߟの成に৮Εͳがらɺͦのྗの৳しํΛظಐࣇら͔ظࣇಋがॆ࣮ɻೕ༮ࢦ る͑ྗΛཆ͍· ɻ͢

ɹૅج演शⅠのतۀͰはɺ͜ͲڭҭֶՊͱڭ৬ࢧԉηン
λーͰ࡞ͨ͠ϦーϑϨοτΛ༻͍ ʮͯڭһɾอҭ࢜Λࢦ
ͨ͢ΊのϩーυϚοϓʯのઆ໌Λ͍ߦ·͠ ͨɻ͜のϩーυϚο
ϓはɺʮڭһʹͳΔʯʮอҭऀʹͳΔʯͱ͍͏ඪୡ·Ͱの
ಓのΓΛࣔͨ͠のͰ͢ɻ͞Βʹɺڭҭֶ෦͜Ͳڭҭֶ
ՊのσィϓϩϚɾϙϦγーͱࢦಋのؔΛࣔ͢ཏ൫Ͱ͋Γɺ
ʮఇṂࢁεテοϓࣜαϙーτʯの֓ཁࣔ͞Ε͍ͯ·͢ɻ
ɹ͜ͲڭҭֶՊͰはɺڭ৬ࢧԉηンλーͱ࿈͠ܞͳ͕Βɺ
νームͱ͠ ֶͯੜのඪୡΛαϙーτ͠ ͍͖ͯ·͢ɻ

を目指ͨ͢ΊͷϩʔυϚοϓ࢜һ・อҭڭ

ɹॻ͘͜ ͱは͑ߟΔ͜ͱɻࠓのࣗΛ͔ͬ͠ΓͭݟΊɺΤϐιーυΛ
ͱʹࣗのߟ Λ͑໌֬ʹͯ͠ ൃ৴͢Δ͜ͱはɺࣗΒ͑ߟஅ͠ߦಈ
͢Δྗのج൫ͱͳΓ·͢ɻڭҭֶ෦Ͱはɺશֶ年ʹରͯ͠ 演शٴͼ
ゼミφーϧのतۀʹ͓͍ͯɺ
ʮ৽年度͕ελーτɻ৽ͨ
ͳग़ൃʹ·ͭΘΔΤϐιー
υ͍ࢥΛॻ͘ʯ·ͨは
ʮ৽ฉࣄهΛಡΜͰͨ͑ߟ
͜ͱΛॻ͘ʯΛテーϚʹ৽
ฉॻϓϩδΣΫτΛ࣮ࢪ
ͯ͠ ͍·͢ɻ

ɹখֶ̏ߍ年ੜ͔Β֎͕ޠࠃඞਢͱͳΓɺڭһʹはӳޠの
Λֶͼૅجのޠҭֶ෦ͰはɺӳڭΊΒΕ͍ͯ·͢ɻٻ͕ྗ
ͳ͕Βɺӳ֨ࢿݕऔಘΛΊ͟ ʮ͢ӳ্ྗޠ講࠲ʯΛ࣮ࢪɻ
ɹʲ受ߨதの新ೖੜのʳ
˔ ઌੜஸೡʹָ͘͠ तͯ͠ۀ ͩ͘͞ΔのͰָ͘͠ ֶͿ͜ͱ͕Ͱ
͖͍ͯ·͢ɻ

˔ গਓतۀͳのͰΘ͔Βͳ͍࣌ܰؾʹฉ͖͍͢ڥͰ͢ɻ
˔ 子Ͳの͓खຊʹͳΓɺ͑ڭΔཱʹͳͬͨͱ͖ʹͲ͏͑ڭΕ
Α͍͔ؤͭͭ͑ߟுͬͯ ͍͜͏ ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ӳڭޠҭ

อҭॴɾ༮ஓԂͰのܗ
༡ͼɺখֶߍのਤը
ରԠɻֆըʹۀのत࡞
ூ઼ͳͲ͞·͟·ͳܗ
ʹऔΓΊΔઐ༻ࣨڭͰ
͢ɻࣗΒのදྗݱΛҭͯ
ͳ͕Βɺ子Ͳͨͪのײ
ੑΛߴΊΔํ๏ʹ͍ͭͯ
ֶͼ·͢ɻ

ʮ子ࣨڭʯʮ͜Ͳֶ講
ʯͳͲʯʮͭͲ͍の࠲
ଟ࠼ͳ子ҭͯࢧԉۀࣄΛ
ల։ɻૅج演शϘϥン
ティΞͰֶੜ͕ར༻͢Δ
͜ͱଟ͘ɺอऀޢ子
Ͳͨͪͱ͔͔ΘΓͳ͕
Βɺίミϡχέーγϣン
ྗΛ͍͑ͯ ·͢ɻ

อҭ࢜ΛΊ͟͢͏͑ Ͱɺೕ
อҭのεΩϧは͔ܽͤࣇ
·ͤΜɻֶ ʹはɺೕࣇ
อҭͰඞཁͳᄡೕɺഉᔔɺ
ᔓཋ（ೖཋ）ͳͲのํ๏Λɺ
࣮ફΛ௨ֶͯ͡Ϳ࣮शࣨ
උɻσϦέーτͳ子
Ͳの݈߁ΛकΓɺߴΊ
Δٕज़Λशಘ͠·͢ɻ

˙ ӳ࠲ߨ্ྗޠελʔτ

˙ ͕رͷऔಘ֨ࢿ̏
����ˋ

৽ฉॻϓϩδΣΫτ

ϓϩάϥϛϯάڭҭೖ ৽ೖੜアϯέʔτ ֶͼͷڥ

ɹ子Ͳ͕ӳޠΛޠࠃのΑ͏ʹʹ͚ͭΒΕΔڭत๏ɺ
5P3（ମΛಈ͔͠ͳ͕ΒӳޠΛֶͿ）ΛɺӳڭޠҭֶΛઐ
ͱ͢ΔֶՊڭһ͔Βͬ͘͡ Γֶͼɺখதଓの؍͔Β
࣮ફతͳӳڭޠҭ๏Λʹ͚ͭ·͢ɻ

˙ ɹ「ࢠͲָ͕しֶ͘るӳޠतۀ」を
ઐڭһ͕指ಋʂ

のਓ͚ͩͰͳ͘ɺݟΒ͵ਓのʹཹ·ͬͯ ͍Δの͔ͳͱ
ࢥ ͱ͏͕Ҿ͖క·Δ͍ࢥʹͳΓɺΑΓҰࣗのൃݴݴ༿ݣ
Λ͚͍ͭͯ͜͏ؾʹ͍ ͱ͍ࢥ·ͨ͠ɻࣈ׆Λ௨ͯ͠ ࣗの͍ࢥΛ
ൃ৴͢Δͱ͍͏ɺوॏͳ͕ݧܦͰ͖ͯྑ͔ͬͨͰ͢ɻ

ಡച新ฉ「ྲྀؾɹ6�2�」にॻが͞ࡌܝΕた
新ೖੜの大௩ྙ͞Μʜ

ࣨܗ

ԉηンλーࢧҭてࢠ ɾ࣮ݧ࣮ शࣨ

Իָ ɾࣨϐアϊݸਓϨッスンࣨ

ΐͪ͏ ͦ

খ学ߍ教་ ����ˋ
༮ஓԂ教་ ����ˋ
อ育࢜ ����ˋ
̏ͭの資֨ 92��ˋ

औಘرの֨ࢿ໔ڐ

খ学ߍ ����ˋ
༮ஓԂ ����ˋ
อ育所 ����ˋ

����ˋ
���ˋ

ೝఆ͜ͲԂ
ઃɾͦのଞࢪ

ਐ࿏（ෳճ）ر

（教育学部こども教育学科の新入生）

２̌ ̍̕ 年݄̐、帝塚山大学に
教ҭ学部͜ど教ҭ学科が։ઃʂಛू
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ଔ業࣌アンέートௐࠪ֓ཁ શ学部・શ学科のଔ業生をର。平成31年3月2�日に行われたଔ業ࣜの学Ґه授与ձにおいて、
調査༻ࢴを・回ऩ。回者ɿ�41人、ଔ業ࣜग़੮者にお͚る回ɿ97�4ˋ。

卒業࣌Ξϯέʔτௐ͔ࠪΒΈΔ
ఇṂࢁେֶ生ͷֶͼͱ

Research

˞� *3ͱ*OTUJUVUJPOBM 3FTFBSDI
ʢΠϯεςΟνϡʔγϣφϧɾ
ϦαʔνʣͷུশͰɺେֶͷ
ͳͲʹؔ͢Δใڀݚҭɾڭ
ͷऩूɾੳΛ௨ͯ͠ɺେֶ
ͷܦӦʹؔ͢Δҙܾࢥఆɺ
ఆࡦըܭҭͷվળͷͨΊͷڭ
ͳͲͷࢧԉΛ͜͏ߦͱΛ͠ࢦ
·͢ɻ

ɹఇṂࢁେֶͰɺೖֶ͔Β卒業·Ͱͷେֶ生̐׆ؒΛ௨ͯ͠ɺֶ生Λରͱ֤ͨ͠छΞϯέʔτΛఆظత
ճͷ*3�3&1035ࠓԉͷվળʹ生͔͘͢*3˞�ʹऔΓΜͰ͍·͢ɻࢧಈɾֶ生׆ҭڭɺͦͷ݁ՌΛ͠ࢪ࣮ʹ
Ͱɺฏ��ʢ����ʣ݄̏ʹ卒業ֶͨ͠生Λରʹ࣮ͨ͠ࢪΞϯέʔτͷத͔ΒɺେֶͷֶͼͰʹ͍ͭͨྗɾ
ࣝେֶͷຬʹؔ͢Δௐࠪ݁ՌΛใ͠ࠂ·͢ɻ·ͨɺ͜ΕΒͷ݁Ռ͔Β͖ͨͯ͑ݟ՝ʹର͢Δɺ
ຊֶͷڭҭ׆ಈ͓Αͼֶ生ࢧԉͷॆ࣮ɾվળʹΉ͚ͨऔʹ͍ͭͯ͝紹介͠·͢ɻ

Key Word ̏ͭͷϙリシʔͱʁ

Θ͔Βͳ͍ɾ
ແ回

ຬͨ͠
����ˋ

ຬͨ͠
�1�6ˋ

·ͬͨ͘ຬ͍ͯ͠ͳ͍
1��ˋ

͋·Γ
ຬ͍ͯ͠ͳ͍

10�1ˋ

)��
)��

90�0ˋ
���ˋ 1���ˋ ����ˋ ����ˋ 4���ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ ����ˋ 1����ˋ

88�9ˋ

87�2ˋ

8���ˋ

8��0ˋ

82��ˋ

79�6ˋ

76�8ˋ

6��0ˋ

�9�0ˋ

)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��
)��

 ௌ ྗ

ن  ੑ

ओ ମ ੑ

࣮ 行 ྗ

՝発ྗݟ

ઐతࣝ

ܭ ը ྗ

発 ৴ ྗ

*5スΩル

外 ࠃ ޠ

に͍ͭた に͍ͭた

)��ɿ��1�年�݄ଔۀੜɺ�)��ɿ��1�年�݄ଔۀੜ

3 Policies

͍ͯͬͯ͢Δ
���ˋ

෦తʹ
͍ͬͯΔ
�8�2ˋ

ฉ͍ͨ͜ͱ͕
͋Δ

�1�0ˋ

Βͳ͍
21�8ˋ

ແ回

（ਤ 1）

˕ ఇṂࢁେֶͷఆΊΔਓࡐཆత͓Αͼ̏ͭͷϙϦγʔେֶϗʔϜϖʔδΑΓ͝ཡ͍͚ͨͩ·͢ɻ

ॴଐ学科のਓࡐཆ成的͓よͼ
˔ディプϩϚɾϙϦγー（ଔۀೝఆɾ学Ґत༩のํ）
˔ΧϦΩュラムɾϙϦγー（ڭҭ՝ఔฤɾ࣮ࢪのํ）
˔アυミッγϣンɾϙϦγー（ೖ学ऀडೖΕのํ）
Λ͍ͬͯ·͔͢ʁ

2�

大学は̏ͭのϙϦγーをࡦఆɾ公දすΔ͜と͕͚ٛͮΒΕています。
֤大学は、ͦΕͧΕのڭҭཧ೦を౿ま͑て̏ͭのϙϦγーをࡦఆし、
ͦΕΒʹ͖ͮج大学ڭҭの「ೖޱ」͔ Β「出ޱ」までのॾ活ಈを一؏
しͨのとして、ޮՌతな࣮ࢪʹऔりΉととʹ、学生ɾอऀޢ
のステークスϗルμーʹपすΔ͜ととしています。

σΟϓϩϚ・ϙリシʔʤ%1ʥ（ଔۀೝఆɾ学Ґत༩のํ）
大学、学部・学科等の教育理೦にͮجき、Ͳのような力をにつ͚
た者にଔ業をೝఆし、学Ґを授与するのかをఆめるج本的な方で
あり、学生の学म成Ռのඪともなるもの。

カリキϡϥϜ・ϙリシʔʤ$1ʥ（教育՝ఔฤɾ࣮ࢪのํ）
σィプϩϚ・ϙリシーのୡ成のために、Ͳのような教育՝ఔをฤ成し、
Ͳのような教育内༰・方法を࣮ࢪし、学म成ՌをͲのように評価す
るのかをఆめるج本的な方。

アυϛοシϣϯ・ϙリシʔʤ"1ʥ（ೖ学ऀडೖΕのํ）
大学、学部・学科等の教育理೦、σィプϩϚ・ϙリシー、カリキϡラム・
ϙリシーにͮجく教育内༰等を౿まえ、Ͳのようにೖ学者を受͚ೖ
れるかをఆめるج本的な方であり、受͚ೖれる学生にٻめる学श
成Ռ（「学力の̏ཁૉ」˞についてͲのような成Ռをٻめるか）をࣔ
すもの。

ʪࢿߟࢀྉʫதԝڭҭ৹ٞձେֶՊձେֶڭҭ෦ձʮh ଔۀೝఆɾֶҐत༩ͷ
ํ ʢɦσΟϓϩϚɾϙϦγʔʣɺh ͷํࢪҭ՝ఔฤɾ࣮ڭ ʢɦΧϦΩϡϥϜɾ
ϙϦγʔʣٴͼh ೖֶऀडೖΕͷํ ʢɦΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʣͷࡦఆٴ
ͼӡ༻ʹؔ͢ΔΨΠυϥΠϯʯʢฏ���݄ʣ

ఇṂࢁେֶྺ࢙ ʢؗಸྑɾ౦ੜۨΩϟϯύεʣ

ೝにಧ͔ͣɻࣗڭߍҭͷ͞らͳるॆ࣮͕ඞཁɻ
　所属学科の人材養成目的および３つのポリシー（Key Word参照）につ
いて、「すべて知っている」「部分的に知っている」と回答した割合は卒業
生全体の半分に届きませんでした（図１）。
　帝塚山大学は、「社会に有為な人材を育成する」との帝塚山学園の建学
の精神のもと、「広い国際的視野の上に、日本人としての深い自覚と高い
識見を持ち、社会の要請に応え得る教養と創造力を備えた人材を育成す
る」ことを大学の理念・目的として定めています。各学部・学科では、こ
れらの理念・目的を踏まえた人材養成目的および３つのポリシーを策定
し、教育活動を展開しています。学生は、所属する学科の人材養成目的、
３つのポリシーを十分に理解し、それらを意識して個々の学修活動に取
り組むことで、学問に主体的に向き合い、より高い学修成果を得ること
が可能となります。
　今回のアンケート結果から、３つのポリシー等について学生への周知
がまだまだ十分とは言えず、今後さらなる理解促進を図っていく必要が
あることがわかりました。これに関連して、帝塚山大学では、大学の理
念や歴史を学生に伝え、帝塚山大学生としてのアイデンティティを育む

「自校教育」に力を入れることにしています。奈良・東生駒キャンパスに、
大学の歴史をまとめたパネルや大学創設時の資料等を展示する「帝塚山大
学歴史館」を設置し、誰もが自由に見学可能としているほか、大学行事や
授業の中で自校教育の機会を設けるなど、本学の理念・目的を伝える取
組を幅広く推進しています。

˙ ਓࡐཆ成的ɾ̏ͭのϙϦγーのೝ度

（ਤ �）

ϓϩδΣΫτֶܕशͷҰͰখֶੜʹϓϩάϥϛϯάΛ͑ڭΔֶੜʢӈʣ

教ࣨで੮にٛߨͯͬ࠲Λฉ
くҎ֎のओମ的にߦಈ͢る
授業（άルーϓ౼、発ද、
ϓϨθンテーγϣン、ϓϩδ
Σクτ）͋り·した͔ʁ

·たɺͦの授業ɺ教ࣨ
で੮にٛߨͯͬ࠲Λฉく
のとൺͯޮՌが͋り
·した͔ʁ

2�
本ֶͷڭҭऔに͍ͭてׂ̕Ҏ্ 「͕ޮՌత」ͱճɻ
　ほとんどの卒業生が、教室で席に座って講義を聞く授業以外の主体的に行
動する授業を経験していました（図２）。また、経験した学生の９割以上が、
その授業は座学と比べて「効果的」だったと回答しています（図３）。
　本学は「実学の帝塚山大学」をスローガンに掲げ、プロジェクト型学習等、
主体的・対話的で深い学びを促す
アクティブ・ラーニングの手法を
用いた教育を重視し、積極的に取
り組んでいます。学生たちは、地
域社会において行政・企業・地域
の方々とともに実社会の課題解決
に取り組むプロジェクト型学習等
を通じて、「生きた知識」を身につ
けています。

˙ ओମ的授業のݧܦ

̐年ؒの学ͼでҎԼの「ྗ」「ࣝ」がに͖ͭ·した͔ʁ

2�
ੑɺओମੑ্͕Ґにɻنௌྗɺ
　４年間の学びでどのくらい身についたかを尋ねた「力」「知識」
のすべてにおいて、「身についた」「やや身についた」の合計割合
が昨年調査よりも上昇しています。一方で、身についたと回答
した割合が最も低い「外国語」は４割弱と、依然、過半数に届い
ていないのが現状です（図４）。
　このことについて、本学では、国際化が進む社会で求められ
るグローバルなコミュニケーション能力を身につけられるよう、
学内にいながらにしてネイティブスピーカーから生きた英語を
学ぶことのできる「English Lounge（イングリッシュ・ラウンジ）」
をベルリッツと連携して開講するなど、学生の英会話能力向上
に向けた各種取組を実施して
います。

˙ ̐年ؒの学ͼでに͍ͭたྗɾࣝ

帝⃦山大学に
ຬし·した͔ʁ

2�
ׂۙ̕͘ 「͕ຬ」ͱճɻޙࠓܧଓしてຬ্に͚ͨऔをɻ　
　９割近くの卒業生が帝塚山大学に「満足した」「やや満足した」と回答しました（図５）。その理由
を尋ねる自由記述では、友人・仲間や教員との距離の近さに充実感を得ている様子がうかがえます。
受験情報会社である「大学通信」社が刊行する大学ランキングブック※2において、本学は「面倒見
の良い大学」として、２年連続、近畿圏の国公私立大学の中でトップ10に入っています。４年間の
大学生活の総合評価ともいえる大学への満足度について、「満足した」と答える卒業生をさらに増
やしていけるよう、今後も様々な側面から教育および学生支援の改善・充実に取り組んでいきます。
　なお本学では、学校法人帝塚山学園第４次中期計画に大学の重点目標として「実学教育の実現と
地域・社会のニーズに対応した人材の育成」を掲げ、その実現のために「帝塚山大学のビジョン」
を定め、変化する時代に選ばれ続ける大学をめざしています。
※2 大学通信「大学探しランキングブック2018」「大学探しランキングブック2019」

˙ 帝塚山大学のຬ度
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コϛϡχέʔシϣϯͷͨΊͷӳޠक़（#FSMJU[�&OHMJTI�-PVOHF）
ӳޠ教育ʹ���Ҏ上の歴史をͭ࣋ϕϧϦッπから͞ݣΕͨࢣߨのࢦಋのͱɺʮӳޠをޠࠃͱしな͍ਓのӳޠ教育๏ʯ
でੈքਫ४の学ͼをఏڙ。ӳྗޠ上をࢦす学ੜのͨΊʹɺ྆Ωϟϯύスでશ学ՊରのΦーϓϯΫϥスをઃ͚͍ͯます。
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ଔ業࣌アンέートௐࠪ֓ཁ શ学部・શ学科のଔ業生をର。平成31年3月2�日に行われたଔ業ࣜの学Ґه授与ձにおいて、
調査༻ࢴを・回ऩ。回者ɿ�41人、ଔ業ࣜग़੮者にお͚る回ɿ97�4ˋ。

卒業࣌Ξϯέʔτௐ͔ࠪΒΈΔ
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ॴଐ学科のਓࡐཆ成的͓よͼ
˔ディプϩϚɾϙϦγー（ଔۀೝఆɾ学Ґत༩のํ）
˔ΧϦΩュラムɾϙϦγー（ڭҭ՝ఔฤɾ࣮ࢪのํ）
˔アυミッγϣンɾϙϦγー（ೖ学ऀडೖΕのํ）
Λ͍ͬͯ·͔͢ʁ

2�

大学は̏ͭのϙϦγーをࡦఆɾ公දすΔ͜と͕͚ٛͮΒΕています。
֤大学は、ͦΕͧΕのڭҭཧ೦を౿ま͑て̏ͭのϙϦγーをࡦఆし、
ͦΕΒʹ͖ͮج大学ڭҭの「ೖޱ」͔ Β「出ޱ」までのॾ活ಈを一؏
しͨのとして、ޮՌతな࣮ࢪʹऔりΉととʹ、学生ɾอऀޢ
のステークスϗルμーʹपすΔ͜ととしています。

σΟϓϩϚ・ϙリシʔʤ%1ʥ（ଔۀೝఆɾ学Ґत༩のํ）
大学、学部・学科等の教育理೦にͮجき、Ͳのような力をにつ͚
た者にଔ業をೝఆし、学Ґを授与するのかをఆめるج本的な方で
あり、学生の学म成Ռのඪともなるもの。

カリキϡϥϜ・ϙリシʔʤ$1ʥ（教育՝ఔฤɾ࣮ࢪのํ）
σィプϩϚ・ϙリシーのୡ成のために、Ͳのような教育՝ఔをฤ成し、
Ͳのような教育内༰・方法を࣮ࢪし、学म成ՌをͲのように評価す
るのかをఆめるج本的な方。

アυϛοシϣϯ・ϙリシʔʤ"1ʥ（ೖ学ऀडೖΕのํ）
大学、学部・学科等の教育理೦、σィプϩϚ・ϙリシー、カリキϡラム・
ϙリシーにͮجく教育内༰等を౿まえ、Ͳのようにೖ学者を受͚ೖ
れるかをఆめるج本的な方であり、受͚ೖれる学生にٻめる学श
成Ռ（「学力の̏ཁૉ」˞についてͲのような成Ռをٻめるか）をࣔ
すもの。

ʪࢿߟࢀྉʫதԝڭҭ৹ٞձେֶՊձେֶڭҭ෦ձʮh ଔۀೝఆɾֶҐत༩ͷ
ํ ʢɦσΟϓϩϚɾϙϦγʔʣɺh ͷํࢪҭ՝ఔฤɾ࣮ڭ ʢɦΧϦΩϡϥϜɾ
ϙϦγʔʣٴͼh ೖֶऀडೖΕͷํ ʢɦΞυϛογϣϯɾϙϦγʔʣͷࡦఆٴ
ͼӡ༻ʹؔ͢ΔΨΠυϥΠϯʯʢฏ���݄ʣ

σΟϓϩϚ・ϙリシʔʤ%1ʥ（ଔۀೝఆɾ学Ґत༩のํ）

アυϛοシϣϯ・ϙリシʔʤ"1ʥ（ೖ学ऀडೖΕのํ）

カリキϡϥϜ・ϙリシʔʤ$1ʥ（教育՝ఔฤɾ࣮ࢪのํ）

ఇṂࢁେֶྺ࢙ ʢؗಸྑɾ౦ੜۨΩϟϯύεʣ

ೝにಧ͔ͣɻࣗڭߍҭͷ͞らͳるॆ࣮͕ඞཁɻ
　所属学科の人材養成目的および３つのポリシー（Key Word参照）につ
いて、「すべて知っている」「部分的に知っている」と回答した割合は卒業
生全体の半分に届きませんでした（図１）。
　帝塚山大学は、「社会に有為な人材を育成する」との帝塚山学園の建学
の精神のもと、「広い国際的視野の上に、日本人としての深い自覚と高い
識見を持ち、社会の要請に応え得る教養と創造力を備えた人材を育成す
る」ことを大学の理念・目的として定めています。各学部・学科では、こ
れらの理念・目的を踏まえた人材養成目的および３つのポリシーを策定
し、教育活動を展開しています。学生は、所属する学科の人材養成目的、
３つのポリシーを十分に理解し、それらを意識して個々の学修活動に取
り組むことで、学問に主体的に向き合い、より高い学修成果を得ること
が可能となります。
　今回のアンケート結果から、３つのポリシー等について学生への周知
がまだまだ十分とは言えず、今後さらなる理解促進を図っていく必要が
あることがわかりました。これに関連して、帝塚山大学では、大学の理
念や歴史を学生に伝え、帝塚山大学生としてのアイデンティティを育む

「自校教育」に力を入れることにしています。奈良・東生駒キャンパスに、
大学の歴史をまとめたパネルや大学創設時の資料等を展示する「帝塚山大
学歴史館」を設置し、誰もが自由に見学可能としているほか、大学行事や
授業の中で自校教育の機会を設けるなど、本学の理念・目的を伝える取
組を幅広く推進しています。

˙ ਓࡐཆ成的ɾ̏ͭのϙϦγーのೝ度
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·たɺͦの授業ɺ教ࣨ
で੮にٛߨͯͬ࠲Λฉく
のとൺͯޮՌが͋り
·した͔ʁ

2�
本ֶͷڭҭऔに͍ͭてׂ̕Ҏ্ 「͕ޮՌత」ͱճɻ
　ほとんどの卒業生が、教室で席に座って講義を聞く授業以外の主体的に行
動する授業を経験していました（図２）。また、経験した学生の９割以上が、
その授業は座学と比べて「効果的」だったと回答しています（図３）。
　本学は「実学の帝塚山大学」をスローガンに掲げ、プロジェクト型学習等、
主体的・対話的で深い学びを促す
アクティブ・ラーニングの手法を
用いた教育を重視し、積極的に取
り組んでいます。学生たちは、地
域社会において行政・企業・地域
の方々とともに実社会の課題解決
に取り組むプロジェクト型学習等
を通じて、「生きた知識」を身につ
けています。

˙ ओମ的授業のݧܦ

̐年ؒの学ͼでҎԼの「ྗ」「ࣝ」がに͖ͭ·した͔ʁ

2�
ੑɺओମੑ্͕Ґにɻنௌྗɺ
　４年間の学びでどのくらい身についたかを尋ねた「力」「知識」
のすべてにおいて、「身についた」「やや身についた」の合計割合
が昨年調査よりも上昇しています。一方で、身についたと回答
した割合が最も低い「外国語」は４割弱と、依然、過半数に届い
ていないのが現状です（図４）。
　このことについて、本学では、国際化が進む社会で求められ
るグローバルなコミュニケーション能力を身につけられるよう、
学内にいながらにしてネイティブスピーカーから生きた英語を
学ぶことのできる「English Lounge（イングリッシュ・ラウンジ）」
をベルリッツと連携して開講するなど、学生の英会話能力向上
に向けた各種取組を実施して
います。

˙ ̐年ؒの学ͼでに͍ͭたྗɾࣝ

帝⃦山大学に
ຬし·した͔ʁ

2�
ׂۙ̕͘ 「͕ຬ」ͱճɻޙࠓܧଓしてຬ্に͚ͨऔをɻ　
　９割近くの卒業生が帝塚山大学に「満足した」「やや満足した」と回答しました（図５）。その理由
を尋ねる自由記述では、友人・仲間や教員との距離の近さに充実感を得ている様子がうかがえます。
受験情報会社である「大学通信」社が刊行する大学ランキングブック※2において、本学は「面倒見
の良い大学」として、２年連続、近畿圏の国公私立大学の中でトップ10に入っています。４年間の
大学生活の総合評価ともいえる大学への満足度について、「満足した」と答える卒業生をさらに増
やしていけるよう、今後も様々な側面から教育および学生支援の改善・充実に取り組んでいきます。
　なお本学では、学校法人帝塚山学園第４次中期計画に大学の重点目標として「実学教育の実現と
地域・社会のニーズに対応した人材の育成」を掲げ、その実現のために「帝塚山大学のビジョン」
を定め、変化する時代に選ばれ続ける大学をめざしています。
※2 大学通信「大学探しランキングブック2018」「大学探しランキングブック2019」
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コϛϡχέʔシϣϯͷͨΊͷӳޠक़（#FSMJU[�&OHMJTI�-PVOHF）
ӳޠ教育ʹ���Ҏ上の歴史をͭ࣋ϕϧϦッπから͞ݣΕͨࢣߨのࢦಋのͱɺʮӳޠをޠࠃͱしな͍ਓのӳޠ教育๏ʯ
でੈքਫ४の学ͼをఏڙ。ӳྗޠ上をࢦす学ੜのͨΊʹɺ྆Ωϟϯύスでશ学ՊରのΦーϓϯΫϥスをઃ͚͍ͯます。
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ʂ࠵展Λ։ܗॅډ

　５月14日(火)から20日(月)まで、14号館１階学生ホールで、本学科のプロ
ダクトデザイン／ビジュアルデザインの2019年前期学生作品展が開催されま
した。プロダクトデザインの分野からは、スプーンや傘の柄、椅子など、ま
たビジュアルデザインの分野からは、ポスターや商品パッケージなど、学生
たちの力作が並びま
した。通常は授業内
でしか見ることので
きないユニークな展
示の数々に、学内・
学外から多くの方が
お越しくださり、作
品展は大盛況のうち
に終了しました。

ʦఇ⃦ࢁେֶେֶӃΑΓʧ

2019 April - July

CAMPUS REPORT

大学ੜεϙーπબखにର͢るӫཆαϙートΛ࣮ࢪ

　４月30日（火･祝）、木村ゼミではインカレ上位をめざしている関西有力私
立大学バレーボール部を対象として栄養サポートを実施しました。あらかじ
め行ったアンケート調査から選手の食に対する問題点を抽出し、それを解決
するために、基本的な栄養計画、コンビニを活用した試合日の朝食の提案
とケガの予防の食事、リカバリー食について全体講義を行いました。競技力
向上のために実践可能な情報を提供することができ、好評でした。

最新ө૾ٕज़により町ฒみΛະདྷに͑る

　牟田口章人教授のゼミでは、最新映像技術を駆使することで、奈良県下
の古い文化財を記録する研究活動を行っています。橿原市の今井町には、
安土桃山時代の町割りと、江戸時代から続く民家が500軒以上も残ってい
ます。ゼミ生たちは
３年生になると今井
町を訪れ、町並みの
すべてを立体映像ビ
デオなどで収録して
デ ー タベ ース化し、
貴重な町並み、重要
文化財の建物やその
室内を映像として未
来に伝えるプロジェク
トに取り組んでいま
す。

和Վ山ܯݝによるग़ுܕΠンλーンγップ։࠵ʂ

　法学部では、春休みに和歌山県警察による出張型インターンシップを行い
ました。採用試験や業務内容についての説明が行われたあと、指紋採取な
どの鑑識体験や逮捕術の体験がありました。警察装備品も展示され、実際
に制服を身につけた
り、手錠や警棒など
を手にすることもでき
ました。現職警察官
による個別相談会も
行われ、採用試験対
策や職務の辛さ、や
りがいなど、学生か
ら出る様々な質問に
も１つずつ丁寧にお
答えいただきました。

๏学෦�๏学Պ
lのͼのͼΫラεzΛ։࠵ʂ

　心理科学研究科では、月に２回程度 “のびのびクラス” を開催して
います。のびのびクラスとは、友人との関わりや、集団の中での行動
に苦手さのある小学生とその保護者を対象としたグループ活動で、
2006年から実施しています。子どもの発達の促進や社会性の向上を
目的として、「子どもグループ」と「保護者グループ」を行っており、大
学院 生も、公認
心理師養成の実
習の 一 環として、
集団活動におけ
る子どもとの関わ
り方や支援の仕
方、保 護 者への
相 談について学
んでいます。

৺ཧՊ学ڀݚՊ�৺ཧՊ学ઐ߈
大学Ӄੜがڷࡾ町との࠵ڞ展ࣔΛ࣮ࢪʂ

　博士前期課程の能勢麻由佳さん（考古学ゼミ）による企画展示
「ねぇ、平隆寺って知ってる？―瓦でみる古代三郷の歴史―」が、三
郷町文化センターで開催されました。三郷町の古代寺院・平隆寺には、
中宮寺や法隆寺と同じ瓦が用いられていたことがわかっています。能
勢さんは、本学所蔵の平隆寺の瓦を展示するとともに、瓦の歴史にお
ける三郷町の位
置づけや聖徳太
子とのかかわりな
どを解説しました。
大学院 生たちは、
日々の研究成 果
を広く社会に発信
していくことにも
力を入れています。

ਓจՊ学ڀݚՊ

߹॓ΦϦエンςーγϣンΛ࣮ࢪʂ

　心理学部では、毎年４月初めに新入生を対象に合宿オリエンテーションを
実施しています。このオリエンテーションは、①大学という環境を知る、②不
安を和らげる、③学び方を知る、④疑問を解決することをねらいとしていま
す。新入生のみなさんは、初めは緊張した様子でしたが、アイスブレーキン
グや先生たちとの交流を通して、次第に打ち解け、さまざまな人たちとふれ
あうことができ、有意義な時間を過ごすことができました。

৺ཧ学෦�৺ཧ学Պ

จ学෦�จԽ学Պ

本の大学で།ҰʂϦアϧϚωーΛͯͬ
によるۚ༥Ϧςラγー教ҭの࣮ફܞ学࿈࢈

　帝塚山大学は金融リテラシー教育を実施するため、ネット証券最大手の
SBI社（リクイディティ・マーケット株式会社と SBI FXトレード株式会社）と
連携協定を締結しました。経済経営学部の「経済学と金融教育」の授業では、
SBI社より担当者が出講
して授業を行い、また
本学のeラーニングシス
テムを使って東京より学
生の遠隔支援をしていた
だいています。学生は
SBI社が提供するアカデ
ミック口座の現金を使っ
てFX取引を行い、リス
ク管理や為替市場の仕
組みを実体験しています。

Ӧ学෦ܦࡁܦ デβΠン学Պۭؒॅډ�生活学෦ݱ 生活学෦�৯ӫཆ学Պݱ

ʂ࠵ձΛ։ࠂઃ࣮शใࢪ

ҭ学Պڭҭ学෦�͜どڭ

C
LOSE UP

　昨年度に施設実習Ａを終えた４年生が、今年度に実習を実施する
予定の３年生に対して、実習内容や実習で学んだことなどを伝えるた
めの報告会を開きました。４年生は実習での学びを整理して省察し、
自分たちの体験を一生懸命伝えていました。報告を聞いた３年生か
らは「個々に合った対応や支援の大切さに気づくことができた」「コミュ
ニケーションは言葉だけではないということを知った」などの声が聞か
れ、施設実習に向けて非常に意義がある報告会になったようでした。

本学ॴଂݹ文ॻのௐࠪに取り組Μで͍·͢

จ学෦�日本จԽ学Պ

C
LOSE UP

　帝塚山大学は、大和国にかかわる鎌倉時代から江戸時代にかけての古文書を所蔵しており、
日々の研究活動や学生教育に活用しています。古文書実習の授業では、学生たちが実際に古文
書の原本に触れながら、くずし字を読み解き、古文書調査の方法や地域の歴史を実践的に学び
ます。実習での調査の成果は、古文書や古典籍に関心を持つ学生が参加する「古文書・古典
籍プログラム」と連動させながら、本学附属博物館での展示などを通じて紹介していく予定です。
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ʂ࠵展Λ։ܗॅډ
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ダクトデザイン／ビジュアルデザインの2019年前期学生作品展が開催されま
した。プロダクトデザインの分野からは、スプーンや傘の柄、椅子など、ま
たビジュアルデザインの分野からは、ポスターや商品パッケージなど、学生
たちの力作が並びま
した。通常は授業内
でしか見ることので
きないユニークな展
示の数々に、学内・
学外から多くの方が
お越しくださり、作
品展は大盛況のうち
に終了しました。

ʦఇ⃦ࢁେֶେֶӃΑΓʧ

2019 April - July

CAMPUS REPORT

大学ੜεϙーπબखにର͢るӫཆαϙートΛ࣮ࢪ

　４月30日（火･祝）、木村ゼミではインカレ上位をめざしている関西有力私
立大学バレーボール部を対象として栄養サポートを実施しました。あらかじ
め行ったアンケート調査から選手の食に対する問題点を抽出し、それを解決
するために、基本的な栄養計画、コンビニを活用した試合日の朝食の提案
とケガの予防の食事、リカバリー食について全体講義を行いました。競技力
向上のために実践可能な情報を提供することができ、好評でした。

最新ө૾ٕज़により町ฒみΛະདྷに͑る

　牟田口章人教授のゼミでは、最新映像技術を駆使することで、奈良県下
の古い文化財を記録する研究活動を行っています。橿原市の今井町には、
安土桃山時代の町割りと、江戸時代から続く民家が500軒以上も残ってい
ます。ゼミ生たちは
３年生になると今井
町を訪れ、町並みの
すべてを立体映像ビ
デオなどで収録して
デ ー タベ ース化し、
貴重な町並み、重要
文化財の建物やその
室内を映像として未
来に伝えるプロジェク
トに取り組んでいま
す。

和Վ山ܯݝによるग़ுܕΠンλーンγップ։࠵ʂ

　法学部では、春休みに和歌山県警察による出張型インターンシップを行い
ました。採用試験や業務内容についての説明が行われたあと、指紋採取な
どの鑑識体験や逮捕術の体験がありました。警察装備品も展示され、実際
に制服を身につけた
り、手錠や警棒など
を手にすることもでき
ました。現職警察官
による個別相談会も
行われ、採用試験対
策や職務の辛さ、や
りがいなど、学生か
ら出る様々な質問に
も１つずつ丁寧にお
答えいただきました。

๏学෦�๏学Պ
lのͼのͼΫラεzΛ։࠵ʂ

　心理科学研究科では、月に２回程度 “のびのびクラス” を開催して
います。のびのびクラスとは、友人との関わりや、集団の中での行動
に苦手さのある小学生とその保護者を対象としたグループ活動で、
2006年から実施しています。子どもの発達の促進や社会性の向上を
目的として、「子どもグループ」と「保護者グループ」を行っており、大
学院 生も、公認
心理師養成の実
習の 一 環として、
集団活動におけ
る子どもとの関わ
り方や支援の仕
方、保 護 者への
相 談について学
んでいます。

৺ཧՊ学ڀݚՊ�৺ཧՊ学ઐ߈
大学Ӄੜがڷࡾ町との࠵ڞ展ࣔΛ࣮ࢪʂ

　博士前期課程の能勢麻由佳さん（考古学ゼミ）による企画展示
「ねぇ、平隆寺って知ってる？―瓦でみる古代三郷の歴史―」が、三
郷町文化センターで開催されました。三郷町の古代寺院・平隆寺には、
中宮寺や法隆寺と同じ瓦が用いられていたことがわかっています。能
勢さんは、本学所蔵の平隆寺の瓦を展示するとともに、瓦の歴史にお
ける三郷町の位
置づけや聖徳太
子とのかかわりな
どを解説しました。
大学院 生たちは、
日々の研究成 果
を広く社会に発信
していくことにも
力を入れています。

ਓจՊ学ڀݚՊ

߹॓ΦϦエンςーγϣンΛ࣮ࢪʂ

　心理学部では、毎年４月初めに新入生を対象に合宿オリエンテーションを
実施しています。このオリエンテーションは、①大学という環境を知る、②不
安を和らげる、③学び方を知る、④疑問を解決することをねらいとしていま
す。新入生のみなさんは、初めは緊張した様子でしたが、アイスブレーキン
グや先生たちとの交流を通して、次第に打ち解け、さまざまな人たちとふれ
あうことができ、有意義な時間を過ごすことができました。

৺ཧ学෦�৺ཧ学Պ

จ学෦�จԽ学Պ

本の大学で།ҰʂϦアϧϚωーΛͯͬ
によるۚ༥Ϧςラγー教ҭの࣮ફܞ学࿈࢈

　帝塚山大学は金融リテラシー教育を実施するため、ネット証券最大手の
SBI社（リクイディティ・マーケット株式会社と SBI FXトレード株式会社）と
連携協定を締結しました。経済経営学部の「経済学と金融教育」の授業では、
SBI社より担当者が出講
して授業を行い、また
本学のeラーニングシス
テムを使って東京より学
生の遠隔支援をしていた
だいています。学生は
SBI社が提供するアカデ
ミック口座の現金を使っ
てFX取引を行い、リス
ク管理や為替市場の仕
組みを実体験しています。

Ӧ学෦ܦࡁܦ デβΠン学Պۭؒॅډ�生活学෦ݱ 生活学෦�৯ӫཆ学Պݱ

ʂ࠵ձΛ։ࠂઃ࣮शใࢪ

ҭ学Պڭҭ学෦�͜どڭ

C
LOSE UP

　昨年度に施設実習Ａを終えた４年生が、今年度に実習を実施する
予定の３年生に対して、実習内容や実習で学んだことなどを伝えるた
めの報告会を開きました。４年生は実習での学びを整理して省察し、
自分たちの体験を一生懸命伝えていました。報告を聞いた３年生か
らは「個々に合った対応や支援の大切さに気づくことができた」「コミュ
ニケーションは言葉だけではないということを知った」などの声が聞か
れ、施設実習に向けて非常に意義がある報告会になったようでした。

本学ॴଂݹ文ॻのௐࠪに取り組Μで͍·͢

จ学෦�日本จԽ学Պ

C
LOSE UP

　帝塚山大学は、大和国にかかわる鎌倉時代から江戸時代にかけての古文書を所蔵しており、
日々の研究活動や学生教育に活用しています。古文書実習の授業では、学生たちが実際に古文
書の原本に触れながら、くずし字を読み解き、古文書調査の方法や地域の歴史を実践的に学び
ます。実習での調査の成果は、古文書や古典籍に関心を持つ学生が参加する「古文書・古典
籍プログラム」と連動させながら、本学附属博物館での展示などを通じて紹介していく予定です。
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͍·͢ɻ෦ͰのϥΠϒͰはࣗのٕज़の্Λ͠ࢦɺଞ大
ֶͱのަྲྀͰは͍ਓ຺Λ࡞Γɺଞ大ֶओ催のϥΠϒʹग़演͠
ͨΓ͠ ͍ͯ·͢ɻຊ年度ΑΓܰԻָ෦ɾ+";;ˍ#-6&4෦ͱ共ʹ
߹ಉϥΠϒΛ։催ͨ͠ΓͳͲ৽͍͠׆ಈੵۃతʹͯͬߦ ͍·͢ɻ
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11݄ ʹ虹色祭ɺホーム
カミングパーティーɺ݄̏ʹはଔࣜۀͳͲの様ʑͳֶࣄߦߍͰ演
ͯ͠ ͍·͢ɻ·ͨ֎෦ࣄߦ（昨年度ɹϖελɾΠンυωγΞϑΣ
ελ）ʹ 参Ճͯ͠ ͍·͢ɻීஈはຖि ŋ݄ਫŋۚŋ༵ʹ東ੜ
ۨΩϟンパεηミφーϧームʹͯ࿅शͯ͠ ͍·͢ɻԻָू͕͖
·ͬ ָ͍ͨ͠ΫϥϒͰ͢ɻগਓͰは͋Γ·͕͢ɺഭྗの͋ΔԻ
ָΛ͓ಧ͚Ͱ͖ΔΑ͏ ɺʑ࿅शʹྭΜͰ͍·͢ɻ
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ֳͯۚ寺ɺֳۜ寺ΛαΠΫϦング͠·͠ ͨɻ
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ͨ͠ΓɺΈΜͳྑ͍ͯͭ͘ʹ׆ੜߍはֶʹ࣌ܜٳ ࿅शʹ参
Ճͯ͠ ͍·͢ɻ

ӭ͍で
͍·͢ʂ

水泳サークル

৽ஂنମ
New

ಸྑŋ౦ੜۨΩϟンύス ಸྑŋֶԂલΩϟンύス

༡ͼʹܰؾ
ʹདྷͯ

͍ͩ͘͞ʂ

ͤࢦશ੍ࠃʂ ָ部ۚ春ձ プϩグラミング学श くͩらͳ͍事Λશྗでʂ ϙέϞン大͖αーΫϧ

University Letter vol.45 08



En
jo

y  our  l i fe !

なぎなた 能楽研究会 PCサークル Tzk-PokemonOn Mom Tree

今しか会えない仲間と、
今しか追えない夢を！

ɹͪͨࢲϥグϏー෦は昨قɺ７উ̍ഊ̍のΛ͛ڍɺ೦ئの
#Ϧーグのঢ֨ΛܾΊ·ͨ͠ɻࡏݱはळのγーζンʹ͚ͯ平

は࿅शɺは࿅शࢼ߹
ʹྭΜͰ͍·͢ɻߋͳΔ
ϨϕϧΞοϓΛ͠ࢦɺ
ఱཧ大ֶઁೆ大ֶͳͲ
"Ϧーグνームͱࢼ߹Λ
͜ͳ͠ʑͯ͠ ͍·͢ɻ

�ճͷࠓ
PICK UP!

CLUB ACTIVITIES
クϥϒŋサークルを௨して、
学外で活༂すΔఇ大生。
学生ͨͪの元ؾな࢟を
͓ಧ͚します。

ΫϥϒɾαʔΫϧ׆ಈ

本年度#Ϧーグঢ֨ʂʂߋͳるߴみʂʂ

ɹࠓ年のγーζン͔Β
ֶؔੜαοカーϦー
グʹ෮͠ؼલظϦーグ
Λઓ͍·ͨ͠ɻظޙʹ
色ʑͳνームͱ͚ͯ
ઓ͍ɺνームͱ͠ ͯのࣗྗΛ͍͖͍͋͛ͯͨͱͯͬࢥ ͍·͢ɻશ
һ͕ʑΛຊؾͰ׆ಈ͢Δ ͱ͜ʹΑͬ ͯଞのΫϥϒʹはͳ͍ɺνー
ムのឺ͕͍ࢥग़དྷ͍ͯ ·͢ɻ�"MM�PVU�

Ϧーグ෮ؼ

ؔϥグϏーϑοτϘーϧڠձ#Ϧーグঢ֨ʂ

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

ラグビー

ɹঁͪͨࢲ子όϨーϘーϧ෦はࡏݱɺؔ大ֶόϨーϘーϧ࿈ໍ̍
෦ʹॴଐͯ͠ ͍·͢ɻ昨年度の春قϦーグઓͰは̎෦ʹ߱֨ͯ͠ ͠
·͍չ͍͍͠ࢥΛ͠·͕ͨ͠ɺळقϦーグઓͰ ෦̍ʹঢ֨͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖ɺຊ年度の春قϦーグઓͰは༏উΛ͠ࢦઓऀͱͯ͠ 
Έ·ͨ͠ɻ̍ઓのཾ୩大ֶɺ̎ઓのઍཬۚའ大ֶͱのࢼ߹Ͱ
はετϨーτউͪΛऩΊઌのྑ͍ελーτΛΔ͜ͱ͕Ͱ͖·͠ ͨɻ
উͯΔはͣͳのʹམͱ͠ ͯ͠·͏ の4Ґߴ࠷ڈ͋Γ·͕ͨ͠ա߹ࢼ
ͱ͍͏݁ՌΛ͠·͠ ͨɻ
ɹࠓ回のϦーグઓͰग़ͨ՝Λʑの࿅शͰվળ͠ɺຊΠンカ
ϨͰϕετ̐ɺळقϦーグઓͰ༏উɺશຊΠンカϨͰϕετ̔ の
ඪΛୡͰ͖ΔΑ͏ ʹνームશһͰؤுͬͯ ͍͖·͢ɻ͜Ε͔Βঁ子όϨーϘーϧ෦の͝ԉΛ͓͍͍ͨ͠ئ·͢ɻ

ؔ大学όϨーϘーϧ࿈ໍ�部春季Ϧーグઓが
ดນし·したɻ

�෦य़قϦーグઓʹお͍ͯ�উ�ഊͰ�Ґ

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

女子バレーボール

サッカー

ɹͪͨࢲόンυミンτン
෦はɺҰ࣌ɺ෦һෆ
ʹΑΔαーΫϧ߱֨のػةʹؕΓ·͕ͨ͠உ子1�໊ɺঁ子̔
໊の৽ೖੜΛܴ͑Δ ͱ͕͜Ͱ͖ɺؾ׆ҲΕΔΫϥϒͱ෮͠׆·
ͨ͠ɻ݄̑ʹװ෦ަΛ͍ߦɺຊؾͰউͪʹ͘ߦνームͱง
ғؾΛม͍͑ͯ ·͢ɻֶ֤年͕͠ྗڠ߹ͬͯ ͓ΓҰͭのνームʹ
ͳΓͭͭ͋Γ·͢ɻຊ年度ɺઌഐํ͕ͳ͑͠ͳ͔ͬͨ4෦ঢ֨の
ඪୡʹ͚ྗ࣍͠年度のஂମઓͰは̐෦ঢ֨Λ͢Δͱڧ
औΓΜͰ͍·͢ɻ̍ʹ߹ࢼɺʑの࿅शͪ࣋Λͪ࣋ؾ͍ 年
·ʯΛୡ্͠ࠀはνームεϩーΨンͰ͋ΔʮԼʹޙ ʂ͢

Լ্ࠀ

バドミントン

大学で
大学֎で

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

ಸྑŋ౦ੜۨ
Ωϟンパε

フォークソング

໌るくָしΊる
ԻָΛ

吹奏楽

ɹϑΥーΫιング෦Ͱ
はֶͰはɺ͔͋Ͷ祭ɺ
回̍ੜϑΝーετϥΠϒɺ虹色祭ɺ̐回ੜのϥετϥΠϒͱ4回の
ϥΠϒΛͯͬߦ ͍·͢ɻ·ͨɺಸྑのଞ大 （ֶ̒大ֶ）Ͱߏ͞
ΕΔlಸྑιχοΫzͱ͍͏ஂମʹॴଐͯ͠ ͍·͢ɻ年̔回のަྲྀ
ϥΠϒΛ։催ͯ͠ ͓ΓɺळのϝΠンϥΠϒʹྲྀަ͚ͯΛਂΊͯ
͍·͢ɻ෦ͰのϥΠϒͰはࣗのٕज़の্Λ͠ࢦɺଞ大
ֶͱのަྲྀͰは͍ਓ຺Λ࡞Γɺଞ大ֶओ催のϥΠϒʹग़演͠
ͨΓ͠ ͍ͯ·͢ɻຊ年度ΑΓܰԻָ෦ɾ+";;ˍ#-6&4෦ͱ共ʹ
߹ಉϥΠϒΛ։催ͨ͠ΓͳͲ৽͍͠׆ಈੵۃతʹͯͬߦ ͍·͢ɻ

ɹਧָ෦は݄̐ʹ৽
ೖੜܴ会ͱ͔͋Ͷ祭ɺ
11݄ ʹ虹色祭ɺホーム
カミングパーティーɺ݄̏ʹはଔࣜۀͳͲの様ʑͳֶࣄߦߍͰ演
ͯ͠ ͍·͢ɻ·ͨ֎෦ࣄߦ（昨年度ɹϖελɾΠンυωγΞϑΣ
ελ）ʹ 参Ճͯ͠ ͍·͢ɻීஈはຖि ŋ݄ਫŋۚŋ༵ʹ東ੜ
ۨΩϟンパεηミφーϧームʹͯ࿅शͯ͠ ͍·͢ɻԻָू͕͖
·ͬ ָ͍ͨ͠ΫϥϒͰ͢ɻগਓͰは͋Γ·͕͢ɺഭྗの͋ΔԻ
ָΛ͓ಧ͚Ͱ͖ΔΑ͏ ɺʑ࿅शʹྭΜͰ͍·͢ɻ

ɹDZDMFˍUSBWFMはࣗస
ंʹͬͯ 様ʑͳॴͨͬߦΓɺެ共ަ௨ؔػΛͯͬ ـۙ
֤Λͨ͠ޫ؍Γ͢ΔαーΫϧͰ͢ɻ׆ಈはجຊຖ݄第ೋ
༵Ͱɺࣗసंの回ɺޫ؍の回のํ͍͖ͨߦのΈの参Ճ大ৎ
Ͱ͢ɻࣗసंΛͯͬ࣋ ͍ͳ͍ਓはϨンλϧαΠΫϧͰαΠΫϧ
͢Δ͜ͱͰ͖·͢ɻ̍̎ ݄ʹはҏࢤຎαΠΫϦングϑΣεʹ
ധ̍̎Ͱ参Ճ͠·͢ɻͦΕҎ֎の׆ಈはؼΓͳのͰۙـ
ఆͯ͠ݶಈΛ׆ʹ ͍·͢ɻ݄̑の׆ಈͰはژͰࣗసंΛआΓ
ֳͯۚ寺ɺֳۜ寺ΛαΠΫϦング͠·͠ ͨɻ

名শมߋΛした
DZDMFˍUSBWFMとʁ
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Ωϟンパε

ಸྑŋֶԂલ
Ωϟンパε
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��ਓͰɺࡏݱ
ఇṂֶࢁԂの
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ͯ͠ ͍·͢ɻ
ɹ̍ਓ̍ਓʹ߹ΘͤͨϝχϡーΛ࡞Γɺ࿅शதは͔ͬ͠Γӭ͗ɺ
ͨ͠ΓɺΈΜͳྑ͍ͯͭ͘ʹ׆ੜߍはֶʹ࣌ܜٳ ࿅शʹ参
Ճͯ͠ ͍·͢ɻ
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˛奈良のຯ帝塚山大学OBUUPプϩジΣΫト
（Ӧ学Պܦ）

˛大学ੜϘランςィアγンϙジム2���
（৺ཧ学Պɾେ学Ӄ৺ཧՊ学ڀݚՊ）

˛/"3"�4PDLT�1SPKFDU（ࡁܦ学Պ）

˛༬͔りอҭ࣌のอҭ࣮ફプϩグラムの։ൃ
（͜Ͳ学Պ）

˛൜Ϙランςィア（๏学Պ）˛૾のΨラεס൘�デジλϧアーΧΠブε化
（本จԽ学Պ）

のͬͨ͜ϓϨゼンテーγϣン

4%(Tʹؔ͢Δパωϧσィεカογϣン グϧーϓϫーΫ ӦऀのલͰϓϨゼンテーγϣンܦ

ͳ࣭ٙԠల։ൃ׆ͳ࣭ٙԠల։ൃ׆

ߨする「ಛघߨӦ学部で開ܦࡁܦ　 （ٛҬΞΫティϒ・ラーχング）」（୲ɿా中խࢠ教授・ബҪ݈ॿ教）は、学ज़ަ流にؔするแׅڠఆをక݁し
ているଟຎ大学との࿈携ڠఆにͮجき、合同で࣮ࢪする授業です。
めとする、૯3�名の学生たͪと共に、̒月3�日ʙ̓࢝Ӧ学部の学生11名をܦࡁܦ学園大学も加わり、本学のۄ年は、̎校に࡛ࠓ　 月̎ 日の 日̏間の
日ఔでذෞݝ高山ࢢを๚れました。　
業̒ࣾのऔりاで4%(Tが先ਐ的なࢢです。高山「してʙࢦଓՄなҬͮくりを࣋業にお͚る4%(Tを考えるʙاඈଭ高山の」回のテーϚはࠓ　
みをり、それを元に֘ا業が4ޙࠓ%(Tをਐめていくうえでの՝をநग़・ఏ案をすることが的でした。
　それに先͚ۦ、事લ授業では4%(Tにؔする事ฑと、インタϏϡーا業̒ࣾについて調査・ݕ౼、ൃදを行い、共通の理解をਂめました。
　現では、 日̍には4%(TとܦӦ理೦のߨ演、およびܦӦ者̎名とߨ演者̎名のパωϧσィスカッシϣンをௌߨしたޙ、グϧープに分かれཌ日のイン
タϏϡーの分୲や心が͚をݕ౼しました。 日̎は֤ا業のܦӦ者を๚し、ܦӦのいや4%(Tについておをうかがい、それを元にཌ日のプϨθ
ンテーシϣンに͚てくまで内༰のۛຯを行いました。また、 日̏にはܦӦ者のલでプϨθンテーシϣン行い、ܦӦ者かΒΞυόイスやҙݟをい
ただきました。
　このように、ا業を๚し現のをௌくことや、ଞ大学の学生とڠ力しながΒプϨθンテーシϣンの内༰をݕ౼するという࣮ફ研究をとおして、学
生はا業がࣾձのެثであるということを࠶ೝࣝしただ͚でなく、方の՝や生のあり方についてओ体的な学びをਂめ、ͻいてはࣗのキャリΞܗ
成等についてもࢥいを८Βすことができたことは、本合同授業でಘΒれた成Ռでした。

ډ　
ॅ
ۭ
間
σ
β
イ
ン
学

Պ
で
は
、
ࡢ
年
̕
݄
よ
り

奈
良
県
お
よ
び
奈
良
県
ࢁ

ఴ
ଜ
と
࿈
ܞ
し
て
、
ࢁ
ఴ

ଜ
に
ݐ
つ
چ

๛
খ
学
ߍ

ߍ
ࣷ
の
࠶
生
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

چ　

๛
খ
学
ߍ
は
ฏ
成

øû
年
に
ด
ߍ
し
た
খ
学
ߍ

で
す
が
、
ࢁ
ఴ
ଜ
の
ॅ
ຽ

に
と
っ
て
Ѫ
ண
の
あ
る
و
重
な
地
Ҭ
ࢿ
ݯ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
ଜ
の
ࢿ
産
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
Պ
か
ら
は

当
֘
ࢪ
ઃ
の
自
立
し
た
ӡ
Ӧ

༰
と
と
も
に
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
よ
う
な
ࢪ
ઃ

備
ܭ
画
の
ఏ
案
を
し
て
い

き
ま
す
。

　本
学
Պ
の
実
学
の
ݐ
ங
ڭ
育
の
一

と
し
て
、
ࡢ
年

度
は
現
̐
年
生
の
能
ౡ
༏
ਔ
さ
ん
、
古
ా
ਅ
ҥ
さ
ん
、

ଜ
ా
ఱ
ָ
さ
ん
、
安
ా
ণ
広
さ
ん
の
̐
名
が
中
心
と

な
っ
て
、
௰

ڭ
授
、
খ
ੁ
।
ڭ
授
、
Ԭ
ా
ߨ
ࢣ
の
ࢦ

ಋ
の
下
、
༷
々
な
現
地
ௐ
査
や
ఏ
案
、
ॾ
ࣨ
の

備
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
ௐ
査
で
は
ݐ
物
の
状
ଶ
や
周
ล


ڥ
を
ௐ
べ
る
た
め
に
、
学
生
た
ち
は
৸
ା
を
持
っ
て


の
ߍ
ࣷ
に
ധ
ま
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ఏ
案

༰
を
図

面
や
$
(
を
用
い
て
検
౼
し
、

備

༰
に
つ
い
て
໖

ີ
な
ܭ
画
を
た
て
て
い
き
ま
し
た
。

　ま
た
今
年
の
̏
݄
ùú

日
・
ùû
日
に
は
県
ி
お

よ
び
ଜ
役
場
の
職
員
の

方
々
と
協
ྗ
し
、
キ
ッ

ク
オ
ϑ
と
し
て
「
ࢁ
ఴ
ଜ

ʷ
ఇ
Ṃ
ࢁ
大
学 

σ
β
イ

ン
ϑ
ỻ
ス
タ
」
を
։
࠵
し

ま
し
た
。
準
備
に
向
け

て
学
生
た
ち
は
会
場
と

な
る
খ
学
ߍ
の
職
員
ࣨ

の
ݐ
具
を
ఫ
去
し
た
り
、
น
を
ృ

し
た
り
、
展
ࣔ


を

作
し
た
り
と
、
通
常
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い

実
際
の
作
業
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

少
し
ず
つ

備
さ
れ
て
い
く
খ
学
ߍ
の
姿
を
見
て
、
ଜ

の
方
々
も
大
ม
ت
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　イ
ϕ
ン
ト
で
は
ଔ
業
ݚ
ڀ
の
出
張
展
ࣔ
、

ࢠ
向
け

ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ϓ
、
ଜ
と
ఇ
Ṃ
ࢁ
の
ए
者
ަ
流
会
な
ど

を
実
ࢪ
し
ま
し
た
。
企
画
か
ら
ӡ
Ӧ
ま
で
学
生
た
ち
が

ओ
体
的
に
行
い
、
学
生
た
ち
は
ٕ
ज़
だ
け
で
な
く
協
ௐ

ੑ
や
企
画
ྗ
を

に
つ
け
ま
し
た
。
ೋ
日
間
多
く
の

方
々
に
お
ӽ
し
い
た
だ
き
、
ए
者
ަ
流
会
で
は
本
学
Պ

の
ଔ
業
生
た
ち
も

を
ӡ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
本

学
Պ
の

ܗ
୲
当
ڭ
員
が
ֆ
具
と
積
み

の
༡
び
を
ڭ

え
る

ࢠ
向
け
ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ϓ
は
、
ط
に
役
目
を
ऴ

え
た
খ
学
ߍ
ߍ
ࣷ
に
࠶
び
こ
ど
も
の
活
ؾ
を
ݺ
び

し

て
大

گ
に
ऴ
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
1
�
年
度
は
い
よ
い
よ
খ
学
ߍ
の
ڭ
ࣨ
܈
の
活

用
方
法
の
検
౼
と

備
に
手
を

け
て
い
き
ま
す
。
学

生
た
ち
は
実
物
の
̍
⁅
ü÷
サ
イ
ζ
の
খ
学
ߍ

ܕ
を
作

り
、
活
用
方
法
と
改


༰
に
つ
い
て
県
ி
お
よ
び
ଜ

役
場
の
職
員
の
方
々
に
ϓ
レ
θ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　実
学
ڭ
育
の
現
場
と
し
て
大
ม
良
い
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
こ
の
一
年
ऑ
で
ؔ
わ
っ
た
学
生
た
ち
が



感
を

に
つ
け
、
み
る
み
る
成
長
し
て
い
く
の
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
本
格
的
な


作
業

に
入
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
に
は
後
輩
と
な
る
学
生
を
積

ۃ
的
に
加
え
、
学
Պ
全
体
で
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
を

り
上

͛
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ߍ๛খֶچ

্ɿܕ࡞
தɿܕϓϨゼン
Լɿ

山
添
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

その他プロジェクト

●
居
住
空
間
デ
ザ
イ
ン
学
科
●

　2月1�日（）、奈良・
東生駒キャンパス̍ ߸
ؗ12�1教ࣨにおいて

「第̓回 ࣮学の帝塚
山大学 ࣮ ફ学生 ൃ
ද 祭 ʙΞΫティϒ・
ラーχングの࣮ફ事
ྫʙ」を開催しました。
　本学では「࣮学の
帝塚山大学」をスϩー

Ψンにܝげ、「࣮学教育」を࣮ફするため、શての学部・学科において、学生が
体ݧかΒ生きたࣝや力をにつ͚ることを的とした「プϩδΣΫτܕ学श」
にऔりんでいます。
学शの成Ռを学内ܕ年で̓回をܴえる本ൃද祭は、学生がプϩδΣΫτࠓ　
֎にใࠂするػձとして、ຖ年̎月に開催しています。ࠓ年は本学かΒの̕
のൃදに、学ज़ަ流にؔするแׅڠఆをక݁しているଟຎ大学（東ژଟຎࢢ・
11がҬにお͚るプϩδΣΫܭ、ౡ࣮学長）かΒの̎のটൃදを加えࣉ
τの࣮ફྫをൃදしました。
　࿇花学長のѫࡰには͡まり、֤
チームが15分（࣭ٙԠؚΉ）と
いう時間の中で、औりみの内༰
や成Ռについてൃදを行いました。
࣮ફ事ྫൃදはӈදのとおりで、
֤ઐ分野の学びを生かした内
༰となりました。

学部�৯ӫཆ学科ɿ׆ੜݱ1
奈良シχΞ大学にお͚る݈߁教ࣨ	ӫཆฤ
の࣮ફ

Ӧ学科ɿܦ�Ӧ学部ܦ2
奈良のຯ　帝塚山大学/"550プϩδΣΫτ

学部�͜׆ੜݱ3 ど学科ɿ
明日߳༮ஓ園での̍ 年間のϘランティΞの成Ռ

4๏学部�๏学科ʴࡁܦ学部ɾܦӦ学部ɿ
教育ཱྀ行の誘கに͚たࡦࢪのݕ౼

5৺ཧ学部�৺ཧ学科ɿ
大学生によるෆొ校ࢧԉϘランティΞ׆ಈ

学科ɿࡁܦ�学部ࡁܦ6
スϚーτスϐーカーを༻いたಛघٗࢭのఏ案

デβΠン学科ɿۭؒॅډ�学部׆ੜݱ7
山ఴଜʷ帝塚山大学 چ๛小学校σβインϑΣスタ

8文学部�本文化学科ɿ
奈良のをすり、和௲͡本をつくる

9ʬটൃදʭ�ଟຎ大学ᾇɿϞンΰϧ帝ࠃのོڵとਰୀ
ʬটൃදʭ�ଟຎ大学ᾈɿ

日本のফඅの現ঢ়とޙࠓのల
　ʙଟຎҬのա去・現在・未དྷʙ

たͭた༲͛プϩジΣΫトʢアυόンεɾプϩグラムɺ
文学部ɺܦӦ学部ɺ๏学部ɺݱੜ׆学部ʣɿ
生駒ࢢ・生駒ձٞ所・生駒ڠޫ؍ձ　࿈携事業
ʙたつた༲げҬϒランυͮくりのチャϨンδʙ

アΫςィブɾラーχングの࣮ફ事ྫൃද

ଟຎେֶͱのେֶ࿈ܞʹΑΔ֤छऔΓΈհ

最新の取り組み

地 域 連 携

大 学 連 携
×

第̓回ɹֶ࣮のఇṂࢁେֶɹ࣮ફֶੜൃදࡇΛ開催

ଟຎେֶͱʮҬΞΫティϒɾϥーχングʯΛ開催
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˛奈良のຯ帝塚山大学OBUUPプϩジΣΫト
（Ӧ学Պܦ）

˛大学ੜϘランςィアγンϙジム2���
（৺ཧ学Պɾେ学Ӄ৺ཧՊ学ڀݚՊ）

˛/"3"�4PDLT�1SPKFDU（ࡁܦ学Պ）

˛༬͔りอҭ࣌のอҭ࣮ફプϩグラムの։ൃ
（͜Ͳ学Պ）

˛൜Ϙランςィア（๏学Պ）˛૾のΨラεס൘�デジλϧアーΧΠブε化
（本จԽ学Պ）

のͬͨ͜ϓϨゼンテーγϣン

4%(Tʹؔ͢Δパωϧσィεカογϣン グϧーϓϫーΫ ӦऀのલͰϓϨゼンテーγϣンܦ

ͳ࣭ٙԠల։ൃ׆ͳ࣭ٙԠల։ൃ׆

ߨする「ಛघߨӦ学部で開ܦࡁܦ　 （ٛҬΞΫティϒ・ラーχング）」（୲ɿా中խࢠ教授・ബҪ݈ॿ教）は、学ज़ަ流にؔするแׅڠఆをక݁し
ているଟຎ大学との࿈携ڠఆにͮجき、合同で࣮ࢪする授業です。
めとする、૯3�名の学生たͪと共に、̒月3�日ʙ̓࢝Ӧ学部の学生11名をܦࡁܦ学園大学も加わり、本学のۄ年は、̎校に࡛ࠓ　 月̎ 日の 日̏間の
日ఔでذෞݝ高山ࢢを๚れました。　
業̒ࣾのऔりاで4%(Tが先ਐ的なࢢです。高山「してʙࢦଓՄなҬͮくりを࣋業にお͚る4%(Tを考えるʙاඈଭ高山の」回のテーϚはࠓ　
みをり、それを元に֘ا業が4ޙࠓ%(Tをਐめていくうえでの՝をநग़・ఏ案をすることが的でした。
　それに先͚ۦ、事લ授業では4%(Tにؔする事ฑと、インタϏϡーا業̒ࣾについて調査・ݕ౼、ൃදを行い、共通の理解をਂめました。
　現では、 日̍には4%(TとܦӦ理೦のߨ演、およびܦӦ者̎名とߨ演者̎名のパωϧσィスカッシϣンをௌߨしたޙ、グϧープに分かれཌ日のイン
タϏϡーの分୲や心が͚をݕ౼しました。 日̎は֤ا業のܦӦ者を๚し、ܦӦのいや4%(Tについておをうかがい、それを元にཌ日のプϨθ
ンテーシϣンに͚てくまで内༰のۛຯを行いました。また、 日̏にはܦӦ者のલでプϨθンテーシϣン行い、ܦӦ者かΒΞυόイスやҙݟをい
ただきました。
　このように、ا業を๚し現のをௌくことや、ଞ大学の学生とڠ力しながΒプϨθンテーシϣンの内༰をݕ౼するという࣮ફ研究をとおして、学
生はا業がࣾձのެثであるということを࠶ೝࣝしただ͚でなく、方の՝や生のあり方についてओ体的な学びをਂめ、ͻいてはࣗのキャリΞܗ
成等についてもࢥいを८Βすことができたことは、本合同授業でಘΒれた成Ռでした。

ډ　
ॅ
ۭ
間
σ
β
イ
ン
学

Պ
で
は
、
ࡢ
年
̕
݄
よ
り

奈
良
県
お
よ
び
奈
良
県
ࢁ

ఴ
ଜ
と
࿈
ܞ
し
て
、
ࢁ
ఴ

ଜ
に
ݐ
つ
چ

๛
খ
学
ߍ

ߍ
ࣷ
の
࠶
生
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

چ　

๛
খ
学
ߍ
は
ฏ
成

øû
年
に
ด
ߍ
し
た
খ
学
ߍ

で
す
が
、
ࢁ
ఴ
ଜ
の
ॅ
ຽ

に
と
っ
て
Ѫ
ண
の
あ
る
و
重
な
地
Ҭ
ࢿ
ݯ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
ଜ
の
ࢿ
産
と
し
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
学
Պ
か
ら
は

当
֘
ࢪ
ઃ
の
自
立
し
た
ӡ
Ӧ

༰
と
と
も
に
、
そ
れ
を

可
能
と
す
る
よ
う
な
ࢪ
ઃ

備
ܭ
画
の
ఏ
案
を
し
て
い

き
ま
す
。

　本
学
Պ
の
実
学
の
ݐ
ங
ڭ
育
の
一

と
し
て
、
ࡢ
年

度
は
現
̐
年
生
の
能
ౡ
༏
ਔ
さ
ん
、
古
ా
ਅ
ҥ
さ
ん
、

ଜ
ా
ఱ
ָ
さ
ん
、
安
ా
ণ
広
さ
ん
の
̐
名
が
中
心
と

な
っ
て
、
௰

ڭ
授
、
খ
ੁ
।
ڭ
授
、
Ԭ
ా
ߨ
ࢣ
の
ࢦ

ಋ
の
下
、
༷
々
な
現
地
ௐ
査
や
ఏ
案
、
ॾ
ࣨ
の

備
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
ௐ
査
で
は
ݐ
物
の
状
ଶ
や
周
ล


ڥ
を
ௐ
べ
る
た
め
に
、
学
生
た
ち
は
৸
ା
を
持
っ
て


の
ߍ
ࣷ
に
ധ
ま
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
ఏ
案

༰
を
図

面
や
$
(
を
用
い
て
検
౼
し
、

備

༰
に
つ
い
て
໖

ີ
な
ܭ
画
を
た
て
て
い
き
ま
し
た
。

　ま
た
今
年
の
̏
݄
ùú

日
・
ùû
日
に
は
県
ி
お

よ
び
ଜ
役
場
の
職
員
の

方
々
と
協
ྗ
し
、
キ
ッ

ク
オ
ϑ
と
し
て
「
ࢁ
ఴ
ଜ

ʷ
ఇ
Ṃ
ࢁ
大
学 

σ
β
イ

ン
ϑ
ỻ
ス
タ
」
を
։
࠵
し

ま
し
た
。
準
備
に
向
け

て
学
生
た
ち
は
会
場
と

な
る
খ
学
ߍ
の
職
員
ࣨ

の
ݐ
具
を
ఫ
去
し
た
り
、
น
を
ృ

し
た
り
、
展
ࣔ


を

作
し
た
り
と
、
通
常
の
授
業
で
は
体
験
で
き
な
い

実
際
の
作
業
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

少
し
ず
つ

備
さ
れ
て
い
く
খ
学
ߍ
の
姿
を
見
て
、
ଜ

の
方
々
も
大
ม
ت
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　イ
ϕ
ン
ト
で
は
ଔ
業
ݚ
ڀ
の
出
張
展
ࣔ
、

ࢠ
向
け

ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ϓ
、
ଜ
と
ఇ
Ṃ
ࢁ
の
ए
者
ަ
流
会
な
ど

を
実
ࢪ
し
ま
し
た
。
企
画
か
ら
ӡ
Ӧ
ま
で
学
生
た
ち
が

ओ
体
的
に
行
い
、
学
生
た
ち
は
ٕ
ज़
だ
け
で
な
く
協
ௐ

ੑ
や
企
画
ྗ
を

に
つ
け
ま
し
た
。
ೋ
日
間
多
く
の

方
々
に
お
ӽ
し
い
た
だ
き
、
ए
者
ަ
流
会
で
は
本
学
Պ

の
ଔ
業
生
た
ち
も

を
ӡ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
本

学
Պ
の

ܗ
୲
当
ڭ
員
が
ֆ
具
と
積
み

の
༡
び
を
ڭ

え
る

ࢠ
向
け
ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
ϓ
は
、
ط
に
役
目
を
ऴ

え
た
খ
学
ߍ
ߍ
ࣷ
に
࠶
び
こ
ど
も
の
活
ؾ
を
ݺ
び

し

て
大

گ
に
ऴ
わ
り
ま
し
た
。

　2
0
1
�
年
度
は
い
よ
い
よ
খ
学
ߍ
の
ڭ
ࣨ
܈
の
活

用
方
法
の
検
౼
と

備
に
手
を

け
て
い
き
ま
す
。
学

生
た
ち
は
実
物
の
̍
⁅
ü÷
サ
イ
ζ
の
খ
学
ߍ

ܕ
を
作

り
、
活
用
方
法
と
改


༰
に
つ
い
て
県
ி
お
よ
び
ଜ

役
場
の
職
員
の
方
々
に
ϓ
レ
θ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

　実
学
ڭ
育
の
現
場
と
し
て
大
ม
良
い
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
、
こ
の
一
年
ऑ
で
ؔ
わ
っ
た
学
生
た
ち
が



感
を

に
つ
け
、
み
る
み
る
成
長
し
て
い
く
の
が
分

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
本
格
的
な


作
業

に
入
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
に
は
後
輩
と
な
る
学
生
を
積

ۃ
的
に
加
え
、
学
Պ
全
体
で
ϓ
ϩ
ジ
ỻ
ク
ト
を

り
上

͛
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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「第̓回 ࣮学の帝塚
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ब৬ࢧԉͷऔΓΈɹɹ

ɹֶੜ࣌ʹ֨ࢿΛऔಘ͢Δ͜ͱはɺ
ब৬׆ಈのΈͳΒͣɺ͞Βʹͦのઌの
ࣾ会ਓੜ׆ʹ͓͍ͯ大͖͘ ཱͪ·͢ɻ
ͦのͨΊఇṂࢁ大ֶͰはΩϟϦΞηン
λーの֨ࢿίーφーͰはֶੜのΩϟϦΞ
·͟·͞ʹԉのͨΊࢧಈ׆ब৬ܗ
ͳ講࠲Λ։講ͯ͠ ͍·͢ɻதͰΑΓϋ
ΠϨϕϧͳ֨ࢿऔಘのઓΛࢧԉ͢Δಛผ֨ࢿαϙーτ੍度ʮ੍̖度ʯ
����ԁのࣗݾෛ୲Ͱ年ؒ࠷大̑講࠲·Ͱड講Ͱ͖Δʮ੍̗度ʯʹ ΑΓɺෛ
୲අ༻のܰݮΛਤͬͯ ͍·͢ɻ

ɹब৬׆ಈは大ֶଔޙۀɺ࣮ࣾ会ͰͲのΑ͏ ͳਓੜΛาΜͰ͍͔͘Λ͑ߟΔػ会Ͱ͋Γɺֶੜ͕ຊ当のཱࣗʹ͚ͯ͢Δྑ͍ػ会Ͱ͋Γ·͢ɻब
৬׆ಈのओはͪ ΖΜֶੜຊਓͰ͕͢ɺอऀޢɾ͝Ոは৺の͑ࢧͱͳΔॏཁͳଘࡏͰ͢ɻຊֶのब৬ࢧԉはֶੜɺڭ৬һͦͯ͠ อऀޢのօ様͕三
ҐҰମͰऔΓΉ͜ͱͱ͠ ͍ͯ·͢ɻΩϟϦΞηンλーͰはֶੜ͕ࣗΒのҙࢥͰਐ࿏બɾब৬ܾఆ͕Ͱ͖ΔΑ͏ ଟछଟ様ͳαϙーτϓϩグϥムΛ࣮͢ࢪ
ΔͱͱʹֶੜҰਓͻͱΓのرχーζΛ֬ೝ͠ɺब৬׆ಈのਐঢ়گʹ߹Θ͖ͤͯΊ細͔͍ࢧԉΛ͓͜ͳͬͯ ͍·͢ɻ·ͨɺ��1�年1�݄��（）
ʹ։催͢Δʮอڭऀޢҭ࠙ஊ会ɾब৬આ໌会ʯͰはɺब৬ઓઢのಛʹ͍ͭ のͯઆ໌̐ 年ੜब৬ఆֶੜʹΑΔパωϧσィεカογϣンΛ࣮͢ࢪΔ༧
ఆͰ͢ɻ

ʲอऀޢରब৬આ໌ձΛ։࠵し·したʳ
ɹ݄̏ ̕ɺಸྑɾ東ੜۨΩϟンパε͓ΑͼಸྑɾֶԂલΩϟンパεʹ͓͍ͯ̏年ੜ（��1�年度ੜ）のอऀޢ
のํʑΛରͱ͠ ͨब৬આ໌会Λ։催͠·͠ ͨɻ

ʲ学߹ಉ企業આ໌ձʢ�݄ʣΛ։࠵し·したʳ
ɹ݄̒̑ɺ̒の̎ؒɺಸྑɾ東ੜ
ۨΩϟンパεʮ·΄Ζʯʹ 4�ࣾのۀا
ਓ࠾ࣄ༻୲当ऀΛ͓ট͖ͯ͠߹ಉۀا
આ໌会Λ։催͠·ͨ͠ɻ参Ճ͞Εͨا
会ʹੋඇɺػの୲当ऀ͔Βはʮ͜のۀ
ఇṂࢁ大ֶのֶੜΛ࠾༻͍ͨ͠ʯͱの
͕ฉ͔Εɺۀاの࠾͍ߴ༻ҙཉ͕֞ؒ
͠·ΒΕݟ ͨɻ参Ճֶͨ͠ੜは֤ۀاのϒーεʹ͔Εͯɺ会ࣾのۀࣄ༰
ٻΊΔਓ૾ɺ࠾༻εέδϡーϧͳͲʹ͍ͭͯ৺ʹฉ͖ೖͬͯ ͍·͠ ͨɻ

ʲ資֨取ಘ֤छݧࢼରࡦΛόッΫアップし͍ͯ·͢ʳ

˙ 奈良ɾ౦ੜۨΩϟンύε
ɹ当はɺࣜג会ֶֶࣾاߍը෦Ϛωーδϟーのౢູ様͔Βʮۙ࠷の࠾༻ಈɾब৬׆ಈঢ়گʹͭ
͍ͯʯ�ͱͯ͠ 講演ɻͦのޙɺΩϟϦΞηンλー͔Βຊֶのब৬ࢧԉମ੍ब৬αϙーτࣄߦͳͲʹ͍ͭͯઆ
໌͠ɺެһݧࢼۀاの࠾༻ಈɺ֨ࢿऔಘʹ͍ͭͯɺอ͔ऀޢΒの࣭ʹ͑·͠ ͨɻ
ɹ̇奈良ɾ学ԂલΩϟンύε
ɹݱੜֶ׆෦͜ͲֶՊ（ڭҭֶ෦͜ͲڭҭֶՊ）ʹ ޢੜのอֶ͢ࢦΛ࢜һอҭڭ੶͠ɺকདྷɺࡏ
ऀΛରʹɺֶՊʹ͓͚Δڭҭ׆ಈ༰ʹ͍ͭͯɺڭ৬ࢧԉηンλーのऔΓΈͰ͋Δʮଈઓྗཆ講࠲ʯ
ʹ͍ͭͯɺΩϟϦΞηンλーͰのࢧԉϓϩグϥムʹ͍ͭͯઆ໌͠·͠ ͨɻ
ɹ当参Ճͨ͠อ͔ऀޢΒはɺʮՈのࢧԉのϙΠンτ͕Α͘ Θ͔Γ·͠ ͨʯʮ大ֶ͕細͔͍ͱ͜ Ζ·Ͱֶੜの͜
ͱ�Λ͍ͯ͑ߟΔ͜ͱΛΓɺෆ͕҆ݮΓ·ͨ͠ɻʯʮڭһ͚ͯʹ֨߹ݧࢼ༺࠾のϓϩグϥム͕ॆ࣮ͯ͠ ͍ͯ৺
の͏ͪگ͕ฉ͔Ε·ͨ͠ɻ当はଟ͝参Ճ͍͖ͨͩɺײɻʯͱ͍͍ͬͨڧ ʹऴྃ͠·ͨ͠ɻ͝参Ճ͍ͨ
͍ͩͨอऀޢのօ様ɺʹ͋Γ͕ͱ͏ ͍͟͝·͠ ͨɻ

キϟリアηϯλʔΑΓ

ʲ2���年度ɹओͳब৬ઌɾ進学ઌʳ ˞業छ分ྨは日本ඪ४࢈業分ྨに४ڌ ब৬ఆɹ97�9����ɹɹٻਓ݅ɹ��088݅

˞2�19年5月1日現在の࣮績

ԉձ（在校生保護者）のօ༷ޙ

「2��9年度�大学ޙԉձ૯ձɾ大学フΝミϦーΫラブ૯ձɾ学֎ݟ学ձ」Λ։࠵し·した

　̑月1�日（）、奈良・東生駒キャンパス̒߸ؗにおいて、2�19年帝塚山大学ޙԉձ૯ձが
開催されました。
　大学ޙԉձは、学生の教育׆ಈや՝֎׆ಈのԉॿ、またձһ、教職һ、学生૬ޓのກをਤ
ることを的とした৫で、在学生のอޢ者でߏ成されています。日は12�人のอޢ者の方ʑ
がग़੮されました。
　役һձ・評ٞһձでは、2�19年の役һ人事、༧ࢉ等の৹ٞが行われました。
　૯ձの第 部̍では、ۄҪޙԉձձ長、࿇花学長のѫࡰにଓき、2�1�年のܾࢉใࠂがあり、
そのޙ、先に開催された役һձ・評ٞһձでঝೝされた2�19年役һ人事や༧ࢉ等にؔするઆ
明が行われました。
　第̎部では、Ҫ෭学長より学生生׆શൠについてのઆ明が行われました。学生Ξンέーτの
݁Ռใࠂ、またڧԽスϙーπΫラϒの׆ಈঢ়گ、վमしたࢪ設のհなͲがありました。
　また同日に、ଔ業生のอޢ者で৫される、帝塚山大学ϑΝミリーΫラϒ૯ձも開催されました。
学生৯ಊでのன৯ܜٳのޙޕ、ޙかΒはόスに分してڵ福ࣉを๚れました。ݟ学ձにはϑΝミ
リーΫラϒのօさんも合流。合ܭ1��名の参加者が̏つのグϧープに分かれて、ڵ福ࣉձؗに
おいて本学ಛผ٬һ教授をお務めいただいているଟढ़ө؏टによる法をഈௌして、中ۚಊ・
東ۚಊ・ࠃ宝ؗをݟ学するなͲ、本学อޢ者のօ༷のためのಛผプϩグラムで༗ҙٛな時間をա
ごしていただきました。
　参加者かΒは、「૯ձでもそのޙのઆ明ձでも、ࢠͲもたͪの༷ࢠが分かり良かったです」「ݟ
学ձに参加させていただくことで奈良の良さをり、奈良ࣗຫができるようになりました」なͲのײ
がدせΒれました。

「2��9年度ɹอऀޢ教ҭ࠙ஊձɾब৬આ໌ձ」Λ։͍࠵たし·͢

��݄2�ʢʣɹ��ɿ��ʙ��ɿ��
˙ 奈良ɾ౦ੜۨΩϟンύε
ʲձ 帝r塚山大学 奈良・東生駒キャンパス�2�1教 （ࣨ̒߸ؗ̎֊）および学部ผձ
ʲର 文r学部・人文学部ʗܦࡁܦӦ学部ʗࡁܦ学部ʗܦӦ学部ʗ法学部のอޢ者のօ༷

˙ 奈良ɾ学ԂલΩϟンύε
ʲձ 帝r塚山大学 奈良・学園લキャンパス1���2教 （ࣨ1�߸ؗ̒֊）および学科ผձ
ʲର 心r理学部ʗ現代生׆学部（৯ӫཆ学科・ۭॅډ間σβイン学科・こͲも学科）ʗ

教育学部のอޢ者のօ༷

ՃでಘらΕる̎ࢀ事ߦ ͭのϝϦット
ʮอऀޢ教育࠙ஊ会ʯͱʮอऀޢରब৬આ໌会ʯのࣄߦを̍ でମݧで͖ます。
౦ੜۨͱ学Ԃલの྆Ωϟϯύスͱಉ࣌͡ɾスケδϡーϧでࣄߦを࣮͍ͨࢪします。
教৬員ͱの報ަʹՃ͑ͯɺఆをಘͨ̐࣍学ੜʹΑΔϦΞϧなମ͕ݧௌ͚ます。

　本ձは、帝塚山大学ޙԉձのڠ力のもと、学生のम学ࢧԉをは͡め、ब職ࢧԉ、生ࢧ׆ԉ等
について、อޢ者のօ༷と教職һのަ流を通͡て学生一人ͻとりの大学でのご༷ࢠをえるととも
に、大学生׆શൠについて、理解をਂめていただくことを的として開催しています。

ԉ会૯会ޙ

ब৬આ໌会の様子

ΩϟϦΞηンλー৬һʹΑΔݸਓ໘ஊ

ଟのٻਓใΛσーλϕーεԽʹ
ΑΓӾཡՄ

ब৬ఆֶੜʹΑΔパωϧσィεカογϣン

ՖઌੜʹΑΔதۚಊのઆ໌ށ

શମ会Ͱ࿇Ֆֶのѫࡰ

࠙ஊ会Ͱの様子

�
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ʤୈ１෦ʥอڭऀޢҭ࠙ஊձ
ड開࢝
学෦学Պผ説໌会͓よͼใަ会
学෦学Պผ࠙ஊ会
（ཱ৯ࣜܗのன৯ɺݸผ૬ஊΛ༧ఆ）
Ωϟンパスݟ学πアー（رऀのΈ）

ʤୈ̎෦ʥब৬આ໌ձ
શମ会開会
ब৬ߨԋ会（༰ݕ౼த）
ఆ学生ʹよΔパネルディスΧッγϣン
ऴ （ྃ༧ఆ）

จ 学 ෦
日 本 จ Խ 学 Պ

ݐ 設
ෆಈ࢈
 

Է ച

小 ച

小 ച

ۚ ༥

ۚ ༥

αーϏス

東ݐίーϙϨーシϣンࣜגձࣾ
ձࣾ福ホーϧσィングスࣜג
内֎ిࣜגػձࣾ
キンパイ事ࣜגձࣾ
ձࣾαステッΫࣜג
イζミϠࣜגձࣾ
大ࡕいͣみࢢຽ生ڠ׆同合
大和信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
日本༣ศࣜגձࣾ

日本Τスリーυࣜגձࣾ
ޫ༸ϝタϧテッΫࣜגձࣾ
ձ̸̘̼ࣾ̾ࣜג ̸̽ ͇
ձࣾΤϑ☲σィ☲シィ☲ϑϨンζ（４̂ࣜג ）
同合なΒίープڠ׆ຽ生ࢢ
奈良信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
ࡕձࣾτϤタϨンタリース大ࣜג
ηンτラϧܯඋอোࣜגձࣾ
日本Ϗϧίンࣜגձࣾ

東༸シϠッターࣜגձࣾ
所࡞Ҫۅձࣾࣜג
ձࣾδャパンϖーϧࣜג
ձࣾϤίϋϚタイϠδャパンࣜג
ࣾڹձࣾిࣜג
ෆೋిࣜגػձࣾ
大ࡕ信༻ۚݿ
ୠഅ信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
小山ࣜגձࣾ

Ҫଜグϧープࣜגձࣾ
ޫ༸αーϞシステムࣜגձࣾ
大ࡕ࢜業ࣜגձࣾ
ձࣾ日ࣜג
ۜ行ژձࣾࣜג
大ࡕシティ信༻ۚݿ
大和信༻ۚݿ
ձࣾαーϕイリαーチηンターࣜג
生駒ձٞ所
ඌϨンτΦーϧࣜגձࣾ

大和ϋスリϑΥームࣜגձࣾ
積和ෆಈؔ࢈ࣜגձࣾ
ձࣾίϩφࣜג
ݿձࣾॅ༑ࣜג
Ԭ三証݊ࣜגձࣾ
奈良ݝ業ڠ同合
ձࣾインテッΫιリϡーシϣンパϫーࣜג
リαーチݥอձࣾଛࣜג
パーιϧテンプスタッϑࣜגձࣾ
一ൠࣾஂ法人日本ࣗಈं࿈ （ໍ+"'）

Ҫଜグϧープࣜגձࣾ
ϊーϕϧ՛ࣜגձࣾ
ձࣾΞαώέータリングࣜג
ඌ家࢈業ࣜגձࣾ
近మリテーリングࣜגձࣾ
ձࣾϩッΫϑィーϧυࣜג
ձࣾ-&0$ࣜג
シμッΫスࣜגձࣾ
ձࣾグリーンϋスࣜג
ௗऔݝ（ެཱ学校ӫཆ職һ）

大和ϋス業ࣜגձࣾ
大和リースࣜגձࣾ
積ਫϋスリϑΥーム中日本ࣜגձࣾ
パφιχッΫリϑΥームࣜגձࣾ
ܳձࣾつΉΒࣜג
ݐձࣾ+ɽϑϩンτࣜג
務ళձࣾ一ࣜג
ձࣾࣜג
ίーφンݐ設ࣜגձࣾ
大ࢢࡕ教育ҕһձ（中学校家ఉ科教་）

奈良ݝ教育ҕһձ（小学校教་）	2
 
大ࡕ教育ҕһձ（小学校教་）	5

大ࢢࡕ教育ҕһձ（小学校教་）
教育ҕһձ（小学校教་）ژ
教育ҕһձ（小学校教་）ࢢژ
東ژ教育ҕһձ（小学校教་）	3

教育ҕһձ（小学校教་）ݝౡ
ԣࢢ教育ҕһձ（小学校教་）	2

奈良ࢢ役所（อ育教育࢜）
（࢜อ育）役所ࢢژ

パφιχッΫίンシϡーϚーϚーέティングࣜגձࣾ
近ـ労ಇۚݿ
大ࡕシティ信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
奈良ܯݝ本部
大ࡕܯ本部
本部ܯژ
ಙౡܯݝ本部
役所ࢢࣳ߳
Ӵলւ上ࣗӴୂࣗӴ一ൠީิ生

ෆಈ࢈
 
Է ച

αーϏス

 

Է ച

ۚ ༥

αーϏス

 

Է ച

ۚ ༥

 ใ

αーϏス

Է ച

ۚ ༥

ެ 務

৺ཧ学

ݐ 設
ෆಈ࢈
 
ӡ ༌

ۚ ༥

 ใ

αーϏス

 

小 ച

ҿ ৯

ެ 務

ݐ 設

ެ 務

ެ 務

จ Խ   学 Պ

生活学෦ݱ
৯ӫཆ学Պ デβΠン学Պۭؒॅډ ͜ど学Պ

ܦ ࡁ 学 ෦ ܦ Ӧ 学 ෦ ๏ 学 ෦

9ɿ�0～
10ɿ00～
10ɿ1�～

1�ɿ20～
1�ɿ�0～

1�ɿ�0～
1�ɿ�0～

12ɿ�0～

˞༰࣮ؒ࣌ࢪଳはม͢ߋΔ߹͕͋Γ·͢ɻਃࠐॻྨは�݄ʹ大ֶΑΓ͓ૹΓ͢Δ༧ఆͰ͢ɻ

༰ɾλΠムεέジューϧ
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ब৬ࢧԉͷऔΓΈɹɹ

ɹֶੜ࣌ʹ֨ࢿΛऔಘ͢Δ͜ͱはɺ
ब৬׆ಈのΈͳΒͣɺ͞Βʹͦのઌの
ࣾ会ਓੜ׆ʹ͓͍ͯ大͖͘ ཱͪ·͢ɻ
ͦのͨΊఇṂࢁ大ֶͰはΩϟϦΞηン
λーの֨ࢿίーφーͰはֶੜのΩϟϦΞ
·͟·͞ʹԉのͨΊࢧಈ׆ब৬ܗ
ͳ講࠲Λ։講ͯ͠ ͍·͢ɻதͰΑΓϋ
ΠϨϕϧͳ֨ࢿऔಘのઓΛࢧԉ͢Δಛผ֨ࢿαϙーτ੍度ʮ੍̖度ʯ
����ԁのࣗݾෛ୲Ͱ年ؒ࠷大̑講࠲·Ͱड講Ͱ͖Δʮ੍̗度ʯʹ ΑΓɺෛ
୲අ༻のܰݮΛਤͬͯ ͍·͢ɻ

ɹब৬׆ಈは大ֶଔޙۀɺ࣮ࣾ会ͰͲのΑ͏ ͳਓੜΛาΜͰ͍͔͘Λ͑ߟΔػ会Ͱ͋Γɺֶੜ͕ຊ当のཱࣗʹ͚ͯ͢Δྑ͍ػ会Ͱ͋Γ·͢ɻब
৬׆ಈのओはͪ ΖΜֶੜຊਓͰ͕͢ɺอऀޢɾ͝Ոは৺の͑ࢧͱͳΔॏཁͳଘࡏͰ͢ɻຊֶのब৬ࢧԉはֶੜɺڭ৬һͦͯ͠ อऀޢのօ様͕三
ҐҰମͰऔΓΉ͜ͱͱ͠ ͍ͯ·͢ɻΩϟϦΞηンλーͰはֶੜ͕ࣗΒのҙࢥͰਐ࿏બɾब৬ܾఆ͕Ͱ͖ΔΑ͏ ଟछଟ様ͳαϙーτϓϩグϥムΛ࣮͢ࢪ
ΔͱͱʹֶੜҰਓͻͱΓのرχーζΛ֬ೝ͠ɺब৬׆ಈのਐঢ়گʹ߹Θ͖ͤͯΊ細͔͍ࢧԉΛ͓͜ͳͬͯ ͍·͢ɻ·ͨɺ��1�年1�݄��（）
ʹ։催͢Δʮอڭऀޢҭ࠙ஊ会ɾब৬આ໌会ʯͰはɺब৬ઓઢのಛʹ͍ͭ のͯઆ໌̐ 年ੜब৬ఆֶੜʹΑΔパωϧσィεカογϣンΛ࣮͢ࢪΔ༧
ఆͰ͢ɻ

ʲอऀޢରब৬આ໌ձΛ։࠵し·したʳ
ɹ݄̏ ̕ɺಸྑɾ東ੜۨΩϟンパε͓ΑͼಸྑɾֶԂલΩϟンパεʹ͓͍ͯ̏年ੜ（��1�年度ੜ）のอऀޢ
のํʑΛରͱ͠ ͨब৬આ໌会Λ։催͠·͠ ͨɻ

ʲ学߹ಉ企業આ໌ձʢ�݄ʣΛ։࠵し·したʳ
ɹ݄̒̑ɺ̒の̎ؒɺಸྑɾ東ੜ
ۨΩϟンパεʮ·΄Ζʯʹ 4�ࣾのۀا
ਓ࠾ࣄ༻୲当ऀΛ͓ট͖ͯ͠߹ಉۀا
આ໌会Λ։催͠·ͨ͠ɻ参Ճ͞Εͨا
会ʹੋඇɺػの୲当ऀ͔Βはʮ͜のۀ
ఇṂࢁ大ֶのֶੜΛ࠾༻͍ͨ͠ʯͱの
͕ฉ͔Εɺۀاの࠾͍ߴ༻ҙཉ͕֞ؒ
͠·ΒΕݟ ͨɻ参Ճֶͨ͠ੜは֤ۀاのϒーεʹ͔Εͯɺ会ࣾのۀࣄ༰
ٻΊΔਓ૾ɺ࠾༻εέδϡーϧͳͲʹ͍ͭͯ৺ʹฉ͖ೖͬͯ ͍·͠ ͨɻ

ʲ資֨取ಘ֤छݧࢼରࡦΛόッΫアップし͍ͯ·͢ʳ

˙ 奈良ɾ౦ੜۨΩϟンύε
ɹ当はɺࣜג会ֶֶࣾاߍը෦Ϛωーδϟーのౢູ様͔Βʮۙ࠷の࠾༻ಈɾब৬׆ಈঢ়گʹͭ
͍ͯʯ�ͱͯ͠ 講演ɻͦのޙɺΩϟϦΞηンλー͔Βຊֶのब৬ࢧԉମ੍ब৬αϙーτࣄߦͳͲʹ͍ͭͯઆ
໌͠ɺެһݧࢼۀاの࠾༻ಈɺ֨ࢿऔಘʹ͍ͭͯɺอ͔ऀޢΒの࣭ʹ͑·͠ ͨɻ
ɹ̇奈良ɾ学ԂલΩϟンύε
ɹݱੜֶ׆෦͜ͲֶՊ（ڭҭֶ෦͜ͲڭҭֶՊ）ʹ ޢੜのอֶ͢ࢦΛ࢜һอҭڭ੶͠ɺকདྷɺࡏ
ऀΛରʹɺֶՊʹ͓͚Δڭҭ׆ಈ༰ʹ͍ͭͯɺڭ৬ࢧԉηンλーのऔΓΈͰ͋Δʮଈઓྗཆ講࠲ʯ
ʹ͍ͭͯɺΩϟϦΞηンλーͰのࢧԉϓϩグϥムʹ͍ͭͯઆ໌͠·͠ ͨɻ
ɹ当参Ճͨ͠อ͔ऀޢΒはɺʮՈのࢧԉのϙΠンτ͕Α͘ Θ͔Γ·͠ ͨʯʮ大ֶ͕細͔͍ͱ͜ Ζ·Ͱֶੜの͜
ͱ�Λ͍ͯ͑ߟΔ͜ͱΛΓɺෆ͕҆ݮΓ·ͨ͠ɻʯʮڭһ͚ͯʹ֨߹ݧࢼ༺࠾のϓϩグϥム͕ॆ࣮ͯ͠ ͍ͯ৺
の͏ͪگ͕ฉ͔Ε·ͨ͠ɻ当はଟ͝参Ճ͍͖ͨͩɺײɻʯͱ͍͍ͬͨڧ ʹऴྃ͠·ͨ͠ɻ͝参Ճ͍ͨ
͍ͩͨอऀޢのօ様ɺʹ͋Γ͕ͱ͏ ͍͟͝·͠ ͨɻ

キϟリアηϯλʔΑΓ

ʲ2���年度ɹओͳब৬ઌɾ進学ઌʳ ˞業छ分ྨは日本ඪ४࢈業分ྨに४ڌ ब৬ఆɹ97�9����ɹɹٻਓ݅ɹ��088݅

˞2�19年5月1日現在の࣮績

ԉձ（在校生保護者）のօ༷ޙ

「2��9年度�大学ޙԉձ૯ձɾ大学フΝミϦーΫラブ૯ձɾ学֎ݟ学ձ」Λ։࠵し·した

　̑月1�日（）、奈良・東生駒キャンパス̒߸ؗにおいて、2�19年帝塚山大学ޙԉձ૯ձが
開催されました。
　大学ޙԉձは、学生の教育׆ಈや՝֎׆ಈのԉॿ、またձһ、教職һ、学生૬ޓのກをਤ
ることを的とした৫で、在学生のอޢ者でߏ成されています。日は12�人のอޢ者の方ʑ
がग़੮されました。
　役һձ・評ٞһձでは、2�19年の役һ人事、༧ࢉ等の৹ٞが行われました。
　૯ձの第 部̍では、ۄҪޙԉձձ長、࿇花学長のѫࡰにଓき、2�1�年のܾࢉใࠂがあり、
そのޙ、先に開催された役һձ・評ٞһձでঝೝされた2�19年役һ人事や༧ࢉ等にؔするઆ
明が行われました。
　第̎部では、Ҫ෭学長より学生生׆શൠについてのઆ明が行われました。学生Ξンέーτの
݁Ռใࠂ、またڧԽスϙーπΫラϒの׆ಈঢ়گ、վमしたࢪ設のհなͲがありました。
　また同日に、ଔ業生のอޢ者で৫される、帝塚山大学ϑΝミリーΫラϒ૯ձも開催されました。
学生৯ಊでのன৯ܜٳのޙޕ、ޙかΒはόスに分してڵ福ࣉを๚れました。ݟ学ձにはϑΝミ
リーΫラϒのօさんも合流。合ܭ1��名の参加者が̏つのグϧープに分かれて、ڵ福ࣉձؗに
おいて本学ಛผ٬һ教授をお務めいただいているଟढ़ө؏टによる法をഈௌして、中ۚಊ・
東ۚಊ・ࠃ宝ؗをݟ学するなͲ、本学อޢ者のօ༷のためのಛผプϩグラムで༗ҙٛな時間をա
ごしていただきました。
　参加者かΒは、「૯ձでもそのޙのઆ明ձでも、ࢠͲもたͪの༷ࢠが分かり良かったです」「ݟ
学ձに参加させていただくことで奈良の良さをり、奈良ࣗຫができるようになりました」なͲのײ
がدせΒれました。

「2��9年度ɹอऀޢ教ҭ࠙ஊձɾब৬આ໌ձ」Λ։͍࠵たし·͢

��݄2�ʢʣɹ��ɿ��ʙ��ɿ��
˙ 奈良ɾ౦ੜۨΩϟンύε
ʲձ 帝r塚山大学 奈良・東生駒キャンパス�2�1教 （ࣨ̒߸ؗ̎֊）および学部ผձ
ʲର 文r学部・人文学部ʗܦࡁܦӦ学部ʗࡁܦ学部ʗܦӦ学部ʗ法学部のอޢ者のօ༷

˙ 奈良ɾ学ԂલΩϟンύε
ʲձ 帝r塚山大学 奈良・学園લキャンパス1���2教 （ࣨ1�߸ؗ̒֊）および学科ผձ
ʲର 心r理学部ʗ現代生׆学部（৯ӫཆ学科・ۭॅډ間σβイン学科・こͲも学科）ʗ

教育学部のอޢ者のօ༷

ՃでಘらΕる̎ࢀ事ߦ ͭのϝϦット
ʮอऀޢ教育࠙ஊ会ʯͱʮอऀޢରब৬આ໌会ʯのࣄߦを̍ でମݧで͖ます。
౦ੜۨͱ学Ԃલの྆Ωϟϯύスͱಉ࣌͡ɾスケδϡーϧでࣄߦを࣮͍ͨࢪします。
教৬員ͱの報ަʹՃ͑ͯɺఆをಘͨ̐࣍学ੜʹΑΔϦΞϧなମ͕ݧௌ͚ます。

　本ձは、帝塚山大学ޙԉձのڠ力のもと、学生のम学ࢧԉをは͡め、ब職ࢧԉ、生ࢧ׆ԉ等
について、อޢ者のօ༷と教職һのަ流を通͡て学生一人ͻとりの大学でのご༷ࢠをえるととも
に、大学生׆શൠについて、理解をਂめていただくことを的として開催しています。

ԉ会૯会ޙ

ब৬આ໌会の様子

ΩϟϦΞηンλー৬һʹΑΔݸਓ໘ஊ

ଟのٻਓใΛσーλϕーεԽʹ
ΑΓӾཡՄ

ब৬ఆֶੜʹΑΔパωϧσィεカογϣン

ՖઌੜʹΑΔதۚಊのઆ໌ށ

શମ会Ͱ࿇Ֆֶのѫࡰ

࠙ஊ会Ͱの様子

�

�

ʤୈ１෦ʥอڭऀޢҭ࠙ஊձ
ड開࢝
学෦学Պผ説໌会͓よͼใަ会
学෦学Պผ࠙ஊ会
（ཱ৯ࣜܗのன৯ɺݸผ૬ஊΛ༧ఆ）
Ωϟンパスݟ学πアー（رऀのΈ）

ʤୈ̎෦ʥब৬આ໌ձ
શମ会開会
ब৬ߨԋ会（༰ݕ౼த）
ఆ学生ʹよΔパネルディスΧッγϣン
ऴ （ྃ༧ఆ）

จ 学 ෦
日 本 จ Խ 学 Պ

ݐ 設
ෆಈ࢈
 

Է ച

小 ച

小 ച

ۚ ༥

ۚ ༥

αーϏス

東ݐίーϙϨーシϣンࣜגձࣾ
ձࣾ福ホーϧσィングスࣜג
内֎ిࣜגػձࣾ
キンパイ事ࣜגձࣾ
ձࣾαステッΫࣜג
イζミϠࣜגձࣾ
大ࡕいͣみࢢຽ生ڠ׆同合
大和信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
日本༣ศࣜגձࣾ

日本Τスリーυࣜגձࣾ
ޫ༸ϝタϧテッΫࣜגձࣾ
ձ̸̘̼ࣾ̾ࣜג ̸̽ ͇
ձࣾΤϑ☲σィ☲シィ☲ϑϨンζ（４̂ࣜג ）
同合なΒίープڠ׆ຽ生ࢢ
奈良信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
ࡕձࣾτϤタϨンタリース大ࣜג
ηンτラϧܯඋอোࣜגձࣾ
日本Ϗϧίンࣜגձࣾ

東༸シϠッターࣜגձࣾ
所࡞Ҫۅձࣾࣜג
ձࣾδャパンϖーϧࣜג
ձࣾϤίϋϚタイϠδャパンࣜג
ࣾڹձࣾిࣜג
ෆೋిࣜגػձࣾ
大ࡕ信༻ۚݿ
ୠഅ信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
小山ࣜגձࣾ

Ҫଜグϧープࣜגձࣾ
ޫ༸αーϞシステムࣜגձࣾ
大ࡕ࢜業ࣜגձࣾ
ձࣾ日ࣜג
ۜ行ژձࣾࣜג
大ࡕシティ信༻ۚݿ
大和信༻ۚݿ
ձࣾαーϕイリαーチηンターࣜג
生駒ձٞ所
ඌϨンτΦーϧࣜגձࣾ

大和ϋスリϑΥームࣜגձࣾ
積和ෆಈؔ࢈ࣜגձࣾ
ձࣾίϩφࣜג
ݿձࣾॅ༑ࣜג
Ԭ三証݊ࣜגձࣾ
奈良ݝ業ڠ同合
ձࣾインテッΫιリϡーシϣンパϫーࣜג
リαーチݥอձࣾଛࣜג
パーιϧテンプスタッϑࣜגձࣾ
一ൠࣾஂ法人日本ࣗಈं࿈ （ໍ+"'）

Ҫଜグϧープࣜגձࣾ
ϊーϕϧ՛ࣜגձࣾ
ձࣾΞαώέータリングࣜג
ඌ家࢈業ࣜגձࣾ
近మリテーリングࣜגձࣾ
ձࣾϩッΫϑィーϧυࣜג
ձࣾ-&0$ࣜג
シμッΫスࣜגձࣾ
ձࣾグリーンϋスࣜג
ௗऔݝ（ެཱ学校ӫཆ職һ）

大和ϋス業ࣜגձࣾ
大和リースࣜגձࣾ
積ਫϋスリϑΥーム中日本ࣜגձࣾ
パφιχッΫリϑΥームࣜגձࣾ
ܳձࣾつΉΒࣜג
ݐձࣾ+ɽϑϩンτࣜג
務ళձࣾ一ࣜג
ձࣾࣜג
ίーφンݐ設ࣜגձࣾ
大ࢢࡕ教育ҕһձ（中学校家ఉ科教་）

奈良ݝ教育ҕһձ（小学校教་）	2
 
大ࡕ教育ҕһձ（小学校教་）	5

大ࢢࡕ教育ҕһձ（小学校教་）
教育ҕһձ（小学校教་）ژ
教育ҕһձ（小学校教་）ࢢژ
東ژ教育ҕһձ（小学校教་）	3

教育ҕһձ（小学校教་）ݝౡ
ԣࢢ教育ҕһձ（小学校教་）	2

奈良ࢢ役所（อ育教育࢜）
（࢜อ育）役所ࢢژ

パφιχッΫίンシϡーϚーϚーέティングࣜגձࣾ
近ـ労ಇۚݿ
大ࡕシティ信༻ۚݿ
奈良ݝ業ڠ同合
奈良ܯݝ本部
大ࡕܯ本部
本部ܯژ
ಙౡܯݝ本部
役所ࢢࣳ߳
Ӵলւ上ࣗӴୂࣗӴ一ൠީิ生

ෆಈ࢈
 
Է ച

αーϏス

 

Է ച

ۚ ༥

αーϏス

 

Է ച

ۚ ༥

 ใ

αーϏス

Է ച

ۚ ༥

ެ 務

৺ཧ学

ݐ 設
ෆಈ࢈
 
ӡ ༌

ۚ ༥

 ใ

αーϏス

 

小 ച

ҿ ৯

ެ 務

ݐ 設

ެ 務

ެ 務

จ Խ   学 Պ

生活学෦ݱ
৯ӫཆ学Պ デβΠン学Պۭؒॅډ ͜ど学Պ

ܦ ࡁ 学 ෦ ܦ Ӧ 学 ෦ ๏ 学 ෦

9ɿ�0～
10ɿ00～
10ɿ1�～

1�ɿ20～
1�ɿ�0～

1�ɿ�0～
1�ɿ�0～

12ɿ�0～

˞༰࣮ؒ࣌ࢪଳはม͢ߋΔ߹͕͋Γ·͢ɻਃࠐॻྨは�݄ʹ大ֶΑΓ͓ૹΓ͢Δ༧ఆͰ͢ɻ
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「
日
本
酒
発
祥
地
」と
し
て
の
奈
良

奈
良
学

  へ
の
招
待

　
本
作
は
ل
ݩ
લ
4
世
ل
に
Τ
ト
ル
リ
ア

の
ਆ
఼
で
用
い
ら
れ
た
テ
ラ
コ
ッ
タ
（
ૉ

ম
き
೪

）

の
メ
σ
ỿ
ー
サ
಄
০
ア
ン

テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク
ス
で
す
（
幅
ùþõø
ʷ
ߴ
さ
ù÷õü

ᶲ
）。
ア
ン
テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク
ス
は
、
ਆ
఼

の

ࠜ
נ
の

০
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
イ
タ
リ
ア
半
ౡ
中
෦
の

ࢢ
国
家
܈
で

あ
る
Τ
ト
ル
リ
ア
の
ਆ
఼
は


ݐ
ங
で

あ
り
、

ࠜ
に
は
テ
ラ
コ
ッ
タ

の

০

נ
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
テ
ィ

ϑ
ィ
ッ
ク
ス
に
は
Ϊ
リ
シ
ャ
ਆ
話
の
人
物

や
動
物
な
ど
༷
々
な
図
૾
が
ද
現
さ
れ
ま

す
が
、
本
作
に
は
メ
σ
ỿ
ー
サ
が
ද
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
メ
σ
ỿ
ー
サ
は
見
た
者
を
ੴ
に
ม
え
る

ঁ
ੑ
で
あ
り
、
こ
の
ア
ン
テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク

ス
が
ຐ
আ
け
の
た
め
に

ࠜ
に
০
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
本
作
と
΄
΅
ಉ
じ

時
期
、
中
国
戦
国
時
代
の
ԏ
で
も
ຐ
আ
け

を
意
図
し
て

ᰯ
と
い
う
ਆ
्
を
Ϟ
ν
ー

ϑ
に
し
た
נ
が
出
現
し
ま
す
。
Ϣ
ー
ラ
シ

ア
大

の
東

で
何
ら
か
の
ަ
流
が
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
作
は
古
代

Ϥ
ー
ϩ
ッ
パ
の
Ҩ
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ຐ
আ
け
の
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
日
本
の
َ

נ
の
ル
ー
π
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
ࢿ

ྉ
と
い
え
ま
す
。

　
奈
良
は
日
本
ञ
（
ਗ਼
ञ
）
の
発

地
で

あ
り
、
発

ਆ
話
で
知
ら
れ
る
大
ਆ
ਆ
社
、

中
世
に
今
に
つ
な
が
る
日
本
ञ


ٕ

ज़
の
ݪ
ܕ
を
生
み
出
し
た
正
ྐྵ
ࣉ
な
ど
、

日
本
ञ
発

を
め
͙
る
物
語
の
ๅ
ݿ
で

す
。
た
だ
し
、
奈
良
が
ओ
た
る
日
本
ञ

産
地
で
あ
っ
た
の
は
中
世
ま
で
で
、
ۙ

世
Ҏ
߱
は
一
転
し
て
Ϛ
イ
ナ
ー
な
産
地

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ۙ
年
、「
地
ञ
」
へ
の
ؔ
心
が
ߴ
ま
る

な
か
で
、
奈
良
の
日
本
ञ
も
時
代
の
「
追

い
෩
」
を
受
け
て
い
ま
す
。
生
産
ྔ
こ
そ

少
な
い
で
す
が
、
各
社
そ
れ
ͧ
れ
に
ݸ

ੑ
๛
か
で
、
し
か
も
発

地
と
い
う
ൈ

܈
の
物
語
ੑ
を
備
え
て
お
り
、
こ
の


が
時
代
の
χ
ー
ζ
に
合
க
し
て
い
ま
す
。

　
一
例
を
あ
͛
る
と
、
લ
出
の
正
ྐྵ
ࣉ

で
は
、
地
ݩ
の
ञ

業
者
や
行

、
大

学
と
の
࿈
ܞ
に
よ
り
、
中
世
の
画
期
的

な

法
（「

ఏ
㭧
」


り
）
が
෮
活
さ
れ
、

そ
の
後
、
県

ञ


業
各
社
が
こ
の

法

と
物
語
ੑ
を
存
分
に

生
か
し
た
商
品
を



・
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
例
は
、
現

代
社
会
の
χ
ー
ζ
を

的
確
に
と
ら
え
つ
つ
、

ྺ
࢙
の
ҋ
に
ຒ
も
れ

メ
デ
ュ
ー
サ
頭
飾

　ア
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ス

と
う
て
つ

た
จ
化
的
ࢿ
ݯ
を
۷
り
ى
こ
し
て
Ϗ
ジ

ネ
ス
に
転

さ
せ
た

例
と
い
え
る
で

し
Ỷ
う
。

清水 益治
（教育学部 教授）編集

Ͳͷཧղͱԉॿࢠ
ʢ৽uجຊอҭγϦʔζ��ʣ
中央法規出版　￥2,000+税

石田 慎二
（教育学部 教授）分担執筆

ԉࢧҭͯࢠ
ʢ৽uجຊอҭγϦʔζ��ʣ
中央法規出版　￥2,000+税

姜　聖淑
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άϩʔόϧŋπʔϦζϜ
中央経済社　￥2,600+税

川口 洋
（文学部 教授）著

ۙੈԼֆਤͷ
ੳŋ(*4ੳ؍ܠ
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就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「日本食を世界に広げる」海苔をアメリカ・メキシコで製造販売

　
現
在
、
海
苔
メ
ー
カ
ー
で
ア
メ
リ
カ
工
場

の
副
社
長
、
メ
キ
シ
コ
工
場
の
社
長
を
し
て

い
ま
す
。
日
本
・
中
国
・
韓
国
で
仕
入
れ
た

乾
海
苔
を
各
工
場
で
加
工
し
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
か
ら
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
興
味
が
あ
り
、

海
外
勤
務
が
可
能
な
会
社
を
志
望
し
ま
し
た
。

初
め
て
就
職
し
た
会
社
で
は
、
い
わ
ゆ
る

ス
ー
パ
ー
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
に
配
属
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
魚
を
切
っ
た
こ
と
が
な
い

私
が
、
ひ
た
す
ら
魚
と
格
闘
す
る
毎
日
で
し

た
。
こ
の
下
積
み
時
代
を
乗
り
切
れ
た
の
も
、

海
外
に
出
た
い
、
日
本
食
を
世
界
に
広
め
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
た
だ
単
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
単
純
作
業
で
も
い
か
に
効
率

を
良
く
す
る
か
、
改
善
す
る
か
を
考
え
な
が

ら
取
り
組
む
大
切
さ
を
こ
の
時
に
学
び
ま
し

た
。
4
年
後
、
夢
が
叶
い
上
海
勤
務
と
な
り

ま
し
た
が
3
年
後
に
倒
産
、
今
の
会
社
に
転

職
し
99
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
駐
在
し
て
い
ま

す
。

　
2
0
1
3
年
に
は
J
R
A
（
一
般
社
団
法

人 

国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
）
よ
り
、

永
年
に
亘
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
さ
れ
、
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
米
国
で
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
勤
務
を
し
て
い
る
と
言
語
の
問
題
に

つ
い
て
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
学
生
時
代
か

ら
海
外
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
正
直
語
学

が
苦
手
だ
っ
た
私
が
、
結
果
的
に
中
国
語
・

英
語
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
流

暢
に
話
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
意
思
疎
通

が
目
的
で
、
い
わ
ゆ
る
道
具
と
し
て
の
語
学

で
あ
り
、
現
地
で
追
い
込
ま
れ
れ
ば
半
年
で

な
ん
と
か
な
る
も
の
で
す
。
言
語
の
問
題
よ

り
ま
ず
は
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
諺
に
も
あ
り
ま
す
が
、
何
事
も
3
年

間
頑
張
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。

　
私
は
学
生
時
代
に
、
大
学
祭
実
行
委
員
会

で
委
員
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後

の
社
会
人
生
活
に
も
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

当
時
の
先
輩
・
後
輩
の

縦
の
つ
な
が
り
は
い
ま

で
も
強
く
、
大
切
な
仲

間
で
あ
り
私
に
と
っ
て

「
我
が
家
」
の
よ
う
な
存

在
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ

れ
か
ら
の
学
生
生
活
に

お
い
て
、
是
非
視
野
を

広
く
持
っ
て
、
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
興
味

が
あ
る
も
の
を
見
つ
け

て
「
行
動
」
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
必
ず
新
し
い

世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。

𡌛𡌛𡌛𡌛さん
ۀ学Պɹ1992年�月ଔࡁܦ学෦ɹࡁܦ
5BLBPLBZB�64"�JOD�h 7JDF�1SFTJEFOU
5BLBPLBZB�.FYJDP�4�"�EF�$�7���h 1SFTJEFOU

菅野𡌛愛実さん（旧姓＝津山）
๏学෦ɹ๏学Պɹ201�年�月ଔۀ

奈良ܯॺ�生活҆શ՝ɹۈ

卒業生

あらゆる事案に対応できる警察官を目指して日々奮闘中

　
私
の
所
属
す
る
生
活
安
全
課
で
は
、
少
年

の
健
全
育
成
や
防
犯
活
動
、
古
物
な
ど
の
許

認
可
業
務
な
ど
幅
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
事
件
係
に
配
属
さ
れ
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
違
反

等
、
条
例
や
特
別
法
の
事
件
捜
査
を
し
て
い

ま
す
。
配
属
当
初
は
、
初
め
て
聞
く
法
律
も

多
く
、
そ
の
一
つ
に
、
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
を
使
っ
て
、
と
あ
る
有
名
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
無
断
で
使
用
し
た
商
品
を
販
売
し

た
と
い
う
、
商
標
法
違
反
に
あ
た
る
事
件
を

捜
査
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
法
律
の
本
や

過
去
の
書
類
を
読
む
な
ど
、
係
の
中
で
た
く

さ
ん
話
合
い
な
が
ら
進
め
た
事
件
で
し
た
の

で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
学
時
代
に
奈
良
県
警
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
あ
っ
ぷ
り
け
戦
隊
！
奈
良
ま

も
り
た
い
」
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
生
活

安
全
課
の
警
察
官
の
方
と
直
接
お
話
す
る
機

会
が
増
え
、
私
が
抱
い
て
い
た
警
察
官
の
怖

そ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な
り
、
犯
罪

を
無
く
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
一
緒
に
働
き
た
い
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
、
防
犯
活
動
の
活
発
化
が
犯
罪
抑
止

に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
り
、
生
活
安
全
課
の

警
察
官
を
志
望
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
防
犯

活
動
だ
け
で
な
く
、
罪
を
犯
し
た
被
疑
者
を

検
挙
し
更
生
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯

罪
抑
止
活
動
の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
当
直
体

制
中
は
少
人
数
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
生
活
安
全
課
の
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
対

応
で
き
る
警
察
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
公
務
員
試
験
は
、
試
験
勉
強
な
ど
の
準
備

期
間
も
含
め
る
と
、
一
般
企
業
に
比
べ
て
長

期
間
に
亘
り
ま
す
。
周
り
の
友
人
が
就
職
先

を
決
め
て
い
く
中
で
、
一
人
で
戦
っ
て
い
く

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
私
の
場
合
、
筆
記
試
験
は
、
大
学
の
図
書

館
で
何
時
ま
で
と
時
間
を
決
め
て
問
題
を
解

き
続
け
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
翌
日

に
大
学
の
先
生
へ
質
問
に
い
く
サ
イ
ク
ル
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
面
接
対
策
は
、
大
学
の

授
業
で
よ
り
多
く
の
先
生
に
見
て
も
ら
い
意

見
を
聞
く
方
法
で
対
策
し
ま
し
た
。
特
に
、

自
分
の
面
接
練
習
を
し
て
い
る
姿
を
動
画
で

撮
影
し
て
も
ら
い
、
後
で
確
認
す
る
方
法
が

と
て
も
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
公
務
員
試
験
だ
け
で
な
く
、
一
般

企
業
の
試
験
も
た
く
さ
ん
受
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
公
務
員
試
験
の
練
習
に
も
な
り
、

他
に
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
る
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
公
務
員
試
験
に
挑
め
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
就
活
の
進
め
方
は
、
人
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
合
う
か
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
早
く

見
つ
け
て
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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「
日
本
酒
発
祥
地
」と
し
て
の
奈
良

奈
良
学

  へ
の
招
待

　
本
作
は
ل
ݩ
લ
4
世
ل
に
Τ
ト
ル
リ
ア

の
ਆ
఼
で
用
い
ら
れ
た
テ
ラ
コ
ッ
タ
（
ૉ

ম
き
೪

）

の
メ
σ
ỿ
ー
サ
಄
০
ア
ン

テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク
ス
で
す
（
幅
ùþõø
ʷ
ߴ
さ
ù÷õü

ᶲ
）。
ア
ン
テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク
ス
は
、
ਆ
఼

の

ࠜ
נ
の

০
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
イ
タ
リ
ア
半
ౡ
中
෦
の

ࢢ
国
家
܈
で

あ
る
Τ
ト
ル
リ
ア
の
ਆ
఼
は


ݐ
ங
で

あ
り
、

ࠜ
に
は
テ
ラ
コ
ッ
タ

の

০

נ
が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ア
ン
テ
ィ

ϑ
ィ
ッ
ク
ス
に
は
Ϊ
リ
シ
ャ
ਆ
話
の
人
物

や
動
物
な
ど
༷
々
な
図
૾
が
ද
現
さ
れ
ま

す
が
、
本
作
に
は
メ
σ
ỿ
ー
サ
が
ද
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
メ
σ
ỿ
ー
サ
は
見
た
者
を
ੴ
に
ม
え
る

ঁ
ੑ
で
あ
り
、
こ
の
ア
ン
テ
ィ
ϑ
ィ
ッ
ク

ス
が
ຐ
আ
け
の
た
め
に

ࠜ
に
০
ら
れ
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
本
作
と
΄
΅
ಉ
じ

時
期
、
中
国
戦
国
時
代
の
ԏ
で
も
ຐ
আ
け

を
意
図
し
て

ᰯ
と
い
う
ਆ
्
を
Ϟ
ν
ー

ϑ
に
し
た
נ
が
出
現
し
ま
す
。
Ϣ
ー
ラ
シ

ア
大

の
東

で
何
ら
か
の
ަ
流
が
あ
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
作
は
古
代

Ϥ
ー
ϩ
ッ
パ
の
Ҩ
物
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ຐ
আ
け
の
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
日
本
の
َ

נ
の
ル
ー
π
を
知
る
う
え
で
も
重
要
な
ࢿ

ྉ
と
い
え
ま
す
。

　
奈
良
は
日
本
ञ
（
ਗ਼
ञ
）
の
発

地
で

あ
り
、
発

ਆ
話
で
知
ら
れ
る
大
ਆ
ਆ
社
、

中
世
に
今
に
つ
な
が
る
日
本
ञ


ٕ

ज़
の
ݪ
ܕ
を
生
み
出
し
た
正
ྐྵ
ࣉ
な
ど
、

日
本
ञ
発

を
め
͙
る
物
語
の
ๅ
ݿ
で

す
。
た
だ
し
、
奈
良
が
ओ
た
る
日
本
ञ

産
地
で
あ
っ
た
の
は
中
世
ま
で
で
、
ۙ

世
Ҏ
߱
は
一
転
し
て
Ϛ
イ
ナ
ー
な
産
地

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ۙ
年
、「
地
ञ
」
へ
の
ؔ
心
が
ߴ
ま
る

な
か
で
、
奈
良
の
日
本
ञ
も
時
代
の
「
追

い
෩
」
を
受
け
て
い
ま
す
。
生
産
ྔ
こ
そ

少
な
い
で
す
が
、
各
社
そ
れ
ͧ
れ
に
ݸ

ੑ
๛
か
で
、
し
か
も
発

地
と
い
う
ൈ

܈
の
物
語
ੑ
を
備
え
て
お
り
、
こ
の


が
時
代
の
χ
ー
ζ
に
合
க
し
て
い
ま
す
。

　
一
例
を
あ
͛
る
と
、
લ
出
の
正
ྐྵ
ࣉ

で
は
、
地
ݩ
の
ञ

業
者
や
行

、
大

学
と
の
࿈
ܞ
に
よ
り
、
中
世
の
画
期
的

な

法
（「

ఏ
㭧
」


り
）
が
෮
活
さ
れ
、

そ
の
後
、
県

ञ


業
各
社
が
こ
の

法

と
物
語
ੑ
を
存
分
に

生
か
し
た
商
品
を



・
販
売
し
て
い
ま

す
。
こ
の
例
は
、
現

代
社
会
の
χ
ー
ζ
を

的
確
に
と
ら
え
つ
つ
、

ྺ
࢙
の
ҋ
に
ຒ
も
れ

メ
デ
ュ
ー
サ
頭
飾

　ア
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
ス

と
う
て
つ

た
จ
化
的
ࢿ
ݯ
を
۷
り
ى
こ
し
て
Ϗ
ジ

ネ
ス
に
転

さ
せ
た

例
と
い
え
る
で

し
Ỷ
う
。
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谷 美奈
（全学教育開発センター 准教授）共著

දݱͱڭཆ
εΩϧॏࢹͰͳ͍
ॳڭ࣍ҭͷ୳ٻ
ナカニシヤ出版　￥2,700+税

河口充勇
（文学部 教授）著

֮੧͞ΕΔਓͱͷهԱ�
ʮγϦίϯόϨʔʯͷ
ϧʔπ୳͠
風響社　￥2,500+税

清水 婦久子
（文学部 教授）監修・編集

͔ΔͨͰֶͿࢯݯޠ
帝塚山大学出版会　
￥1,130+税

高田照世
（文学部 教授）編集

ಸྑࢁཬͷੜ׆ਤࢽ
帝塚山大学出版会　
￥4,400+税

西山　厚
（客員教授）著

Γͩ͢ಸྑ�;ͨͨͼޠ
株式会社ウェッジ
￥1,500+税

Teachers’ Publicationsຊֶڭһͷࣥචਤॻհ

就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

就
職
活
動
に
臨
む

　
　後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「日本食を世界に広げる」海苔をアメリカ・メキシコで製造販売

　
現
在
、
海
苔
メ
ー
カ
ー
で
ア
メ
リ
カ
工
場

の
副
社
長
、
メ
キ
シ
コ
工
場
の
社
長
を
し
て

い
ま
す
。
日
本
・
中
国
・
韓
国
で
仕
入
れ
た

乾
海
苔
を
各
工
場
で
加
工
し
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
を
中
心
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
か
ら
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
に
興
味
が
あ
り
、

海
外
勤
務
が
可
能
な
会
社
を
志
望
し
ま
し
た
。

初
め
て
就
職
し
た
会
社
で
は
、
い
わ
ゆ
る

ス
ー
パ
ー
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
に
配
属
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
一
度
も
魚
を
切
っ
た
こ
と
が
な
い

私
が
、
ひ
た
す
ら
魚
と
格
闘
す
る
毎
日
で
し

た
。
こ
の
下
積
み
時
代
を
乗
り
切
れ
た
の
も
、

海
外
に
出
た
い
、
日
本
食
を
世
界
に
広
め
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
た
だ
単
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
単
純
作
業
で
も
い
か
に
効
率

を
良
く
す
る
か
、
改
善
す
る
か
を
考
え
な
が

ら
取
り
組
む
大
切
さ
を
こ
の
時
に
学
び
ま
し

た
。
4
年
後
、
夢
が
叶
い
上
海
勤
務
と
な
り

ま
し
た
が
3
年
後
に
倒
産
、
今
の
会
社
に
転

職
し
99
年
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
駐
在
し
て
い
ま

す
。

　
2
0
1
3
年
に
は
J
R
A
（
一
般
社
団
法

人 

国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
）
よ
り
、

永
年
に
亘
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
業
界
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
評
価
さ
れ
、
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
米
国
で
の
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
海
外
勤
務
を
し
て
い
る
と
言
語
の
問
題
に

つ
い
て
よ
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。
学
生
時
代
か

ら
海
外
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
正
直
語
学

が
苦
手
だ
っ
た
私
が
、
結
果
的
に
中
国
語
・

英
語
と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
流

暢
に
話
す
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
意
思
疎
通

が
目
的
で
、
い
わ
ゆ
る
道
具
と
し
て
の
語
学

で
あ
り
、
現
地
で
追
い
込
ま
れ
れ
ば
半
年
で

な
ん
と
か
な
る
も
の
で
す
。
言
語
の
問
題
よ

り
ま
ず
は
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
諺
に
も
あ
り
ま
す
が
、
何
事
も
3
年

間
頑
張
れ
ば
出
来
な
い
こ
と
は
決
し
て
あ
り

ま
せ
ん
。

　
私
は
学
生
時
代
に
、
大
学
祭
実
行
委
員
会

で
委
員
長
を
務
め
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
後

の
社
会
人
生
活
に
も
非
常
に
役
立
ち
ま
し
た
。

当
時
の
先
輩
・
後
輩
の

縦
の
つ
な
が
り
は
い
ま

で
も
強
く
、
大
切
な
仲

間
で
あ
り
私
に
と
っ
て

「
我
が
家
」
の
よ
う
な
存

在
で
す
。
皆
さ
ん
も
こ

れ
か
ら
の
学
生
生
活
に

お
い
て
、
是
非
視
野
を

広
く
持
っ
て
、
色
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
興
味

が
あ
る
も
の
を
見
つ
け

て
「
行
動
」
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
必
ず
新
し
い

世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。

𡌛𡌛𡌛𡌛さん
ۀ学Պɹ1992年�月ଔࡁܦ学෦ɹࡁܦ
5BLBPLBZB�64"�JOD�h 7JDF�1SFTJEFOU
5BLBPLBZB�.FYJDP�4�"�EF�$�7���h 1SFTJEFOU

菅野𡌛愛実さん（旧姓＝津山）
๏学෦ɹ๏学Պɹ201�年�月ଔۀ

奈良ܯॺ�生活҆શ՝ɹۈ

卒業生紹介紹介

あらゆる事案に対応できる警察官を目指して日々奮闘中

　
私
の
所
属
す
る
生
活
安
全
課
で
は
、
少
年

の
健
全
育
成
や
防
犯
活
動
、
古
物
な
ど
の
許

認
可
業
務
な
ど
幅
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
事
件
係
に
配
属
さ
れ
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
や
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
違
反

等
、
条
例
や
特
別
法
の
事
件
捜
査
を
し
て
い

ま
す
。
配
属
当
初
は
、
初
め
て
聞
く
法
律
も

多
く
、
そ
の
一
つ
に
、
ネ
ッ
ト
の
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
サ
イ
ト
を
使
っ
て
、
と
あ
る
有
名
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
無
断
で
使
用
し
た
商
品
を
販
売
し

た
と
い
う
、
商
標
法
違
反
に
あ
た
る
事
件
を

捜
査
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
法
律
の
本
や

過
去
の
書
類
を
読
む
な
ど
、
係
の
中
で
た
く

さ
ん
話
合
い
な
が
ら
進
め
た
事
件
で
し
た
の

で
、
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
大
学
時
代
に
奈
良
県
警
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
あ
っ
ぷ
り
け
戦
隊
！
奈
良
ま

も
り
た
い
」
に
参
加
し
て
い
た
の
で
、
生
活

安
全
課
の
警
察
官
の
方
と
直
接
お
話
す
る
機

会
が
増
え
、
私
が
抱
い
て
い
た
警
察
官
の
怖

そ
う
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
な
く
な
り
、
犯
罪

を
無
く
し
た
い
と
い
う
熱
意
を
感
じ
た
こ
と

か
ら
、
一
緒
に
働
き
た
い
思
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
、
防
犯
活
動
の
活
発
化
が
犯
罪
抑
止

に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
り
、
生
活
安
全
課
の

警
察
官
を
志
望
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
防
犯

活
動
だ
け
で
な
く
、
罪
を
犯
し
た
被
疑
者
を

検
挙
し
更
生
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
犯

罪
抑
止
活
動
の
方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
当
直
体

制
中
は
少
人
数
で
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
生
活
安
全
課
の
あ
ら
ゆ
る
事
案
に
対

応
で
き
る
警
察
官
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
公
務
員
試
験
は
、
試
験
勉
強
な
ど
の
準
備

期
間
も
含
め
る
と
、
一
般
企
業
に
比
べ
て
長

期
間
に
亘
り
ま
す
。
周
り
の
友
人
が
就
職
先

を
決
め
て
い
く
中
で
、
一
人
で
戦
っ
て
い
く

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

　
私
の
場
合
、
筆
記
試
験
は
、
大
学
の
図
書

館
で
何
時
ま
で
と
時
間
を
決
め
て
問
題
を
解

き
続
け
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
は
翌
日

に
大
学
の
先
生
へ
質
問
に
い
く
サ
イ
ク
ル
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
面
接
対
策
は
、
大
学
の

授
業
で
よ
り
多
く
の
先
生
に
見
て
も
ら
い
意

見
を
聞
く
方
法
で
対
策
し
ま
し
た
。
特
に
、

自
分
の
面
接
練
習
を
し
て
い
る
姿
を
動
画
で

撮
影
し
て
も
ら
い
、
後
で
確
認
す
る
方
法
が

と
て
も
役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
公
務
員
試
験
だ
け
で
な
く
、
一
般

企
業
の
試
験
も
た
く
さ
ん
受
け
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
公
務
員
試
験
の
練
習
に
も
な
り
、

他
に
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
る
と
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
公
務
員
試
験
に
挑
め
る
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
就
活
の
進
め
方
は
、
人
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
や
り
方
が
合
う
か
は
違
う
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
サ
イ
ク
ル
を
早
く

見
つ
け
て
乗
り
切
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
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の
写
真
講
座
で
も
数
多
く
講
師
を
つ
と
め
る
な
ど
人

気
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
。

　
講
習
会
の
前
半
は
や
ま
ぐ
ち
さ
ん
か
ら
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を
き
れ
い
に
撮

影
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
後
半
は

実
践
編
と
し
て
「
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」
を
出
て
実
際
に

キ
ャ
ン
パ
ス
の
撮
影
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
皆
、
講
義
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
そ
う
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
思
い
思
い
の

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
写
真
に
つ
い
て
、
講
習
会
の
最
後
に
は
や
ま

ぐ
ち
さ
ん
が
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
、
プ
ロ
の

視
点
で
講
評
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
予
定
し
て
い

た
1
時
間
半
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
学
生
か
ら
の
質

問
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
の
姿
に

大
変
刺
激
を
受
け
た
様
子

で
し
た
。

５
月
øý
日

修
学
旅
行
の
受
入
れ

　
福
知
山
市
立
六
人
部
小

学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
修

学
旅
行
で
奈
良
・
東
生
駒

キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

で
は
、
定
員
3
0
0
名
を

超
え
る
大
教
室
や
図
書
館

を
見
学
し
た
の
ち
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
学
習
と

瓦
の
博
物
館
見
学
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
学

の
学
び
に
触
れ
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　４月21日、奈良・学園લキャンパスにおいて、第13回あかね祭（৽ೖ生ܴձ）を開催しました。
ձにӋたࣾ」、ͪ࣋をر年のテーϚは「未དྷӋた͚」。これは、৽ೖ生がকདྷのເやࠓ
͚るよう」という、ྭましのҙຯがࠐめΒれています。これかΒ直面する༷ʑなࢼ࿅や՝なͲの
นをܰʑとりӽえてい͚るようなӋをつ͚て、ཱなࣾձ人になって΄しいというあかね祭࣮行
ҕһձかΒのϝッηーδとなっています。
　日は、学生・教職һ・Ҭの方ʑがଟདྷされわいました。「おসいライϒ」や#*/(0大ձ、
ٖళなͲ༷ʑな催しが行われ、ޙ࠷を০るμンスαーΫϧによるパϑΥーϚンスでは、৽ೖ生に
。にแまれましたていμンスが൸࿐され、大きなഥखと͚
　同日に開催された帝塚山短期大学ホームカミングσーでは、ଟくのଔ業生たͪが๚れ、ަچを
Թめていました。

　̒月2�日ŋ21日の̎日間にわたり、࢈学࿈
携学ձ第17回大ձ 奈良大ձを、奈良ݝ文Խ
ձؗで開催しました。大ձには、5��人を
える࢈学の学ࣝݧܦ者や࣮務家が一ಊに
ձして、࢈学࿈携にؔする՝についてҙݟ
をަし合い、࢈学࿈携の࠷৽࣮ྫや理
についてനしたٞがల開されました。

࢈上やҬ学࿈携従事者の力࢈、年で17回をえる本学ձはࠓ　
学࿈携׆ಈの૯合的ࢧԉを的に࣮ࢪするもので、近ݍـでは初の
開催となります。また、私ཱ大学が大ձ事務ہを務めるのもࠓ回が初め
てのことです。
　これまでҩ学や学なͲの理系分野にภりがͪだった࢈学࿈携におい

ఇṂࢁNEWS & TOPICS
４
月
１
日

第
üý
回
帝
塚
山
大
学
入
学
式
、

第
úø
回
帝
塚
山
大
学
大
学
院
入
学
式
を
挙
行

　
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
講
堂
に
お

い
て
二
部
制
で
行
わ
れ
、
第
一
部
で
文
学
部
、

経
済
経
営
学
部
、
法
学
部
、
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
、
第
二
部
で
心
理
学
部
、
現
代
生
活
学
部
、

教
育
学
部
、
大
学
院

心
理
科
学
研
究
科

の
入
学
式
を
挙
行
、

1
0
0
3
名
の
新
た

な
帝
塚
山
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
メ
ン
バ
ー
を

迎
え
入
れ
ま
し
た
。

式
場
の
内
外
で
は
記

念
撮
影
を
行
う
新
入

生
と
ご
家
族
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
８
日

「
帝
塚
山
大
学
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」連
動
企
画

「
フ
ォ
ト
講
習
会
」を
開
催

　
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」
で

「
フ
ォ
ト
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、「
第
2
回
帝
塚
山
大
学
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
連
動
企
画
と
し
て
、「
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞
を
め
ざ
そ
う
！
実
践
写

真
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
初
級
編
）」
を
テ
ー
マ
に

行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
本
学
経
営
情
報
学
部

卒
業
生
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
や
ま
ぐ
ち
千
予

さ
ん
を
お
招
き
し
、
実
践
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
ま
ぐ

ち
さ
ん
は
企
業
広
告
を
主
に
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、

人
物
の
撮
影
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
方
面
で

6
月
8
日
・
9
日

【
食
物
栄
養
学
科
】イ
オ
ン「
大
和
郡
山
フ
ェ
ア
」

4
大
学
対
抗
ピ
ザ
バ
ト
ル
で
最
優
秀
賞
受
賞
！

　
大
和
郡
山
市
、石
釜
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
&
B
A
R
サ
ン

プ
ー
ペ
ー（
大
和
郡
山
市
）
と
奈
良
県
内
の
管
理
栄
養

士
養
成
課
程（
帝
塚
山
大
学
・
畿
央
大
学
・
近
畿
大
学
・

奈
良
女
子
大
学
）
の
学
生
で
構
成
さ
れ
た
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
」
は
、
大
和

の
伝
統
野
菜
「
大
和
丸
な
す
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
和

郡
山
産
野
菜
を
使
用
し
た
ピ
ザ
を
共
同
開
発
し
ま
し

た
。

　
6
月
8
・
9
日
に
イ
オ
ン
大
和
郡
山
店
「
大
和
郡
山

フ
ェ
ア
」
に
お
い
て
、
4
大
学
対
抗
ピ
ザ
バ
ト
ル
と
し

て
、大
和
野
菜
の
使
用
度
、見
た
目
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
栄
養
価
、
作
り
や
す
さ
、
当
日
の
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
を
も
と
に
審
査
さ

れ
ま
し
た
。
帝
塚
山
大
学

は
「
和
風
と
カ
レ
ー
の
コ

ラ
ボ
パ
リ
ッ
と
も
っ
ち
も

ち
ピ
ザ
」
で
参
戦
。
見
事
、

最
優
秀
賞
を
獲
得
、
昨
年

度
に
続
く
連
覇
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6
月
ùø
日

「
M
O
S
／
A
C
A�

世
界
学
生
大
会
2
0
1
9
」

に
お
い
て
本
学
学
生
2
名
が
入
賞

　「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
東
京
都
千
代
田
区
）

で「
M
O
S
／
A
C
A 

世

界
学
生
大
会
2
0
1
9
」

入
賞
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
学
か
ら
は
、
現
代
生

活
学
部
居
住
空
間
デ
ザ
イ

ン
学
科
4
年
の
杉
田
智
也

さ
ん
が
A
C
A
世
界
大
会

で
、
心
理
学
部
心
理
学
科

2
年
道
井
賢
勇
さ
ん
が

行
し
た
も
の
で
す
。

　
寄
贈
式
で
は
、
並
河
天
理
市
長
か
ら
感
謝
状

を
手
渡
さ
れ
た
蓮
花
学
長
が
「
研
究
と
教
育
で

地
域
に
貢
献
す
る

「
実
学
の
帝
塚
山
大

学
」
と
し
て
、
天
理

市
と
は
今
後
も
良
い

関
係
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
、
市

長
と
高
田
教
授
と
と

も
に
本
を
手
に
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

6
月
５
日

一
般
社
団
法
人
総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
D
A
S
）

の
主
催
す
る
毎
日･D
A
S
学
生
デ
ザ
イ
ン
賞
大
学
生

の
部„
金
の
卵
賞“
に
、
現
代
生
活
学
部�

居
住
空
間

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
入
賞

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
部
門
は
①
小
野
嘉
仁
さ
ん

（
遊
ん
で
学
べ
る
地
震
対
策
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）、

②
稲
葉
侑
美
さ
ん
（
日
本
伝
統
文
様
か
る
た
）、

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門
は
③
芦
高
真
由
佳
さ
ん
（
子

供
の
知
育
玩
具
）、④
厚
ヶ
瀬
博
さ
ん
（
避
難
所

に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
緩
和
空
間
）
の
４
名
が
学

び
を
生
か
し
た
作
品
で
入
賞
し
ま
し
た
。

５
月
ùú
日

こ
ど
も
学
科
4
年
の
小
林
華
奈
江
さ
ん
が
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良
ま
ほ
ろ
ば

2
0
1
9
年
度
女
子
大
学
院
生
・
女
子
大
学
生

奨
学
金
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞

　
現
代
生
活
学
部
こ
ど
も
学
科
（
現
：
教
育
学
部
こ
ど

も
教
育
学
科
）
4
年
の
小
林
華
奈
江
さ
ん
が
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良
‐
ま
ほ
ろ
ば
の
2
0
1
9
年
度
女

子
大
学
院
生
・
女
子
大
学
生
奨
学
金
ク
ラ
ブ
賞
を
受

賞
し
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
授
与
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
実
業
界
で
活
躍
す
る

女
性
、
専
門
職
に
従
事
す
る
女
性
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
奉
仕
組
織
で
、
地
域
社
会
と
世
界
中
で
女
性
と
女

児
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
賞
は
、
将
来
、
社
会
に

貢
献
し
得
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
小
林
さ
ん
の
学

業
に
臨
む
姿
勢
や
小
論
文

の
内
容
が
評
価
さ
れ
こ
の

た
び
の
受
賞
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

５
月
ú÷
日

帝
塚
山
大
学
出
版
会
発
行『
奈
良
山
里
の
生
活
図
誌
』

を
天
理
市
お
よ
び
天
理
市
教
育
委
員
会
に
寄
贈

　
本
学
出
版
会
発
行
の
『
奈
良
山
里
の
生
活
図
誌
』
を

天
理
市
お
よ
び
天
理
市
教
育
委
員
会
に
20
冊
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
同
書
は
、
天
理
市
福
住
で
生
ま
れ
育
っ
た
永
井
清

繁
氏
が
昔
を
回
想
し
て
描
い
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和

30
年
代
ま
で
の
暮
ら
し
や
年
中
行
事
な
ど
が
解
説
原

稿
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「『
帝
塚
山
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』の
構
築
に
よ
る
学
際
的『
奈
良
学
』

研
究
の
推
進
」
の
成
果
と
し
て
、
民
俗
宗
教
を
専
門
と

し
て
福
住
の
民
俗
調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
本
学
文
学

部
日
本
文
化
学
科
の
高
田
照
世
教
授
が
編
集
し
、
刊

な
ら

第��回͔͋Ͷࡇʢ৽ೖੜܴձʣΛ開催͠·ͨ͠

M
O
S
世
界
大
会（
ワ
ー
ド
）で
入
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
延
べ
7
万
1
千
人
を
超
え
る
学
生
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
中
か
ら
、
入
賞
者
75
名
に
選
ば
れ
る
の
は

た
い
へ
ん
快
挙
で
あ
り
、
非
常
に
狭
き
門
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

７
月
øù
日

平
成
ú÷
年
度
　
課
外
活
動
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
団
体
賞
で
は
、
優
秀
賞
に
硬
式
野
球
部（
阪
神
大
学

野
球
連
盟
新
人
戦
3
位
、
春
季
2
部
東
リ
ー
グ
戦
優
勝
、

秋
季
2
部
東
リ
ー
グ
戦
優
勝
）、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部（
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
秋
季
2
部

リ
ー
グ
戦
優
勝
）、
敢
闘
賞
に
ラ
グ
ビ
ー
部（
関
西
大

学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
大
学
ラ
グ
ビ
ー
C

リ
ー
グ
2
位
）、
努
力
賞
に
レ
ス
リ
ン
グ（
西
日
本
学

生
秋
季
リ
ー
グ
戦
3
位
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
賞
で
は
12
名
が
表
彰
さ
れ
、
優
秀
賞
に
レ
ス
リ

ン
グ
部
か
ら
中
村
晟
笙
さ
ん
、
藤
井
瀬
名
さ
ん
、
硬
式

野
球
部
か
ら
松
本
大
地
さ
ん
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

か
ら
堀
田
い
づ
み
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

敢
闘
賞
に
硬
式
野
球
部
か
ら
北
口
進
之
佑
さ
ん
、
安
井 

将
太
さ
ん
、日
比
涼
介
さ
ん
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
か

ら
植
村
春
菜
さ
ん
、
中
野

樹
里
さ
ん
、
ラ
グ
ビ
ー
部

か
ら
西
ケ
谷
達
哉
さ
ん
、

増
田
勝
紀
さ
ん
、
な
ぎ
な

た
か
ら
山
下
大
輝
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
学
生
生
活
担
当
の
向
井

副
学
長
か
ら
、
今
後
も
一

層
努
力
し
て
本
学
ク
ラ
ブ

活
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
学
生
ら
を
鼓

舞
し
ま
し
た
。

ͨ͠·ͱͯ͠開催͠ہࣄձ第��回େձಸྑେձΛຊֶ͕େձֶܞ࿈ֶ࢈
て、ࣾձ科学や人文学なͲの ࢹをऔりೖれる重ཁੑかΒも、文系૯
合大学である本学が中心となって「Φーϧ奈良ݝ」での開催が࣮現した
ことは、奈良ݝ にお͚る࢈学࿈携のల開や科学ٕज़のࣾձ࣮にも大
きなҙຯを࣋つとݴえます。
　本大ձでは本学教һによるΦーΨφイζυηッシϣンや口಄ൃදの΄
か、本学の学生も「4#* '9τϨーυとの࢈学࿈携に よるۚ༥リテラシー
教育」についての事ྫ
հにઓし、学ࣝ 
者や࣮務家なͲのݧܦ
ઐ家をલにಊʑのプ
Ϩθンテーシϣンを行
いました。

4
月

5
月

6
月

7
月

①
②

③
④
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の
写
真
講
座
で
も
数
多
く
講
師
を
つ
と
め
る
な
ど
人

気
の
カ
メ
ラ
マ
ン
で
す
。

　
講
習
会
の
前
半
は
や
ま
ぐ
ち
さ
ん
か
ら
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
真
を
き
れ
い
に
撮

影
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
後
半
は

実
践
編
と
し
て
「
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」
を
出
て
実
際
に

キ
ャ
ン
パ
ス
の
撮
影
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
た
ち
は
皆
、
講
義
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
そ
う
と
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
思
い
思
い
の

キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
ら
の
写
真
に
つ
い
て
、
講
習
会
の
最
後
に
は
や
ま

ぐ
ち
さ
ん
が
参
加
者
一
人

ひ
と
り
に
対
し
、
プ
ロ
の

視
点
で
講
評
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
予
定
し
て
い

た
1
時
間
半
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
が
、

参
加
し
た
学
生
か
ら
の
質

問
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、

業
界
の
第
一
線
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
卒
業
生
の
姿
に

大
変
刺
激
を
受
け
た
様
子

で
し
た
。

５
月
øý
日

修
学
旅
行
の
受
入
れ

　
福
知
山
市
立
六
人
部
小

学
校
の
生
徒
た
ち
が
、
修

学
旅
行
で
奈
良
・
東
生
駒

キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ
ま
し

た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

で
は
、
定
員
3
0
0
名
を

超
え
る
大
教
室
や
図
書
館

を
見
学
し
た
の
ち
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
学
習
と

瓦
の
博
物
館
見
学
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
大
学

の
学
び
に
触
れ
、
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　４月21日、奈良・学園લキャンパスにおいて、第13回あかね祭（৽ೖ生ܴձ）を開催しました。
ձにӋたࣾ」、ͪ࣋をر年のテーϚは「未དྷӋた͚」。これは、৽ೖ生がকདྷのເやࠓ
͚るよう」という、ྭましのҙຯがࠐめΒれています。これかΒ直面する༷ʑなࢼ࿅や՝なͲの
นをܰʑとりӽえてい͚るようなӋをつ͚て、ཱなࣾձ人になって΄しいというあかね祭࣮行
ҕһձかΒのϝッηーδとなっています。
　日は、学生・教職һ・Ҭの方ʑがଟདྷされわいました。「おসいライϒ」や#*/(0大ձ、
ٖళなͲ༷ʑな催しが行われ、ޙ࠷を০るμンスαーΫϧによるパϑΥーϚンスでは、৽ೖ生に
。にแまれましたていμンスが൸࿐され、大きなഥखと͚
　同日に開催された帝塚山短期大学ホームカミングσーでは、ଟくのଔ業生たͪが๚れ、ަچを
Թめていました。

　̒月2�日ŋ21日の̎日間にわたり、࢈学࿈
携学ձ第17回大ձ 奈良大ձを、奈良ݝ文Խ
ձؗで開催しました。大ձには、5��人を
える࢈学の学ࣝݧܦ者や࣮務家が一ಊに
ձして、࢈学࿈携にؔする՝についてҙݟ
をަし合い、࢈学࿈携の࠷৽࣮ྫや理
についてനしたٞがల開されました。

࢈上やҬ学࿈携従事者の力࢈、年で17回をえる本学ձはࠓ　
学࿈携׆ಈの૯合的ࢧԉを的に࣮ࢪするもので、近ݍـでは初の
開催となります。また、私ཱ大学が大ձ事務ہを務めるのもࠓ回が初め
てのことです。
　これまでҩ学や学なͲの理系分野にภりがͪだった࢈学࿈携におい

ఇṂࢁNEWS & TOPICS
４
月
１
日

第
üý
回
帝
塚
山
大
学
入
学
式
、

第
úø
回
帝
塚
山
大
学
大
学
院
入
学
式
を
挙
行

　
奈
良
・
学
園
前
キ
ャ
ン
パ
ス
学
園
講
堂
に
お

い
て
二
部
制
で
行
わ
れ
、
第
一
部
で
文
学
部
、

経
済
経
営
学
部
、
法
学
部
、
大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
、
第
二
部
で
心
理
学
部
、
現
代
生
活
学
部
、

教
育
学
部
、
大
学
院

心
理
科
学
研
究
科

の
入
学
式
を
挙
行
、

1
0
0
3
名
の
新
た

な
帝
塚
山
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
メ
ン
バ
ー
を

迎
え
入
れ
ま
し
た
。

式
場
の
内
外
で
は
記

念
撮
影
を
行
う
新
入

生
と
ご
家
族
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
８
日

「
帝
塚
山
大
学
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」連
動
企
画

「
フ
ォ
ト
講
習
会
」を
開
催

　
奈
良
・
東
生
駒
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
シ
ー
キ
ュ
ー
ブ
」
で

「
フ
ォ
ト
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
、「
第
2
回
帝
塚
山
大
学
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
連
動
企
画
と
し
て
、「
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
大
賞
を
め
ざ
そ
う
！
実
践
写

真
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
初
級
編
）」
を
テ
ー
マ
に

行
い
ま
し
た
。
講
師
に
は
本
学
経
営
情
報
学
部

卒
業
生
で
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
の
や
ま
ぐ
ち
千
予

さ
ん
を
お
招
き
し
、
実
践
を
交
え
な
が
ら
わ
か

り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
ま
ぐ

ち
さ
ん
は
企
業
広
告
を
主
に
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
、

人
物
の
撮
影
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
各
方
面
で

6
月
8
日
・
9
日

【
食
物
栄
養
学
科
】イ
オ
ン「
大
和
郡
山
フ
ェ
ア
」

4
大
学
対
抗
ピ
ザ
バ
ト
ル
で
最
優
秀
賞
受
賞
！

　
大
和
郡
山
市
、石
釜
ピ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
&
B
A
R
サ
ン

プ
ー
ペ
ー（
大
和
郡
山
市
）
と
奈
良
県
内
の
管
理
栄
養

士
養
成
課
程（
帝
塚
山
大
学
・
畿
央
大
学
・
近
畿
大
学
・

奈
良
女
子
大
学
）
の
学
生
で
構
成
さ
れ
た
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ヘ
ル
ス
チ
ー
ム
菜
良
」
は
、
大
和

の
伝
統
野
菜
「
大
和
丸
な
す
」
を
は
じ
め
と
し
た
大
和

郡
山
産
野
菜
を
使
用
し
た
ピ
ザ
を
共
同
開
発
し
ま
し

た
。

　
6
月
8
・
9
日
に
イ
オ
ン
大
和
郡
山
店
「
大
和
郡
山

フ
ェ
ア
」
に
お
い
て
、
4
大
学
対
抗
ピ
ザ
バ
ト
ル
と
し

て
、大
和
野
菜
の
使
用
度
、見
た
目
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
栄
養
価
、
作
り
や
す
さ
、
当
日
の
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
を
も
と
に
審
査
さ

れ
ま
し
た
。
帝
塚
山
大
学

は
「
和
風
と
カ
レ
ー
の
コ

ラ
ボ
パ
リ
ッ
と
も
っ
ち
も

ち
ピ
ザ
」
で
参
戦
。
見
事
、

最
優
秀
賞
を
獲
得
、
昨
年

度
に
続
く
連
覇
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

6
月
ùø
日

「
M
O
S
／
A
C
A�

世
界
学
生
大
会
2
0
1
9
」

に
お
い
て
本
学
学
生
2
名
が
入
賞

　「
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
」（
東
京
都
千
代
田
区
）

で「
M
O
S
／
A
C
A 

世

界
学
生
大
会
2
0
1
9
」

入
賞
者
表
彰
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
本
学
か
ら
は
、
現
代
生

活
学
部
居
住
空
間
デ
ザ
イ

ン
学
科
4
年
の
杉
田
智
也

さ
ん
が
A
C
A
世
界
大
会

で
、
心
理
学
部
心
理
学
科

2
年
道
井
賢
勇
さ
ん
が

行
し
た
も
の
で
す
。

　
寄
贈
式
で
は
、
並
河
天
理
市
長
か
ら
感
謝
状

を
手
渡
さ
れ
た
蓮
花
学
長
が
「
研
究
と
教
育
で

地
域
に
貢
献
す
る

「
実
学
の
帝
塚
山
大

学
」
と
し
て
、
天
理

市
と
は
今
後
も
良
い

関
係
を
続
け
て
い
き

た
い
」
と
話
し
、
市

長
と
高
田
教
授
と
と

も
に
本
を
手
に
記
念

撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

6
月
５
日

一
般
社
団
法
人
総
合
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
D
A
S
）

の
主
催
す
る
毎
日･D
A
S
学
生
デ
ザ
イ
ン
賞
大
学
生

の
部„
金
の
卵
賞“
に
、
現
代
生
活
学
部�

居
住
空
間

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
入
賞

　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
部
門
は
①
小
野
嘉
仁
さ
ん

（
遊
ん
で
学
べ
る
地
震
対
策
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）、

②
稲
葉
侑
美
さ
ん
（
日
本
伝
統
文
様
か
る
た
）、

プ
ロ
ダ
ク
ト
部
門
は
③
芦
高
真
由
佳
さ
ん
（
子

供
の
知
育
玩
具
）、④
厚
ヶ
瀬
博
さ
ん
（
避
難
所

に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
緩
和
空
間
）
の
４
名
が
学

び
を
生
か
し
た
作
品
で
入
賞
し
ま
し
た
。

５
月
ùú
日

こ
ど
も
学
科
4
年
の
小
林
華
奈
江
さ
ん
が
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良
ま
ほ
ろ
ば

2
0
1
9
年
度
女
子
大
学
院
生
・
女
子
大
学
生

奨
学
金
ク
ラ
ブ
賞
を
受
賞

　
現
代
生
活
学
部
こ
ど
も
学
科
（
現
：
教
育
学
部
こ
ど

も
教
育
学
科
）
4
年
の
小
林
華
奈
江
さ
ん
が
国
際
ソ
ロ

プ
チ
ミ
ス
ト
奈
良
‐
ま
ほ
ろ
ば
の
2
0
1
9
年
度
女

子
大
学
院
生
・
女
子
大
学
生
奨
学
金
ク
ラ
ブ
賞
を
受

賞
し
、
ホ
テ
ル
日
航
奈
良
で
開
催
さ
れ
た
授
与
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
は
、
実
業
界
で
活
躍
す
る

女
性
、
専
門
職
に
従
事
す
る
女
性
の
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
奉
仕
組
織
で
、
地
域
社
会
と
世
界
中
で
女
性
と
女

児
の
生
活
を
向
上
さ
せ
る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
賞
は
、
将
来
、
社
会
に

貢
献
し
得
る
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
小
林
さ
ん
の
学

業
に
臨
む
姿
勢
や
小
論
文

の
内
容
が
評
価
さ
れ
こ
の

た
び
の
受
賞
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

５
月
ú÷
日

帝
塚
山
大
学
出
版
会
発
行『
奈
良
山
里
の
生
活
図
誌
』

を
天
理
市
お
よ
び
天
理
市
教
育
委
員
会
に
寄
贈

　
本
学
出
版
会
発
行
の
『
奈
良
山
里
の
生
活
図
誌
』
を

天
理
市
お
よ
び
天
理
市
教
育
委
員
会
に
20
冊
寄
贈
し

ま
し
た
。

　
同
書
は
、
天
理
市
福
住
で
生
ま
れ
育
っ
た
永
井
清

繁
氏
が
昔
を
回
想
し
て
描
い
た
明
治
末
期
か
ら
昭
和

30
年
代
ま
で
の
暮
ら
し
や
年
中
行
事
な
ど
が
解
説
原

稿
と
と
も
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
私

立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
「『
帝
塚
山
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』の
構
築
に
よ
る
学
際
的『
奈
良
学
』

研
究
の
推
進
」
の
成
果
と
し
て
、
民
俗
宗
教
を
専
門
と

し
て
福
住
の
民
俗
調
査
に
携
わ
っ
て
き
た
本
学
文
学

部
日
本
文
化
学
科
の
高
田
照
世
教
授
が
編
集
し
、
刊

な
ら

第��回͔͋Ͷࡇʢ৽ೖੜܴձʣΛ開催͠·ͨ͠

M
O
S
世
界
大
会（
ワ
ー
ド
）で
入
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
延
べ
7
万
1
千
人
を
超
え
る
学
生
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
た
中
か
ら
、
入
賞
者
75
名
に
選
ば
れ
る
の
は

た
い
へ
ん
快
挙
で
あ
り
、
非
常
に
狭
き
門
で
あ
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

７
月
øù
日

平
成
ú÷
年
度
　
課
外
活
動
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

　
団
体
賞
で
は
、
優
秀
賞
に
硬
式
野
球
部（
阪
神
大
学

野
球
連
盟
新
人
戦
3
位
、
春
季
2
部
東
リ
ー
グ
戦
優
勝
、

秋
季
2
部
東
リ
ー
グ
戦
優
勝
）、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部（
関
西
大
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
女
子
秋
季
2
部

リ
ー
グ
戦
優
勝
）、
敢
闘
賞
に
ラ
グ
ビ
ー
部（
関
西
大

学
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
大
学
ラ
グ
ビ
ー
C

リ
ー
グ
2
位
）、
努
力
賞
に
レ
ス
リ
ン
グ（
西
日
本
学

生
秋
季
リ
ー
グ
戦
3
位
）が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
個
人
賞
で
は
12
名
が
表
彰
さ
れ
、
優
秀
賞
に
レ
ス
リ

ン
グ
部
か
ら
中
村
晟
笙
さ
ん
、
藤
井
瀬
名
さ
ん
、
硬
式

野
球
部
か
ら
松
本
大
地
さ
ん
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

か
ら
堀
田
い
づ
み
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

敢
闘
賞
に
硬
式
野
球
部
か
ら
北
口
進
之
佑
さ
ん
、
安
井 

将
太
さ
ん
、日
比
涼
介
さ
ん
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
か

ら
植
村
春
菜
さ
ん
、
中
野

樹
里
さ
ん
、
ラ
グ
ビ
ー
部

か
ら
西
ケ
谷
達
哉
さ
ん
、

増
田
勝
紀
さ
ん
、
な
ぎ
な

た
か
ら
山
下
大
輝
さ
ん
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　
学
生
生
活
担
当
の
向
井

副
学
長
か
ら
、
今
後
も
一

層
努
力
し
て
本
学
ク
ラ
ブ

活
動
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
と
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
学
生
ら
を
鼓

舞
し
ま
し
た
。

ͨ͠·ͱͯ͠開催͠ہࣄձ第��回େձಸྑେձΛຊֶ͕େձֶܞ࿈ֶ࢈
て、ࣾձ科学や人文学なͲの ࢹをऔりೖれる重ཁੑかΒも、文系૯
合大学である本学が中心となって「Φーϧ奈良ݝ」での開催が࣮現した
ことは、奈良ݝ にお͚る࢈学࿈携のల開や科学ٕज़のࣾձ࣮にも大
きなҙຯを࣋つとݴえます。
　本大ձでは本学教һによるΦーΨφイζυηッシϣンや口಄ൃදの΄
か、本学の学生も「4#* '9τϨーυとの࢈学࿈携に よるۚ༥リテラシー
教育」についての事ྫ
հにઓし、学ࣝ 
者や࣮務家なͲのݧܦ
ઐ家をલにಊʑのプ
Ϩθンテーシϣンを行
いました。

4
月

5
月

6
月

7
月

①
②

③
④
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ͳ
Β
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ͷ


༦
৯

ủ
ఇ
Ṃ
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ͷ

Ứห

Λ
͋
͔
Ͷ
ࡇ
Ͱ

　จ
෦
Պ
学
ল
ฏ
成
ù9
年
度
私
立
大
学
ݚ
ڀ
ϒ
ラ
ン
σ
ィ
ン
ά

事
業
の
一

と
し
て
、
̐
݄
ùø
日
、
本
学
あ
か
ね
祭
に
お
い
て
、

コ
ー
ϓ
の
༦
食

配
コ
ー
ス
な
ど
ϑ
ー
υ
サ
ー
Ϗ
ス
事
業
を
幅

広
く
手
ֻ
け
て
い
る
᷂
味
の
大

࿏
と
ࠤ
ഢ
θ
ϛ
の
コ
ラ
ボ
ୈ

̑

、
奈
良
の
食
ࡐ
を
使
っ
た
य़
の
コ
ラ
ボ
ห
当
̎
̌
̍
̕
「
य़

祭
ห
当
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　य़
の
食
ࡐ
を
は
じ
め
、
ޒ
つ
の
味（
य़
の
食
ࡐ
、
大

野
ࡊ
、

、

༸
、
中
）
が
ָ
し
め
、
大

の

౷
野
ࡊ
で
あ
る
「
大

ま
な
」

が
入
っ
て
い
る
ボ
リ
ỿ
ー
Ϝ
も
ӫ
ཆ
も
あ
る
お
ָ
し
み
ห
当
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　ࠤ
ഢ
θ
ϛ
の
活
動

で
は
、
健
߁
な
生
活

に
は
食
生
活
か
ら
を

Ϟ
ッ
ト
ー
に
、
食
に

対
す
る
正
し
い
知
ࣝ

と
ཧ
解
を
ਂ
め
、日
々

の
食
事
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
ア
υ
バ

イ
ス
や
健
߁
な
食
生

活
の
ఏ
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、

༮
ஓ
Ԃ
で
の
食
育
や

ߴ
ྸ
者
向
け
の
お
ห

当
メ
χ
ỿ
ー
の
։
発
、

ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ
「
大

野

ࡊ
」を
知
ろ
う
！
な
ど
、

地
Ҭ
ަ
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今

ճ
ڞ
ಉ
։
発
し
た
᷂

味
の
大

࿏
の
୲
当

者
は
本
学
ଔ
業
生
で

あ
り
、
こ
こ
に
も
ఇ

Ṃ
ࢁ
ϑ
Ỹ
ϛ
リ
ー
の

ឺ
が
み
ら
れ
ま
す
。

Close-up NEWSクローズアップニュース

三郷町共催講演会

佐伯ゼミ春祭弁当

文部科学省平成29年度私立大学研究ブランディング事業採択
「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」最新の取り組み

˝
γ
ϧ
ク
ロ
ồ
υ
ԫ
ۚ
จ
Խ
ͷ
ಓ
　

　จ
෦
Պ
学
ল
ฏ
成
ù9
年
度
私
立
大
学
ݚ
ڀ
ϒ
ラ
ン
σ
ィ

ン
ά
事
業
の
一

と
し
て
、
学
ज़
ใ
ࠂ
会
「
シ
ル
ク
ϩ
ー

υ

　ԫ
ۚ
จ
化
の
道
」
が
̏
݄
̎
日
（

）、 

奈
良
・
東
生

ۨ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
։
࠵
さ
れ
、
̎
̌
̌
人
ۙ
く
の
考
古
学

ϑ
Ỹ
ン
が
会
場
に
٧
め
ֻ
け
、
シ
ル
ク
ϩ
ー
υ
の
༔
ٱ
の

ྺ
࢙
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　本
ใ
ࠂ
会
で
は
、
Ӊ
野
ོ

٬
員
ڭ
授
が
̎
̌
̍
̔
年

̕
݄
、
ௐ
査


者
と
し
て

ζ
ϕ
キ
ス
タ
ン
の
シ
ル
ク

ϩ
ー
υ
Ҩ

「
カ
ϑ
ィ
ル
・
カ
ラ

」
で
発
۷
し
た
ۚ

の



具
の
ৄ
ࡉ
が
世
界
で
初
め
て
公
։
さ
れ
ま
し
た
。
ι

ά
υ
人
の
Ԧ

が

に
ண
け
て
い
た
�
世
ل
初
期
の
も
の

と
考
え
ら
れ
る


具
は
、
ア
ϑ
Ψ
χ
ス
タ
ン
の
シ
バ
ル

Ψ
ン
Ҩ
ๅ
や
ൗ
ോ
ொ
の
౻
ϊ

古

で
出

し
た
副

品

と
の
類
ࣅ
ੑ
か
ら
も
、
シ
ル
ク
ϩ
ー
υ
で
は
東

だ
け
で

な
く
南

で
の
ަ
流
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
و
重
な
ࢿ
ྉ
で
す
。

　Ӊ
野
٬
員
ڭ
授
は
̎
̌
̍
̓
年
に
も
ಉ

で
、
正

Ӄ

ๅ
物
で
あ
る
ָ
ث
の
ඐ
ഀ
や
ᝤ

と
ಉ
じ
も
の
が
ඳ
か
れ

た
κ
ϩ
ア
ス
タ
ー
ڭ
の
൘
ֆ
を
発
見
し
、
中
ԝ
ア
ジ
ア
が

日
本
へ
の
จ
化

ୡ
ル
ー
ト
に
お
け
る
重
要
な
地
Ҭ
で

あ
っ
た
こ
と
を
໌
ら
か
に
し
ま
し
た
が
、
今
ճ
の


具

は
そ
の
Ծ
આ
を
さ
ら
に
強
ݻ
に
ཪ

け
る
大
発
見
と
な
り

ま
し
た
。

˝
ࡾ
ڷ
ொ
ڞ
࠵
ߨ
ԋ
ձ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　จ
෦
Պ
学
ল
ฏ
成
ù9
年
度
私
立
大
学
ݚ
ڀ
ϒ
ラ
ン

σ
ィ
ン
ά
事
業
の
一

と
し
て
、
ఇ
Ṃ
ࢁ
大
学
と
奈

良
県
生
ۨ
܊
ࡾ
ڷ
ொ
と
の
ڞ
࠵
ߨ
ԋ
会
「
法
ོ
ࣉ
の

נ
を
求
め
て
Ỗ

ಙ
ଠ
ࢠ
と
古
代
の
ࡾ
ڷ
Ỗ
」
が
ฏ

成
úø
年
̏
݄
ùú
日
、
ࡾ
ڷ
ொ
จ
化
η
ン
タ
ー
で
։
࠵

さ
れ
、ྺ
࢙
ϑ
Ỹ
ン
ら

̎
̌
̌
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　こ
の
ߨ
ԋ
会
は
、
私
立
大
学
ݚ
ڀ
ϒ
ラ
ン
σ
ィ
ン

ά
事
業
で
ਪ
進
す
る「ứ
ఇ
Ṃ
ࢁ
ϓ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
Ừ

の
ߏ
ங
に
よ
る
学
際
的
ứ
奈
良
学
Ừ
ݚ
ڀ
の
ਪ
進
」
の

一

と
し
て
本
学
考
古
学
ݚ
ڀ
所
が
取
り
組
む
「


ಙ
ଠ
ࢠ
ؔ
࿈
Ҩ

の
ݚ
ڀ
」
の
ݚ
ڀ
成
果
を
公
։
す

る
目
的
で
実
ࢪ
し
た
も
の
で
す
。

ࡾ　
ڷ
ொ
に
は
古
代
߽

の
ฏ
܈
ࢯ
が
ݐ
立
し
た
ฏ

ོ
ࣉ
や
ඈ
ௗ
時
代
に
法
ོ
ࣉ
や
中
ٶ
ࣉ
の
נ
を
ম
成

し
た
༼

が
あ
り
ま
す
。
ߨ
ԋ
を
お
こ
な
っ
た
本
学

จ
学
෦
の
ਗ਼
ਫ
ত
ത
ڭ
授
（
考
古
学
ݚ
ڀ
所
長
）
は
、

Ҩ

の
出

נ
か
ら
古
代
の
ࡾ
ڷ
が

ಙ
ଠ
ࢠ
と
ਂ

い
ؔ
係
に
あ
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
ใ
ࠂ
し
ま
し
た
。
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訃報　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

第７回ホームカミングパーティの様子

東大寺銘軒丸瓦

▲

東大寺銘軒平瓦

▲

虹色祭（昨年度）

　本学の名誉教授であり元心理福祉学部教授の野口晴利先生が、平成31年4月13日にご逝去されました（享年79歳）。
大学人間環境科学研究所所長等の役職をお務めいただきました。

　令和元年11月17日（日）に帝塚山大学 奈良・東生駒キャンパスにて『第８回ホームカミングパーティ』を開催します。大学祭「虹色祭」開
催中の母校で、懐かしの恩師や同窓生と一緒に学生時代にタイムスリップしませんか。
　同窓生のみなさまはお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。
　詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

令和元年7月6日（土）
～令和元年9月8日（日）

メデゥーサ頭飾アンティフィックス
など▶詳細はP14参照

一般公開

JOYOエコミュージアム令和元年度夏季特別展
（共催：城陽市歴史民俗資料館） 

お知らせ・イベントニュース

須山章信名誉教授が令和元年春の叙勲受章

　令和元年４月29日、本学の名誉教授であり元大学
人文科学部教授・大学院人文科学研究科教授の須
山章信先生（79歳）が春の叙勲において「瑞宝小綬章」
を受章されました。
　瑞宝章は教育又は研究に直接携わる業務において
長年にわたり従事し、功労を積み重ね、功績を挙げ
た方に授与される褒章です。
　須山先生は、学校法人帝塚山学園が設置する帝塚
山高等学校、帝塚山短期大学および帝塚山大学にお
いて45年間私学教育に携わるとともに、研究面では、
日本近世演劇の分野において、上方歌舞伎について
初めて体系的に解明した研究者として高く評価されて
います。上方歌舞伎の厖大な資料を網羅的に調査し、
現在に至るまで歌舞伎研究に大きく貢献するとともに、
華道大和未生流三代家元として、花と舞台に共通す
る日本美についての考証を行い、その普及に尽力した
ことも高く評価されました。

第８回ホームカミングパーティ開催のお知らせ

INFORMATION & EVENT NEWS

本学では、多くの所蔵品を学外機関と連携して一般公開しています。

開催期間

主な本学所蔵品

令和元年９月21日(土)～令和元年12月１日(日)
展示解説…11月16日(土)、17日(日)

本学出版会発行『奈良山里の生活図誌』より
パネル展示

開催期間

主な本学所蔵品

令和元年10月2日（水）
～令和元年12月1日（日）

「東大寺大仏殿」
軒丸瓦、軒平瓦など

開催期間

主な本学所蔵品

秋季特別展
「絵と道具でたどる昔の奈良のくらし
ー永井清繁氏のスケッチ帖からー」
（共催：奈良県立民俗博物館）

 

島本町立歴史文化資料館企画展
（共催：島本町教育委員会） 
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　จ
෦
Պ
学
ল
ฏ
成
ù9
年
度
私
立
大
学
ݚ
ڀ
ϒ
ラ
ン
σ
ィ
ン
ά

事
業
の
一

と
し
て
、
̐
݄
ùø
日
、
本
学
あ
か
ね
祭
に
お
い
て
、

コ
ー
ϓ
の
༦
食

配
コ
ー
ス
な
ど
ϑ
ー
υ
サ
ー
Ϗ
ス
事
業
を
幅

広
く
手
ֻ
け
て
い
る
᷂
味
の
大

࿏
と
ࠤ
ഢ
θ
ϛ
の
コ
ラ
ボ
ୈ

̑

、
奈
良
の
食
ࡐ
を
使
っ
た
य़
の
コ
ラ
ボ
ห
当
̎
̌
̍
̕
「
य़

祭
ห
当
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

　य़
の
食
ࡐ
を
は
じ
め
、
ޒ
つ
の
味（
य़
の
食
ࡐ
、
大

野
ࡊ
、

、

༸
、
中
）
が
ָ
し
め
、
大

の

౷
野
ࡊ
で
あ
る
「
大

ま
な
」

が
入
っ
て
い
る
ボ
リ
ỿ
ー
Ϝ
も
ӫ
ཆ
も
あ
る
お
ָ
し
み
ห
当
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　ࠤ
ഢ
θ
ϛ
の
活
動

で
は
、
健
߁
な
生
活

に
は
食
生
活
か
ら
を

Ϟ
ッ
ト
ー
に
、
食
に

対
す
る
正
し
い
知
ࣝ

と
ཧ
解
を
ਂ
め
、日
々

の
食
事
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
ア
υ
バ

イ
ス
や
健
߁
な
食
生

活
の
ఏ
案
を
行
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、

༮
ஓ
Ԃ
で
の
食
育
や

ߴ
ྸ
者
向
け
の
お
ห

当
メ
χ
ỿ
ー
の
։
発
、

ྉ
ཧ
ڭ
ࣨ
「
大

野

ࡊ
」を
知
ろ
う
！
な
ど
、

地
Ҭ
ަ
流
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今

ճ
ڞ
ಉ
։
発
し
た
᷂

味
の
大

࿏
の
୲
当

者
は
本
学
ଔ
業
生
で

あ
り
、
こ
こ
に
も
ఇ

Ṃ
ࢁ
ϑ
Ỹ
ϛ
リ
ー
の

ឺ
が
み
ら
れ
ま
す
。

Close-up NEWSクローズアップニュース

三郷町共催講演会

佐伯ゼミ春祭弁当

文部科学省平成29年度私立大学研究ブランディング事業採択
「『帝塚山プラットフォーム』の構築による学際的『奈良学』研究の推進」最新の取り組み
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ฏ
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ࠂ
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ۚ
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奈
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東
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ۨ
キ
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で
։
࠵
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、
̎
̌
̌
人
ۙ
く
の
考
古
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ϑ
Ỹ
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が
会
場
に
٧
め
ֻ
け
、
シ
ル
ク
ϩ
ー
υ
の
༔
ٱ
の

ྺ
࢙
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　本
ใ
ࠂ
会
で
は
、
Ӊ
野
ོ

٬
員
ڭ
授
が
̎
̌
̍
̔
年

̕
݄
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ௐ
査
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し
て

ζ
ϕ
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ス
タ
ン
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シ
ル
ク

ϩ
ー
υ
Ҩ

「
カ
ϑ
ィ
ル
・
カ
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で
発
۷
し
た
ۚ
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具
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ࡉ
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υ
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Ԧ
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ண
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れ
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ࣅ
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で
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と
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え
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ྉ
で
す
。

　Ӊ
野
٬
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̎
̌
̍
̓
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正

Ӄ

ๅ
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る
ָ
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ඐ
ഀ
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ᝤ
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ඳ
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ー
ڭ
の
൘
ֆ
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中
ԝ
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ୡ
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Ҭ
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໌
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ࢁ
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ࡾ
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࠵
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ࣉ
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ࢠ
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ࡾ
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、
ࡾ
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࠵
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࢙
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。
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ά
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ࢁ
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本
学
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学
ݚ
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組
む
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ಙ
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ࢠ
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࿈
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の
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」
の
ݚ
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果
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す

る
目
的
で
実
ࢪ
し
た
も
の
で
す
。

ࡾ　
ڷ
ொ
に
は
古
代
߽

の
ฏ
܈
ࢯ
が
ݐ
立
し
た
ฏ

ོ
ࣉ
や
ඈ
ௗ
時
代
に
法
ོ
ࣉ
や
中
ٶ
ࣉ
の
נ
を
ম
成

し
た
༼

が
あ
り
ま
す
。
ߨ
ԋ
を
お
こ
な
っ
た
本
学

จ
学
෦
の
ਗ਼
ਫ
ত
ത
ڭ
授
（
考
古
学
ݚ
ڀ
所
長
）
は
、

Ҩ

の
出

נ
か
ら
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代
の
ࡾ
ڷ
が

ಙ
ଠ
ࢠ
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ਂ
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ؔ
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に
あ
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ࠂ
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ま
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訃報　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

第７回ホームカミングパーティの様子

東大寺銘軒丸瓦

▲

東大寺銘軒平瓦

▲

虹色祭（昨年度）

　本学の名誉教授であり元心理福祉学部教授の野口晴利先生が、平成31年4月13日にご逝去されました（享年79歳）。
大学人間環境科学研究所所長等の役職をお務めいただきました。

　令和元年11月17日（日）に帝塚山大学 奈良・東生駒キャンパスにて『第８回ホームカミングパーティ』を開催します。大学祭「虹色祭」開
催中の母校で、懐かしの恩師や同窓生と一緒に学生時代にタイムスリップしませんか。
　同窓生のみなさまはお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。
　詳しくは、同封の案内チラシをご覧ください。

令和元年7月6日（土）
～令和元年9月8日（日）

メデゥーサ頭飾アンティフィックス
など▶詳細はP14参照

一般公開

JOYOエコミュージアム令和元年度夏季特別展
（共催：城陽市歴史民俗資料館） 

お知らせ・イベントニュース

須山章信名誉教授が令和元年春の叙勲受章

　令和元年４月29日、本学の名誉教授であり元大学
人文科学部教授・大学院人文科学研究科教授の須
山章信先生（79歳）が春の叙勲において「瑞宝小綬章」
を受章されました。
　瑞宝章は教育又は研究に直接携わる業務において
長年にわたり従事し、功労を積み重ね、功績を挙げ
た方に授与される褒章です。
　須山先生は、学校法人帝塚山学園が設置する帝塚
山高等学校、帝塚山短期大学および帝塚山大学にお
いて45年間私学教育に携わるとともに、研究面では、
日本近世演劇の分野において、上方歌舞伎について
初めて体系的に解明した研究者として高く評価されて
います。上方歌舞伎の厖大な資料を網羅的に調査し、
現在に至るまで歌舞伎研究に大きく貢献するとともに、
華道大和未生流三代家元として、花と舞台に共通す
る日本美についての考証を行い、その普及に尽力した
ことも高く評価されました。

第８回ホームカミングパーティ開催のお知らせ

INFORMATION & EVENT NEWS

本学では、多くの所蔵品を学外機関と連携して一般公開しています。

開催期間

主な本学所蔵品

令和元年９月21日(土)～令和元年12月１日(日)
展示解説…11月16日(土)、17日(日)

本学出版会発行『奈良山里の生活図誌』より
パネル展示

開催期間

主な本学所蔵品

令和元年10月2日（水）
～令和元年12月1日（日）

「東大寺大仏殿」
軒丸瓦、軒平瓦など

開催期間

主な本学所蔵品

秋季特別展
「絵と道具でたどる昔の奈良のくらし
ー永井清繁氏のスケッチ帖からー」
（共催：奈良県立民俗博物館）

 

島本町立歴史文化資料館企画展
（共催：島本町教育委員会） 
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流
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学
生
紹
介

◆
9
カ
国
語

　Ϛ
レ
ー
シ
ア
か
ら
2
0
1
�
年
1
݄
に

来
日
。
ਆ
ށ
の
国
際
語
学
学
Ӄ
で
日
本
語

を
学
び
、
2
0
1
�
年
4
݄
に
本
学
に
入

学
。
来
日
લ
に
は
「
ク
レ
Ϥ
ン
し
ん
ち
Ỵ

ん
」
の
Ϛ
レ
ー
シ
ア
語
൛
が
お
ؾ
に
入
り

の
൪
組
で
、
他
に
も
「

ル
ト
ラ
Ϛ
ン
」

や
「
Ծ
面
ラ
イ
μ
ー
」
で
日
本
へ
の
興
味

を
ਂ
め
た
൴
は
、
日
本
語
上
ୡ
法
を
Ϛ

レ
ー
シ
ア
の
日
本
大
使
館
に
尋
ね
に
行

き
、
ཹ
学
が
い
い
の
で
は
、
と
い
う
ア
υ

バ
イ
ス
を
受
け

日
を
決
断
。

　̍
年
ち
Ỷ
っ
と
の

期
間
で
日
本
語
の

ج
ૅ
を

に

け
た
事
は
ڻ
き
で
す
が
、

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
語
学
ڭ
ࢣ
の
お

༷

の
影
ڹ
か
、
現
在

国
語
を
含
め
�
カ
国

語
を
ૢ
れ
る
の
で
す
！
日
本
語
の
勉
強
法

を
尋
ね
る
と
、
読
み
書
き
は
࠷
初
ϩ
ー
Ϛ

ࣈ
ද
記
か
ら
学
習
し
た
と
の
こ
と
。
な
る

΄
ど
ア
ル
ϑ
Ỹ
ϕ
ッ
ト
か
ら
入
れ
ば
ཧ
解

は
ス
Ϝ
ー
ζ
で
す
よ
ね
。

◆
学
生
生
活

　ຽ
ଏ
学
を
勉
強
し
て
い
ま
す
が
、「
地

ݩ
の
祭
り
」
と
い
う
テ
ー
Ϛ
で
イ
ス
ラ
Ϝ

ڭ
に
つ
い
て
話
し
た
と
こ
ろ
感

を
受
け

た
学
生
も
お
り
、話
し
て
み
て
良
か
っ
た
、

と
感
じ
た
そ
う
で
す
。
ࢠ
ど
も

き
で
༮

ஓ
Ԃ
の
先
生
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
日
本
で
ڭ
員
໔
許
の
ࢿ
格
を

取
り
、
国
語
の
先
生
に
な
る
こ
と
が
目
標

で
す
。

　ク
ラ
ϒ
活
動
に
加
わ
っ
て
い
る
ཹ
学
生

は
少
数

で
す
が
、
൴
は
՚
道
෦
、
ٷ
道

෦
、

道
෦
、
能
ָ
ݚ
ڀ
会
サ
ー
ク
ル
、

ਫ
ӭ
サ
ー
ク
ル
と
�
つ
の
団
体
に
参
加
、

し
か
も
՚
道
෦
で
は
෦
長
、
ٷ
道
෦
で
は

ओ
務
と
い
っ
た
役
職
に
も
就
い
て
い
ま

す
。　ී

ஈ
は
コ
ン
Ϗ
χ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
ま
す
が
、
長
期
ٳ
Ջ
の
間
は
大
ࡕ
ۙ

ล
だ
け
で
は
な
く
東
ژ
、
海
道
ま
で「
出

張
」
し
て
ཱྀ
行
Ψ
イ
υ
や
通
༁
を
務
め
て

い
ま
す
。

◆
帝
塚
山
大
学
に
入
学
し
て

　食
事
に
行
く
と
き
に
は
൴
が
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
ྉ
ཧ
に
合
わ
せ
て
く
れ
た

り
、
෦
活
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ָ
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܅
。
そ
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が
何
事
に
も
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つ
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ク
テ
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に
一
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ݒ
໋
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
仲
間
ୡ
が

よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
ま
せ

ん
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■ 前期スケジュール
ग़ئ期間 2�19年9月17日（Ր）ʙ1�月7日（月）（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�19年1�月12日（）
合֨ൃද 2�19年1�月1�日（ۚ）
खଓక日（ೖ学ۚೲ）࣍1 2�19年11月 5 日（Ր）

■ 後期スケジュール
ग़ئ期間 2�19年11月1�日（月）ʙ12月11日（ਫ）˞（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�19年12月14日（）
合֨ൃද 2�19年12月1�日（ਫ）
खଓక日（ೖ学ۚೲ）࣍1 2�2�年 1 月1�日（ۚ）

■ 3月スケジュール　　　　　　　　　　  　　　　　 ˞12月12日のみئॻ窓口受Մ

ग़ئ期間 2�2�年2月25日（Ր）ʙ3月�日（ۚ）˞（ফҹ༗ޮ）
日（面接）ݧࢼ 2�2�年3月11日（ਫ）
合֨ൃද 2�2�年3月12日（）
ೖ学खଓక日（ೖ学 ・ۚલ期授業料等ೲ） 2�2�年3月23日（月）

˞3月7日のみئॻ窓口受Մ

■ 募集学部学科
学 部 学 科 募集人数
文学部 日本文Խ学科

एׯ名

Ӧ学部ܦࡁܦ Ӧ学科ܦࡁܦ
法学部 法学科
心理学部 心理学科

現代生׆学部
৯ӫཆ学科
間σβイン学科ۭॅډ

教育学部 こͲも教育学科

ఇṂࢁେֶͰɺଔۀੜɺ
͠ ֶ͘ࡏதͷํͷ͝ՈΛରͱ͢ Δ
ೖ੍ࢼʮϑΝϛϦʔೖࢼʯΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍·͢ ɻ

ɹϑΝミϦーೖࢼͱはɺఇṂֶࢁԂのֶݐのਫ਼ਆɾֶ ෩Λਂ͘͝ཧղ͍͖ͨͩɺ
共ʹఇṂࢁ大ֶのϑΝミϦーͱ͓ͯ͠ྗఴ͑Λ͍͚ͨͩΔํの͝ೖֶΛܴ
͢Δೖ੍ࢼ度Ͱ͢ɻ
ɹग़֨ࢿئはɺֶߍ๏ਓఇṂֶࢁԂ͕ઃஔ͢Δ͍ͣΕ͔のֶߍ（༮ஓԂɺখֶ
ੜɾߍࡏੜ͘͠はۀ大ֶ）のଔظɺ大ֶɺ大ֶӃɺߍֶߴɺߍɺதֶߍ
��Λ��1ߍֶߴ४Λຬͨ͠ɺجੜの�ҎのͰɺຊֶ͕ఆΊΔֶࡏ
年4݄1͔Β����年�݄�1·Ͱʹଔ͞ۀΕͨํ·ͨはଔࠐݟۀΈのํͰ͢ɻ
ɹˎग़ئのࡍʹはʮఇṂࢁϑΝミϦーʯͰ͋Δ͜ͱのূ໌ॻ（ଔূۀॻのࣸ͠ɾ
ଔ໌ূۀॻΛఴ）͕ ඞཁͰ͢ɻ
બํߟ๏ɿᶃ໘ ᶄॻྨ৹ （ࠪௐࠪॻɾࢤཧ༝ॻ）
ৄ͍͠ग़֨ࢿئཁ݅ʹؔͯ͠ɺඞͣࣄલʹೖࢼ՝·Ͱ͓͍߹Θͤͩ͘
͍͞ɻΦʔϓϯΩϟϯύεʹ͝ࢀՃͷ͏͑Ͱ͓͍߹Θ͍ͤͨͩ͘͜ͱՄ
Ͱ͢ɻ

■ 入学金について
ϑΝϛϦʔೖࢼͰ͝ೖֶ͞ΕΔํɺೖֶ͕ۚ � ສԁʹͳΓ·͢ɻ

ʢ௨ৗ �� ສԁʣ

ʲ͓͍߹ͤઌʳ
ఇṂࢁେֶ�ೖࢼ՝

Tel  0742 �48 �8821ʢ௨ʣ� Fax �0742 �48 �9021
�nyushi@jimu.tezukayama-u.ac.jp

�����ఇṂࢁେֶ
ϑΝϛϦʔೖࢼの͝Ҋ

 ɻདྷय़ɺडݧΛͨ͑߇ ͝子ଉ͝ଉঁΛ͓ͪ࣋ͷอऀޢͷօ༷ ɻ

OPEN CAMPUS 2019 入試対策講座
（奈良・学園前キャンパス）

学Պମݧ授ۀࢪઃݟ学ɺೖࢼઆ໌ɺࡏ学ੜͱͷަྲྀͳͲɺ͞ ·͟·ͳΠϕンτΛ༻ҙ͍ͯ͠·͢ɻ̡༧ෆཁʳ
ͷϓϩάϥϜมߋͱͳΔՄੑ͕͍͟͝·͢ɻ

奈ྑ・౦ੜۨΩϟϯύε

8/4ʢʣ・25ʢʣ・9/8ʢʣ
����� ʙ �����　　　　����� ʙ �����

���ʢʣΫϥϒ・αʔΫϧհ　���ʢʣ・��ʢʣ�・�ੜ͚
ಛผߨԋ　���ʢʣΠϯλʔωοτग़࠲ߨئ

 

奈ྑ・ֶԂલΩϟϯύε

8/17ʢʣ・18ʢʣ  ����� ʙ �����

����ʢʣ�・�ੜ͚ಛผߨԋɺ໘ର࠲ߨࡦ
����ʢʣอ͚ऀޢಛผߨԋ

10/6
ʢʣ

ެื੍ਪનೖࢼର
9:30ʙ13:00

12/22
ʢʣ

Ұൠೖࢼର
10:00ʙ12:30

ʲ༧ෆཁʳ

ʮେֶ௨৴ఇṂࢁʯاը・編集ҕһձ�

˟��������　奈ྑࢢఇ௩山�ô�ô�　　　 ����ô��ô���� 　　 ����ô��ô����　　Tel Fax

�LPIP!KJNV�UF[VLBZBNB�V�BD�KQ　63-ɿIUUQT���XXX�UF[VLBZBNB�V�BD�KQ�
ଔۀੜͷ͓͍߹ͤઌɿఇṂ山େֶಉ૭ձΘ͔ΈͲΓձ 　　 ����ô��ô����ʢฏ࣌��ʙ࣌��ʣ　Tel

શֶ෦・ֶՊର શֶ෦・ֶՊର
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ಛू
*3Ϩϙʔτ
ΩϟϯύεϨϙʔτ
ΫϥϒɾαʔΫϧ׆ಈ
Ҭ࿈࠷�ܞ৽ͷऔΓΈ
ଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞ

02
04
06
08
10
11

ब৬ࢧԉͷऔΓΈ
ԉձ（在校生保護者）ͷօ༷ޙ
ଔۀ生հ
ఇ⃦$4*501ˍ84&/�ࢁ
ΫϩʔζΞοϓχϡʔε
͓ΒͤɾΠϕϯτχϡʔε

12
13
15
16
18
19

ʲಛूʳ

ଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞʹΑΔ߹ಉतۀʹͯ（ৄࡉ1��ʹࡌܝ）

ଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞ߹ಉतࢀʹۀՃֶͨ͠生ͱڭһଟຎେֶͱͷେֶ࿈ܞ߹ಉतࢀʹۀՃֶͨ͠生ͱڭһ

総合学園としての強みを生かした帝塚山ステップアップ式サポート
2019年４月、帝塚山大学に教育学部こども教育学科が開設！

大学通信帝塚山




